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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「長いものには巻かれるべきなのよ！」

　会長がいつものように小さな胸を張ってなにかの本の受け売りを偉えらそうに語っていた。

　更さらに続けて一言。

「だからこそ、数あるラノベレーベルの中でも富ふ士じ見みと仲良くしていたとこ、ある！」

「なにをいきなりぶっちゃけやがってんスか!?」

　俺が椅い子すを鳴らして立ち上がりツッコむも、会長は意にも介かいさぬ様子で先を続ける。

「『生徒会の一存』って実際、富士見以外じゃ売れなかった気がするのよね。ほら、富士見ファンタジアがながーい期間かけて一いつ生しよう懸けん命めい積み上げた、『安定の重厚派ファンタジー系レーベル』としてのイメージを、これでもかと足あし蹴げに、そして踏ふみ台にして、私達ってやってきたじゃない。あえてこのレーベルから、現代の生徒会室でただ喋しやべっているだけの小説が出るってことが、もう最初のボケとして機能しているって寸法じゃない」

「だからなにを滔とう々とうとぶっちゃけてんスか！　今日はアレですか！　【暴ばく露ろする生徒会】的なタイトルの回かなんかなんですかっ！」

「ううん、むしろ富士見ファンタジアというレーベルに対する意味で、【感謝する生徒会】とかそういう系のタイトルで行こうかと思っている」

「いきなり趣しゆ旨しがブレブレですね！」

　叫さけぶようにツッコミを入れた後、溜ため息いきを漏もらして着席する。会議開始早々からのこのハイテンションは流石さすがの俺でも疲つかれた。

　俺はストレス由来の肩かたこりをほぐしがてら、首を回して周囲の様子を窺うかがう。

　極きわめて一いつ般ぱん的な生徒会室の中に、俺を含ふくめて五人の役員。男は俺一人……ハーレム王にして生徒会副会長、杉すぎ崎さき鍵けんのみで、残りの四人は全員美少女。どうだ、このライトノベル的ご都合主義環かん境きよう。俺がこのポジション獲かく得とくするのに去年どんだけ苦労したことか……。

　いやそれはいい。話を戻もどそう。俺の愛してやまない、四人の美少女達についてだ。

　まず初っぱなから飛ばしていた上座のちびっ子が、会長・桜さくら野のくりむ。身長は中学生どころか小学生と見み紛まがうサイズだが、これでもれっきとした、近く卒業を迎むかえる高校三年生である。

　しかしだからといって中身が実じつ年ねん齢れい相応に大人なのかというと、そんなこたぁない。コ○ン君的に言えば「見た目は子供、頭脳も子供、その名は桜野くりむ！」だ。……それはもう最も早はや完全な「子供」じゃないかと思うが、実年齢が十八歳なんだから仕方無い。エロゲにおける「登場人物は全員十八歳以上です」表記ぐらい、仕方無い。

　そしてその隣となり、俺の正面に座す、知的な雰ふん囲い気きの黒くろ髪かみ女性が──

「それでアカちゃん。実際今日の具体的な議題はなんなのかしら？」

「あ、そうそう。それはね……」

　──実質的にこの生徒会の舵かじを取っている、書記・紅あか葉ば知ち弦づるである。会長のことを「アカちゃん」と渾名あだなで呼ぶほど親しいクラスメイト同士の彼女達だが、二人が並んでいるととても同い年には見えない。それもそのはず、会長の子供っぽさもさることながら、知弦さん自身が同年代女子より遥はるかに大人びているのだ。その切れ長の瞳ひとみや長く艶つややかな黒髪、なにより抜ばつ群ぐんのスタイルこそが、彼女を大人の女性たらしめている。

　美しく知的でクール。完かん璧ぺきな女性とはこういう人のことを言うのだろうが、しかし……。

「今日の議題は、『近未来を考える』だよ！」

　会長がホワイトボードにキュキュッと議題を記しるしながら告げる。しかし役員達は今一つぴんと来ていない様子だ。代表して知弦さんが質問する。

「えーと、これはつまり、どういう意味なのかしら、アカちゃん」

　優やさしく訊たずねる知弦さんに、会長は胸を張って応じた。

「どういう意味も何も、そのままの意味だよ！　今日は近未来を考えるの！　あ、理由はね、富士見ファンタジア文庫の二千点目が出るから！」

「うん、驚おどろくほど意味不明よアカちゃん」

「まったく、おバカさんだなぁ知弦は！」

「……んー？」

　知弦さんがにっこりと会長に微笑ほほえみかける。会長は一いつ瞬しゆんにして表情を青ざめさせ、すぐにこほんと咳せき払ばらいして、今度はまともな説明を始めた。

「えと……今度富士見ファンタジア文庫で二千点目の書しよ籍せきが刊行されるにあたって……その……記念として色んな作品が載のった文庫を作ることになったらしくて……それに生徒会も短編載せることになって……」

「ええ、それで？　まだ意味が分からないわよ、アカちゃん。それと、どうして私を通さず勝手に執しつ筆ぴつの仕事受けているのかしら？　アカちゃん？　そういうのは、必ず私を窓口にするようにって、いつも口酸すっぱく言い聞かせているわよねぇ？　ねぇ？」

　にこぉと知弦さん。見れば、どこから持って来たのか、布ふ団とん叩たたきをぐいーっと、今にも折れそうな程ほどにしならせている。……あくまで、あくまで、笑顔のままで。

　生徒会室が異様な空気に満たされる中、会長はすっかり怯おびえた様子で、早口で解説を始める。

「あ、あの、えと！　でもその本が出るのは私達三年生が卒業して大分経たってからっていうかっ！　今の予定だと卒業式描えがいた本出てから一年ぐらい経ってからになりそうって話があって！　それ聞いた時、その頃ころ実際の私達は何してるんだろなーとか思って、あの、だったら、生徒会でそういうのを議題にするのもいいかもって！　凄すごい未来の話じゃなくて、ちょっとだけ未来……近い将来の予定とか目標とか計画とか、そういうのを訊ききたいなって！　全校生徒に！　だからまずは生徒会でお試ためしと思って……！　あとあと、勝手に小説のお仕事受けて、ごめんなしゃい、知弦！」

　必死で説明した挙句、涙なみだ目めでぺこりと頭を下げる会長。知弦さんはそんな会長に…………にこぉっと、今度は威い圧あつ感かんを放たない笑顔を見せると、彼女の頭を優しく撫なでた。

「よく出来ました、アカちゃん。偉いわよ。ちゃんと謝ったしね」

「うぅ……知弦ぅ……知弦ぅ！」

　わーんと知弦さんの胸に飛び込む会長。よしよしとあやす知弦さん。そしてそれを……「自分で追い詰つめておきながら、あやすのも自分とは……」と、変な汗あせを掻かきつつ見守る俺達役員。

　そう。彼女、紅葉知弦はつまりこういう人間──一言で言えば、女王様タイプなのだ。美しく知的でクール。尚なおかつドＳでしかし母性的。必殺技わざは「一人時間差飴あめと鞭むち」。

　俺達が抱き合う会長と知弦さんを、なんとも言えない気持ちで見守ること数分。ようやく泣き止やんだ会長が、改めて会議を再開させる。

「そんなわけで、今日は近い将来の話をしたいと思います！　じゃあまずは──」

「あー、ちょっと質問いいか？」

　しかしその矢先、俺の隣から手が挙がる。会長が頷うなずいて応じると、挙手した役員──椎しい名な深み夏なつはわざわざ立ち上がって口を開いた。

「まず、近未来云うん々ぬんのことはさておいてさ」

「いやいやいや！　なんでさておいたの!?　それが議題だって言ってんじゃん！」

「まあ細けぇことは気にすんなって、会長さん」

「気にするよ！　全然細かくないよ！　メインの議題だよ！　これを細かいことって言うなら、本当に大事な話って一体なんなのさ！」

「え、月を七割方破は壊かい出来る音速の超ちよう生物が学校に赴ふ任にんしてきたって話とかかな？」

「大ごとだね！　確かにそれは細かくないね！　一刻一秒を争う議題だね！　生徒会やってる場合じゃないね！　でもその基準で物事考えるのやめてくれるかなぁ！　そういう話持ち出すと、『日常系』に分類される私達の物語の大半が無意味になっちゃうから！」

「大だい丈じよう夫ぶ、あたしもジャ○プ系キャラ級の戦せん闘とう力はもってっから！」

「じゃあもう他ほかの作品に行きなよ！　グ○メ界にでも挑いどんで来なよ！」

　会長が肩で息をする程ツッコむ中、指し摘てきされている当の本人・深夏は「はぁ」と言った様子でぽけっと後頭部を掻いていた。

　──副会長・椎名深夏。俺と同じ副会長で、二年で、クラスメイトでさえあるが、同じ人間ではない気がする健康優良美少女、いや戦闘民族だ。……読者諸しよ兄けいはこの事実を基本ギャグと捉とらえると思うし、まあ実際九割方ギャグなんだが……あくまで九割方なんで、油断はしない方がいい。一割はマジってことだ。とりあえずこの碧へき陽よう学園に通う生徒ならば、通学路の上空で彼女が巨きよ大だい飛行生物と音速バトルを繰くり広げていたとて、特に誰だれも気にせず登校してくるだろう。

　その深夏が、会長の息が整うのを待って、改めて質問する。

「で、その、なんだっけ？　富士見ファンタジア文庫創刊、一万と二千年記念？」

「歴史が重すぎるよ！　富士見ファンタジア文庫刊行数二千点記念！」

「そう、それそれ。それって、なんか色々載るんだろ？　生徒会以外の作品は何載るんだ？」

　深夏の質問に、その場の全員が「ああ、そういえば」という気持ちになる。確かに言われてみれば少し気になることだ。盲もう点てんだった。

　先程はつい脳筋みたいな紹しよう介かいになってしまったが、基本的に彼女の中身は極めてまっとうな常識人だ。実際、子供の頃の将来の夢が「お嫁よめさん」だったりするからな……。ある意味生徒会で一番まっとうな中身の人間とさえ言えるだろう。

　だからこれまたコナ○君的に紹介するなら「体は超常、頭脳は平常！　その名は副会長・椎名深夏！」となるわけだが……うん、なんだろう、余計に厄やつ介かいなキャラになった気はする。

　深夏の質問を受け、会長がなんらかの資料をパラパラと確かく認にんする。そして数秒後「あったあった」と一枚のプリントを手に取り読み上げた。

「えーと、『デート・ア・ライブ』『これはゾンビですか？』『フルメタル・パニック！　アナザー』『東京レイヴンズ』『ハイスクールＤ×Ｄ』……だって！」

「あれ？　『魔法○高校の劣等生』や『ソードアート・○ンライン』は？」

「入らないよ！　富士見ファンタジア文庫の記念企き画かくだからね！」

「じゃあ『アク○ル・ワールド』や『と○る魔術の禁書目録』は……」

「だから入らないって！　富士見ファンタジア文庫の記念企画だから！」

「じゃあじゃあ、『デュラララ!!』や『境界○上のホライゾン』は──」

「おいそこの電撃○庫ファン！　いい加減にしなよ！　もうそれただただ深夏が電○文庫好きなだけだよねぇ!?　とにかくこれは富士見ファンタジア文庫の企画だから！　っていうか記念文庫とか関係無しに、もうちょっと発言には気を配ろうか！」

「そうか、悪かった会長さん。今後はあたしの読書割合が、『電撃文○７・富士見１・ＭＦ○庫１・その他１』であることとか、絶対バレないよう気をつけるよ！」

「シャーラーップ！」

「なに怒おこってんだ？　まあいいや。あたしは他の参加作品聞きたかっただけだから」

　そう言うと深夏は満足した様子で着席した。そのまま足を組んで背もたれに体重を預け、椅い子すの後ろ足二本だけでぐらぐらとバランスを取り始める。……毎度のことながら、下着が見えそうで見えないっ！　くそっ、もっとこう、後ろに！　いや、座り位置を前へ……いやいや、スカートの丈たけを──げふっ!?

「あ、わりぃ鍵、なんかあたしの足が勝手にお前の頭を蹴けり上げたわ」

「なんつうオートパイロットぶり！　しかし俺はこの程度じゃ諦あきらめない！」

　脳が揺ゆれたせいか頭がぐらんぐらんして視界が歪ゆがむ。しかしそれでも必死に深夏の下着を拝むための角度を探求していると、会長が溜息と共に、俺を放置するカタチで会議を再開させる。

「えーと、じゃあ本題に戻って──」

「待って下さいです！」

　今度は俺の右斜ななめ前、知弦さんの隣の女子役員が挙手する。会長は再び会議に水を差されてムッとするものの、しかし無視するわけにも行かず、結果、嘆たん息そく混じりにその役員──会計・椎名真ま冬ふゆを指した。

「はい、真冬ちゃん。なぁに？」

「あ、はい！　真冬もお姉ちゃんと同じで、記念文庫に気になることがあるのです！」

　言いながら立ち上がる真冬ちゃん。その名字から分かる通り深夏の妹だが、姉とは似ても似つかず、その容よう貌ぼうは小こ柄がらで華きや奢しやで色白。性格も基本的には控ひかえめそのもので、本当に深夏とは真反対。これほど共通点の少ない姉妹しまいも珍めずらしい。

　しかし、彼女はやはり、間ま違ちがいなく深夏の妹だ。なぜならば──




「どうして、収録作品にＢＬが一つも含ふくまれていないのでしょうかっ！」




　──姉とはまた別方向に、しかし同様の鋭するどさで尖とがりまくっているからである。

　会長が机をバンッと叩きながら怒ど鳴なる！

「だから富士見ファンタジア文庫の記念企画！　外の作品持って来たら意味ないの！」

「ファンタジア文庫にＢＬが無いなら、書いてしまえばいいじゃないですか！」

「なんなのそのマリー・アントワネット的発想！　そうまでしてＢＬ要素を記念文庫に加えて、一体何になるっていうのさ！」

「新しん機き軸じくのレーベルに」

「なるかっ！　これはあくまで富士見ファンタジアの記念文庫！　ファンタジアの歴史に終しゆう止し符ふを打つ文庫にしようとしないっ！」

「……分かりました。確かに反省です。真冬の好きな作品増やしたさに、他のエンタテイメントを犠ぎ牲せいにしようとしました。それはとても愚おろかなことです」

「分かればいいの、分かれば」

　会長がほっと胸を撫で下ろし、真冬ちゃんがしゅんと引き下がる。まあさっきも書いたけど、本来、心根の優しい女の子だからな。いくら趣しゆ味みに生きる子だからって、周囲に賛同を得られない発想を押し通そうとする子──

「ではっ、春はる虎とら×冬とう児じ等の短編をあざの先生に依い頼らいするカタチで如何いかがでしょう！」

　──なんだな、これが。

　唖あ然ぜんとする会長に構わず、真冬ちゃんが更さらに続ける。

「他も同様に、一いつ誠せい×木き場ば、達たつ哉や×ユースフ、歩あゆむ×織おり戸と、士し道どう×殿との町まちと──」

「誰のための本なのよそれは！」

「ＴＩＧ○Ｒ＆ＢＵＮＮＹをこよなく愛する様な人達のための本です！」

「なんでその層狙ねらい!?　それにタイ○ニは皆みんな普ふ通つうに楽しんでいるアニメだよ！」

「確かに、タ○バニのストーリー的クオリティの高さは真冬も認めるところです。それはいいです。しかし、そもそも記念文庫や番外編、ファンサービスというものは、偏かたよっているぐらいの内容が丁度いいのでは？」

「それは……確かに一理あるかもだけど。だったら、うちの内容は杉崎と……」

「はい、勿もち論ろん！　杉崎先せん輩ぱいと相方の男性……つまりは……」

　真冬ちゃんが目をキラキラさせて頷く。しかし俺はといえば、いちいちツッコむ気にもならない。なぜなら、彼女がこんなことを言い出すのはいつものことであり、俺と周囲の男性とのカップリングに関しても、誰が設定されたとて今いま更さら引きもしな──




「先輩×男性担当編集です！」




「引くわ！　なんかリアルに嫌いやすぎるわ！」

　新手のトラップすぎた。思わず立ち上がり否定するも、真冬ちゃんの瞳ひとみはほわーんと妄もう想そうの世界に飛んでおられた。

「担当と作家のカップリングは、ＢＬの花形ですよね……。しかもそこに社会人と学生要素まで加わるのだから、もう、たまったもんじゃありませんね！」

「別の意味でね！　俺やだよ！　この会話を記録した原げん稿こうを担当さんに提出するの、凄すげぇ気まずいよ！」

「大丈夫です！　その気まずさから始まるものが、きっとありますよ！　プラスにしろ、マイナスにしろ！」

「どっちに転んでも嫌なんですけど！」

　あまりに絶望的な未来だった。俺が項うな垂だれながら着席すると、会長が「こほん！」と強めに咳せき払ばらいをして、真冬ちゃんのターンを強制的に終わらせる。

　そうして、生徒会全員が各おの々おのの好き勝手発言を一通り終えたところで……ようやく。本当にようやく、本日の議題について話し合う態勢が出来上がった。

「はい。じゃあ、今度こそ、近未来の話をするよ！　いいね！」

　皆みんながこくんと頷うなずく。それを受けて、知弦さんが具体的な内容を詰つめ始めた。

「ここで言う近未来っていうのは、一年～二年ぐらいのイメージでいいのよね、アカちゃん？」

「うん、そうだよ！　来年の今いま頃ごろにはなにしてるかなーとか、目標としてはどうしてたいのかなーってことを、話し合いたいと思ってたんだ！」

「一年後の今頃ねぇー」

　深夏が後頭部を両手で支えながら宙を見上げて考え始める。他ほかのメンバーもまたそれぞれに思いを巡めぐらせていると、最初に真冬ちゃんが口を開いた。

「基本的には、真冬とお姉ちゃんは転校先で新しい友達の皆みなさんと楽しく過ごしていて、会長さんと紅葉先輩はキャンパスライフを謳おう歌か中。先輩は一人寂さびしく碧陽学園の男子トイレ個室で休み時間を潰つぶす日々、という感じですよね」

「なんで俺だけやたら暗い未来予想なのかはさておき、まあ基本はそうだわな」

「ですよね。それらを考こう慮りよした上で、真冬の近未来を予想するなら……」

「ふむふむ」

「…………結局ゲームしてＢＬ読んでいるんじゃないですかね。普通に」

『だろうねっ！』

　全員で同時に頷く。正直的中率99パーセント以上じゃないかという未来予想だが、流石さすがにそれだけで話を終わらせるのは如何なものかと思うため、俺は真冬ちゃんにツッコミを入れる。

「いや確かにそうなんだろうけど……もっと具体的にというか……」

「レベルファ○ブの新作でもやって、ＢＬ妄想膨ふくらませているんじゃないでしょうか」

「ごめんツッコミ間違ったわ。そこ具体的じゃなくていいから、真冬ちゃん自身の状じよう況きようについての予想なんかをだね……」

「指の関節を痛めて通院しているかもしれません」

「ゲーム控えろよ！　そしてそれが予想出来ていながら、なぜ無理をした！」

「そこにボタンがあるからです」

「どこの高○名人気取りだよ！　そうじゃなくて、もっとこう……せめてゲームに関係無い予想は出来ないかな！　身の回りの変化とか！」

「いよいよお姉ちゃんが口をきいてくれなくなります」

『だからゲームやめろや！』

　今度は深夏と二人で同時にツッコんだ。しかし真冬ちゃんはフッとニヒルに微笑ほほえむ。

「真冬は……姉がッ、泣くまで、ボタン押すのをやめないッ！」

「だからなんの決意だっ、なんの！　っつうかなんで一年後の真冬ちゃんはそんな末期の様相を呈ていしているんだよっ！」

「転校先で全く友達出来なかった世界線を想定しているからです！」

「なんでそんな悲しい世界線思い描えがくの!?　さっきは自分のことを『新しい友達の皆さんと楽しく過ごして』って予想してたじゃないかよ！」

「そんな『新しい学校で友達沢たく山さん出来るかな予想』が全すべて上う手まくいく人生ならば、真冬……こんなにもゲームやＢＬをこよなく愛す悲しい人種になってやしませんよ！」

「自覚あるんだ！　いや、でも、せめて未来予想ぐらい明るく行こうよ！　予想というよりは、目標ぐらいの心意気で行こうよ！　ね、会長！」

「あ、うん。そうだね。リアル予想よりは、目標に近いのが聞きたいかな」

　会長が腕うでを組んでうんうんと頷く。それを受け、真冬ちゃんが「ですか……」と顎あごに指を当てて考え始めた。そうして数秒後、彼女は改めて近未来予想を告げる。




「真冬、ベッキ○さんみたいな超ちようポジティブでコミュ力高いキャラになります！」




『それは無理だよ！』

「ええ!?」

　俺達全員からの否定に、真冬ちゃんがショックを受けていた。皆を代表して俺が宥なだめるように告げる。

「いいかい？　真冬ちゃんと○ッキーさんとの間には月とすっぽんどころか、江え戸どとスペースコロニーぐらいの隔へだたりがあるんだよ」

「空間どころか時間まで隔かく絶ぜつ！　そこまでですか！」

「そこまでだよ。とても一年で埋うめられる距きよ離りじゃない。目標を聞きたいとは言ったけど、俺達はそこまでは求めてないんだよ真冬ちゃん。真冬ちゃんだって、誰だれかに一年後の目標訊たずねた時に『新世界の神』とか言われたらちょっと不快だろう？」

「真冬がベッ○ーさんに憧あこがれるのはそこまで駄だ目めですかっ！」

「駄目じゃないけど……ねぇ？　せめてもうちょっと現実的な範はん囲いがいいっていうか」

　俺の言葉に、真冬ちゃんは少ししゅんとしながらも「分かりましたです」と応じる。

　そうして、再びの黙もつ考こう後。彼女はすぐに、新たな目標設定を告げてきた。




「じゃあ真冬、きゃりーぱ○ゅぱみゅさん的なファッションリーダーに──」




『だから無理だって！』

「はぅっ！　皆さんの声のボリュームが上がりましたですー！」

　俺は「やれやれ」といった様子で額に手をやる。

「真冬ちゃん？　だから言ってるだろう？　人には、やれることと、やれないことがあるんだ」

「……きゃりーまふまふ……」

「うん、なんか語ご呂ろはいいけど無理だから。きゃりーまふまふ無理だから」

「原はら宿じゆくに『もんぺ』を流は行やらせてやりますです」

「うん、その尖とがったファッションセンスには、ドロリと鈍にぶく光る何かを感じないでもないけれど。もうちょっと、実現可能な範囲の未来予想が、俺は聞きたいんだ」

「…………。……しょこたんこと、中○翔子さん路線なら──」

「よし一いつ旦たん芸能人路線諦あきらめようか！　そのコミュ力で芸能人志すのはおこがましいよ！」

「そうですね……。ならばここはいっそ真逆の方向性の人間になりましょう！」

「そうそう。真冬ちゃんは芸能人路線とは真逆に進むぐらいが丁度い──」

「最強○説黒沢も真っ青の、ガテン系肉食人間になりたいと思います！」

「逆っちゃ逆だけど！　それもまた無理だから！　ガテン系の職場に真冬ちゃんの居場所は無いから！」

「わ、分かりませんよ。真冬だって重機動かすぐらいなら出来ますから！　あれですよね。左スティックが移動で右スティックがカメラ操作、○ボタンで攻こう撃げきですよね」

「ゲーム感覚じゃねえかよ！　っつうか攻撃ってなんだ、攻撃って！　重機に攻撃アクションとか無いから！」

「でも市いち之の瀬せ建設さんとこの息子むすこさんが乗ってる重機は……」

「その『重機』を額面通りに受け取っちゃだめだよ！　普通の重機はああいうのじゃないから！　っつーかもっと現実的な提案をしてくれ！」

「分かりました。では、実現可能な範囲で、しかし後ろ向きではない。そんな予想を立てたいと思います。しばしお待ちを」

「おう、その方向性で存分に考えてくれ」

「……ＮＯＷ　ＬＯＡＤＩＮＧ……ＮＯＷ　ＬＯＡＤＩＮＧ……」

「最も早はやキミは『椎名真冬』という名のゲーム機なのか。まあいい、続けてくれ」

「はいです。……………………。…………………………」

「………………………………………………………………」

「………………………………………………♪　ちゃらっちゃ、ちゃちゃっちゃ、ちゃ──」

「なんかＢＧＭ始まった！　なにこれ！　どうしたのこれ！　真冬ちゃん!?」

「先に音楽データだけがロードされた状態です。ゲームではよくあることです」

「そこまでハード思考に染まって、キミは一体何がしたいんだよ！」

「最終的には脳内でゲームをエミュレート出来ればと」

「姉妹しまい揃そろってどんどん人類を超ちよう越えつしていくのやめてくれるかなぁ！」

「……………………」

「……えと……真冬ちゃん？　どうした、急にぼんやりして。あ、ごめん、俺調子に乗ってツッコミ入れすぎたかな──」

「……はっ、すいません！　無限１ＵＰ作業に集中してました！」

「マ○オ出来てんじゃん！　もう既すでにファミ○ンレベルなら再生出来てんじゃん！」

「で、なんでしたっけ。もうすぐド○クエⅢが出るらしいぞって話でしたっけ」

「一体いつから人の話聞いてなかったんだよ！　違ちがうよ！　一年後の目標の話！」

「ああ、そうでしたね。真冬、今マリ○やりながらぼんやり考えたのですが……」

「考え事する時は容量そっちに割さくなよ！　真しん剣けんに考えようよ！」




「真冬ぐらいになると、最早『現状維い持じ』を心がけるので精せい一いつ杯ぱいじゃないかと」




「なんて寂しい目標！」

　確かに実現可能で後ろ向きではないけども！　けどもっ！

　俺の不満げな様子を感じ取ったのか、真冬ちゃんが説明を付け足してきた。

「でもインドア趣しゆ味みの人種において、その意識って結構大事だと思うのですよ！」

「まあ、俺もエロゲにハマッてる身だから言ってることは分かるけど……。アレだろ？　自分見失うほどのめり込むことも多い娯ご楽らくだからこそ、自制心による線引きは必要っつうか……」

「ですです。その点、今の真冬は精々が……据すえ置おき機と携けい帯たい機とソーシャルゲームと脳内ゲームとドラマＣＤリスニングの五面マルチタスクをこなす程度で済んでますからね！」

「うん、充じゆう分ぶんもう手て遅おくれだね！　現状維持してたらいつか死にかねないよそれ！」

「失敬な！　睡すい眠みんは毎日七時間以上とってますよ！　夢の中でもゲームやＢＬ妄もう想そうはしてますが！」

「妙みように健康的なのが余計に厄やつ介かいだ！」

　せめてインドア趣味が高じて体に変調でも来きたしてくれていれば、こちらも強く咎とがめられるのに。俺が悔くやしくて地じ団だん駄だを踏ふんでいると、ふと、真冬ちゃんが今までとは少し違った様子で、柔やわらかく笑った。




「でも、こんなにも楽しい今の学園生活を……一年後、転校先でも『維持出来てる』って胸を張れるなら……。それは、やはり真冬にとって、とても素す晴ばらしいことなのだと、思いますですよ」




「真冬ちゃん……」

　……確かにそうだ。こんなに最高の日々を『現状維持』出来ているなら、それは、素晴らしいことじゃないか。

　生徒会室全体が温かい空気に包まれ、真冬ちゃんも満足げな笑みを浮うかべる中……しかしただ一人、知弦さんだけは、あくまで笑顔のままで真冬ちゃんに警告する。

「いい話風にまとめてみたところで、廃はい人じん的なインドア生活の現状維持まで全面的に認められたわけじゃないのよ、真冬ちゃん？」

「う……」

　真冬ちゃんがぎくりと体を強こわ張ばらせる。それに対し知弦さんはニコニコと微笑むのみ。……流石さすがはクールビューティ・紅葉知弦、たとえ転校する可愛かわいい後こう輩はいだろうと、そういう部分は一いつ切さい見み逃のがさないらしい。いい雰ふん囲い気きにすっかりのまれかけていた俺や会長や深夏とはわけが違う。

　しかし一方で、このまま会議を締しめにまで持って行けそうだった良い空気がご破算になってしまったのもまた事実。そういう意味じゃ、ここは当人に責任を取って頂くのが一番いいだろう。俺は議題を知弦さんに振ふることにした。

「えーと、じゃあ、知弦さんの一年後の目標とか、どんな感じなんスかね？」

「私？　そうねぇ……」

　顎に手をやり思考を開始する知弦さん。

「私とアカちゃんの場合、大学生になってるわけだから生活自体が変わってると思うの」

「そうですね。俺は勿もち論ろん、深夏と真冬ちゃんも転校するとはいえ、基本は今まで通り高校生継けい続ぞくですからね。そこそこ予想や目標も立てやすいですけど、二人の場合は……」

　俺の言葉に、知弦さんが「そうなのよ」と机の下で足を組み替かえつつ気け怠だるそうに溜ため息いきを漏もらす。

「生活環かん境きようが激変しているであろう以上、そこに目標っていうのもね……」

「そうッスね。ああ、じゃあ、二人は『予想』でいいんじゃないですか？　とりあえず、知弦さんは一年後の今、なにしていそうなのかだけでも聞かせて下さいよ」

「そうね……」

　知弦さんはそこで少し考えると、数秒後、極きわめて陰いん鬱うつげな表情で呟つぶやいた。




「アカちゃんと二人、モヒカンヘッドをなびかせながら荒こう野やをバイクで爆ばく走そうしつつ、小規模な集落を襲おそっては略りやく奪だつを繰くり返しているんじゃないかしらね」




「生活超激変！」

「大学生活って大変そうよね……」

「いやもうそれ大学生活どうこうのレベルじゃないですから！　北○の拳けんやマッ○マックス２的な意味で、世界規模の何かが起こってますから！」

「大だい丈じよう夫ぶ。世界は平和なままで、私とアカちゃんだけがそうなっているイメージよ」

「それはそれでむしろ救いようが無いッスね！　二人ともどうしちゃったんですか！　大学で何があったら、そんな境地に達するんですか！」

「大学生活って大変そうよね……」

「知弦さんの中の大学生活大変すぎるでしょう！　いやとにかく、その未来予想やめて下さい！　たとえそうなりそうでも、回かい避ひを心がけて下さい！　っつーか普ふ通つうの大学生活を送った前提で、もっとリアルな予想して下さい！」

「普通でリアルな大学生活ねぇ……」

　知弦さんは少し考えると、改めて予想を告げてきた。




「最近出来た彼氏に対する愚ぐ痴ちをこぼす私、それを苦笑いで聞くアカちゃんとその彼氏」




「普通にリアル！　しかし俺にとって最悪すぎる！」

　ラブコメにおいてなんて嫌いやな後日談！　ああっ、想像したらホント泣けてきた！

　涙なみだをボロボロ流しながら知弦さんを子犬のような目で見つめると、彼女は少し頬ほおを赤くし、こほんと咳せき払ばらいしてきた。

「ま、まあ今のはジョークよ。…………二人の彼氏がとある同一人物じゃない限り……」

「？　よく意味が分からなかったんですが……」

「な、なんでもないわ。いいでしょ、別に。それで、私とアカちゃんの未来だけど……」

「あ、ちょっと待って下さい。会長は会長で別に訊きくことを考えると、知弦さん単体の予想でお願いしたいんですが。なんか大学在学中に経験しておきたいこととか無いッスか？」

「私の経験しておきたいことねぇ……うーん……」

「ほら、バイトとか、サークルとか、ボランティアとか……」

「なるほど。そういう発想でいくと私の場合経験したいのは……」

　知弦さんはぽんと手を叩たたいて、にっこりと告げてきた。




「パンデミックかしら」




「なんの感かん染せん拡大!?」

「あとアレしたいわね。ショッピングモールへの立てこもり」

「それ絶対またアレな世界観想定してますよねぇ!?　恐おそらくは歩く死体がシャッターの外でわらわらしてますよねぇ!?」

「失礼ね、そんなこと無いわよ。他ほかにも大学在学中に普通に経験しておきたいこと、あるんだから」

「なんですか。カラオケですか、飲み会ですか、まさか合コンですか──」

「ヘッドショットよ」

「普通の大学生は経験出来ないと思いますけど！　っつーか世界観！」

「なに言ってるの。サバゲーサークルに入っただけの可能性もあるじゃない」

「その言い回しの時点で絶対違うでしょう！　とにかく、パンデミックとかヘッドショットとか、どう考えたって普通じゃないですよ！　もっと……こう、一いつ般ぱん人が使う言葉の範はん疇ちゆうで目標設定お願いします！」

「ハンマーで潰つぶす」

「それ絶対頭潰してますよねぇ!?　死体的なアレにトドメさしてますよねぇ!?」

「何言ってるのよキー君。『ハンマー』も『潰す』も一般的に使う言葉じゃない。さっきから貴方あなたは私の未来予想の何が不満なの」

「何が不満って……！　くっ！　と、とにかく、一般的でも不ふ穏おんな言葉は禁止です。もっと平和で穏おだやかな言葉だけで、未来予想を描えがいて下さい！　俺と一いつ緒しよの未来とか！」

「なるほど、キー君が居て、穏やかな言葉のみで構成された未来が聞きたかったのね。ＯＫよ。任せなさい」

「ああ、良かった。ようやく俺の意図が伝わりましたか。じゃあそれで──」




「『キー君、今までありがとう。せめて安らかにお休みなさい』」




「俺絶対感染しましたよねぇ!?　そして知弦さんにトドメさされる直前ですよねぇ!?」

「私が居て、キー君が居て、穏やかな言葉だけで構成されていて……これ以上未来に何が欲ほしいのよキー君は」

「平和ですよ！　俺はただ平和な世界が欲しいだけですよ！」

「まさかこんなギャグ小説でそんな熱い台詞せりふが飛び出す機会があろうとは、誰だれも予想しなかったわよね」

「誰のせいですかっ、誰の！　ああ、もう、貴女あなたという人はっ！　こうなったら本格的に縛しばらせて貰もらいますよ！」

「亀きつ甲こう縛りでいいかしら？」

「俺の体じゃなくて、貴女の未来予想の方向性です！　一般的で穏やかな言葉だけを用いた上で、そこから先の不ふ吉きつな未来を微み塵じんも感じさせない、心底明るいトーンに満ちた未来予想でお願いします！」

「あまりに理り不ふ尽じんな要求だけど、分かったわ。その方向性で予想するわよ。そうね……」

　知弦さんは唇くちびるに手をやり、真しん剣けんに検討を始める。……如い何かに知弦さんと言えど、ここまで縛れば普通に提案せざるを得ないだろう。

　生徒会役員達が見守る中、知弦さんは……遂ついに、今までとは違ちがった明るい表情で、「明るい未来予想」を語り始めた。




「澄すみ渡わたった青空。美しく輝かがやく太陽。目を細めそれらを眺ながめる私は、瞳ひとみに涙を湛たたえながらもぽつりと呟く。『ねぇ、今日の空はこんなにも綺き麗れいよ……アリガトね、キー君』」




「いやいやいやいやっ、俺死んでますよねぇ!?　っつーかこれ、世界一回滅ほろびてますよねぇ、多分！」

「なに言ってるのキー君。穏やかな言葉だけを使って、これ以上無いってぐらいに心底明るいトーンに満ちた未来予想じゃない。その先の大団円を予感させるじゃない」

「そりゃそうですけど！　そうなんですけど！」

「土つち御み門かど家や祓ふつ魔ま局、陰おん陽みよう塾じゆくの方々には感謝してもし足りないぐらいね」

「やっぱりなんか世界に霊れい災さいじみたもん起こってんじゃないっスかぁぁぁぁ！」

「そうは言ってないじゃない。百ひやつ鬼き夜や行こうなんて全然起こってないわよ、ええ」

「嘘うそだっ！　ああ、もう！　っつうか天才ですか！　こんだけ穏やかで明るい縛りしても、貴女の歩みは微塵も妨さまたげられませんか！」

「全く意味不明ね、キー君。……ゾンビの何がいけないのよ」

「今ゾンビって言った！　オブザデッド的世界観認めましたよこの人！」

「あー、もー、五う月る蠅さい子ね。はいはい、分かりました。キー君はこれゾンが大だい嫌きらいと。木き村むら心しん一いち先生の顔も見たくないと、そういう見解でいいのね」

「いいわけあるかっ！　なんで無む駄だに火種投げこむんですか！　俺これゾン大好きだっつうの！　バリバリのトモノリ派だっつうの！」

「なるほど、ユーのようなネクロマンサーは万ばん死しに値あたいすると」

「だから言ってないですけどっ！　ユーも超ちよう好きですけどっ！　この生徒会のせいで無口キャラには飢うえまくりだっつうの！　ユー最高！」

「つまりネクロマンサー万ばん歳ざいと」

「ああっ！」

「ゾンビ大好きと」

「ああっ！」

「じゃあ私の未来予想、実現するために二人で一年、頑がん張ばりましょうね、キー君」

「ああっ！……………………あ？」

　あれ？　なんで俺、いつの間にか近未来のゾンビ大発生を誓ちかってるんだ？　そんなテロ思想な人間だったっけ、俺。あ、あれぇ？

　今一つ納なつ得とくがいかないが、知弦さんが「私のターンは終わったわ」と言わんばかりに椅い子すへ深く座り直したため、仕方無く俺も追つい及きゆうをやめることにした。

　俺は深夏へと話を振ふる。

「深夏の一年後は──」

「ナメッ○星で戦ってる」

「ボケが速そつ攻こうすぎる！」

　その手の発言が来るとは思っていたけどさ！

　俺が呆あきれ顔をしていると、深夏は椅子をぐらぐらとさせつつ、先回りして喋しやべり出す。

「どうせ、もっと現実的なこと言えっつうんだろ？　でもさ、未来の目標なんつうもんは、基本、当人の望む明るい展望でいいんじゃねえの？」

「ぐ……それはそうだが。でも現実的な展望の方が、こう、明確なビジョン見えていいだろ！　そういうのはないのかよ！　ありありとイメージ出来る未来描びよう写しやが──」

「夕方の居間でハチハンター特集をダラッと見るあたし」

「すげぇ現実的！」

「なんか見ちゃうんだよな、ハチハンター特集。妙みような画力があるよな、ハチハンター」

「そこまでリアルな未来予想じゃなくていい！　逆に夢も希望もなさ過ぎる！」

「ハチハンターには夢があるとあたしは思う！」

「そういう議論じゃねえんだよ！　とにかく、ハチ以上ナ○ック星未満ぐらいの、あり得る範はん囲いの未来予想図をくれよ！」

「えーと……火星で──」

「せめて地球には居てくれまいか！　なぁ！」

「でもあたし、ちょっとした貧びん乏ぼう揺ゆすりで空くう間かん震しんじみたものを起こすしなぁ」

「お前は何の精せい霊れいだよ！　っつうか自発的に起こしている分、余計タチ悪いわ！」

「デート・ア・ライブ～深夏ビッグバン～」

「お前の担当回規模でけぇな！　っつうか名前に数字入ってないクセに精霊ぶんな！」

「デート・ア・ライブ～３７２アルマゲドン～」

「数字が無理矢理過ぎるわ！　っつうか何体いんだよ精霊！　そもそも、お前は違うジャンルの存在だから！　デートにゲストでも出ようとすんな！」

「あ、一年後はレーティングゲームに出場しているのもいいかもな！」

「うん、お前の場合は禁手がどうこうじゃなく普ふ通つうにバランス・ブレイカーだから、やめてくれるかな！　Ｄ×Ｄにギャグな戦せん闘とう力を持ち込むな！」

「乳神……」

「うん、その、それに関してはえーと……うん。とにかくだ！」

　ツッコミ側の方が分が悪いって、どういうことだよ！　どうなってんだよ、ハイスクールＤ×Ｄ！　色々規格外すぎんだろ！

「深夏、お前には戦うこと以外何も無いのかよ！」

「いや、一方的な破は壊かいも案外嫌きらいじゃないとこは、ある」

「すげぇタチ悪いなお前！　最も早はやただの破壊神じゃねえかよ！」

「そんなあたしに惚ほれてくれた男がいるんだ。そいつのためにも、あたしは頑張るよ！」

「そこに惚れたわけじゃないですけど!?　愛の力を妙な方向に変へん換かんするのやめてくれる!?」

「あー、ったく、分かったよ。分かった分かった。戦うとか壊こわすとか無しの方向で、来年の予想すりゃあいいんだろ」

「ああ。っつうか最初からそうしてくれるかな……」

　額を押さえて溜ため息いきを吐つく。まったく、どうしてこいつはこう……。

　深夏はしばらく腕うでを組んでうんうん唸うなると、突とつ然ぜんパッと見たことないほどの笑え顔がおを見せ……しかしそうかと思えば、すぐに顔を真っ赤にしてもじもじと俯うつむいてしまった。

「？　どうした、深夏？」

「え!?　い、いや、どうしたっていうか……なんつうか……近未来の、戦闘とか絡からまない幸せな展望思いついたけど、一年後はまだちょっと無理っつうか……」

「？　いや別に厳密に一年後の話じゃなくてもいいけど？　とにかく言ってみるだけ言ってみろよ」

　彼女の反応の意味が分からずキョトンとする俺。他ほかの生徒会メンバーも俺同様、全く状じよう況きようが理解出来ず首を傾かしげている。しかし深夏は未いまだ、彼女らしくない、自分の太ふと股ももの間に両手を挟はさんでのモジモジ動作を続けていた。

「やっ、あの、えと……や、やっぱ、言わなくてもいいかなって、うん！」

「はぁ？　いや言えよ。これ会議だし。お前まだ全然まともな意見出せてないし。なんか思いついてんのあんだったら、ちゃんと言えって。今いま更さら何が恥はずかしいんだよ？」

「う…………うぅ……。…………ホントに？　ホントに言わなくちゃ、ダメか？」

「う……」

　深夏が潤うるんだ瞳で俺を見上げてくる。……やばい、なんか理性がぶっ飛びそうだ。俺は慌あわてて視線を逸そらしつつ、動どう揺ようをごまかすように、ぶっきらぼうに告げた。

「ほ、ほらっ、会議が停てい滞たいしちゃってんだから、さっさと言えよ！　それでもう、次の……会長の提案とか聞くからさ！　ほら！」

「うぅ……わ、分かったよ。い、言うぞ！　言うからな！」

「だからさっさと言えって！」

　余よ裕ゆうを失って思わず怒ど鳴なるように促うながす俺。それに応じて──遂に深夏が、顔を真っ赤にしたままで、叫さけぶように告白した。




「例の子供の頃ころの夢が叶かなってたら…………お、お嫁よめさんになれてたらいいなって！」




『！』

　深夏のその発言に……今度は生徒会一同が顔を真っ赤にする。なんて……なんて恥ずかしい告白を叫びやがるんだ、このクラスメイトは！

　俺達の反応を見て、深夏が更さらに動揺した様子で喚わめき出した。

「だ、だ、だから言わなきゃ良かったんだ！　ほら、こんな感じになる！　会長さん達までそんな顔して！　うー！」

　そんな深夏の言葉に、会長が不自然な笑みで「ソ、ソンナコトナイヨー」と対応。

「う、うん、深夏の子供の頃の夢は皆みんな知ってたわけだし！　うん！　ぜ、全然意外とかじゃないよ！　こっちまで照れたりなんか、全然してないよ、うん！」

　それに他メンバーも追従。

「そ、そうよ深夏。ええ、い、いいんじゃないかしら、およ……お嫁さん。うん。……ほ、ホント素す敵てきだと思うわよ、お……およ……お嫁さん」

「そうだよお姉ちゃん。真冬はそんなお姉ちゃんを凄すごく可愛かわいいらしく思います、うん！……か、可愛すぎて、ちょっと困ってしまうぐらいです！」

「そうだぞ、深夏。お、俺もその、ハーレム王として本当に嬉うれしいわけで…………。……………………。……………………ふぐっ」

「おい最後吹ふき出してんじゃねぇかハーレム王！」

「い、いや、他意は無いんだ、全然！　本当に嬉しくて嬉しくて……嬉しすぎて、その、えーとお嫁さ…………ふぐぐっ」

「もうやめてくれ！　次行ってくれぇ、次ぃ！」

　遂ついに深夏が耳を押さえて椅子の上に体育座りで丸まってしまう。俺達は顔を見合わせ、出来るだけ吹き出さないように何度か深呼吸を繰くり返した。……一応言っておくが、別に深夏を馬ば鹿かにしているわけじゃない。ただ。深夏の可愛さがあまりに衝しよう撃げき的てきすぎて……ちょっと、男ならずともそれが受け止めきれないだけだ。

　そうして、たっぷり五分は休きゆう憩けいを取っただろうか。落ち着きを取り戻した深夏が、一刻も早く話題を次に逸らしたいのか、俺に話を振ってきた。

「鍵こそ、一年後はどうしてたいんだよ？」

「俺か？　俺は、お前……。ここ数年目標は変わらず一つだけだ」

「へぇ、そいつぁ凄すげぇな！　一つの目標に向かってずっと変わらず努力を続けていられるなんて、あたしお前を結構見直したよ！」

「ふ、そんな褒ほめられることでもないさ。ありきたりな、誰だれもが抱いだく目標だよ」

　俺は前まえ髪がみを指で弾はじきつつニヒルに語る。「ほー」とますます感心した様子の深夏に……俺はフッと笑みをこぼしながらも、しっかりと、告げてやった。




「童どう貞てい卒業に決まってんだろうが！」




「生徒会の会議で堂々と宣言することか！」

　深夏に頭を思いっきり叩たたかれる。しかし俺はめげずに続けた。

「しかし思春期を過ぎてからずっと目標にして努力しているというのに、未だゴールが見えてこないんだ！　なぜだと思う!?」

「そんなだからだよ！　っつーかちゃんと目標を言え！」

「当方、女の子の部屋で、あちらにリードして貰もらうカタチでの卒業を所望しております」

「具体的なプランを言えってことじゃねえよ！　そして意外と女め々めしいなお前！」

「真冬ちゃんはＢＬ妄もう想そうで俺をよく『受け』に設定するけど、その観察眼は極きわめて鋭するどいと言っていいだろう。俺、こう見えて案外抱だかれたい派だぜ！」

「そんな情報いらねぇよ！　ああ、もう！　他に一年後の目標はねぇのかよ！」

「ふっ。俺達青少年に言わせりゃ、童貞卒業という目標の前では、その他の森しん羅ら万ばん象しよう全すべてが些さ末まつなことでしかないからな……」

「何をカッコつけて語ってんだ！　いいから、その方面以外の目標言えよ！」

「なんか美お味いしいもん食いたい」

「投げやりすぎだろう！　本当にそっち方面以外どうでもいいんだな、お前！」

「そんなことはない！　だって俺、エロゲだって沢たく山さんしたいもの！」

「普通にそっち方面じゃねえかよ！　お前、下半身の絡まない目標はねぇのかよ！」

「無い！」

「言い切った！」

「一年の頃優良枠わく目指して頑がん張ばったのも、結局は美少女だらけの生徒会入るためだしな……。基本俺、下半身切り離はなされたら終わりっつうか。本体下半身っつうか」

「く……なんて野や郎ろうだ。そんななら、もう下半身だけで生きていけよ……」

「おう、そりゃいいな──って、あ、いや、駄だ目めだ。それは絶対駄目だ」

「？　どうしたんだよ。今までさんざん下半身重視思想だったくせに」

「ああ、いや、それ全面撤てつ回かいするわ。俺、下半身と上半身どっちか取るなら、やっぱ上半身だ。最悪、下半身いらねぇよ。だって……」

「だって？」

　首を傾かしげる深夏に。俺は、笑顔でキッパリと告げる。




「上半身がなきゃ、深夏のウェディングドレス姿、見られないもんな」




「っ！」

「それさえ見られりゃ、俺一生童貞でも構わな──って、あれ？　深夏？　どした？」

　気付けば深夏がまた耳を真っ赤にして俯いてしまっている。……俺としてはずっと本能に従って喋しやべっていただけだから、また何か怒鳴られるのを覚かく悟ごしていたんだが……。

　気付けば、周囲の生徒会メンバーが俺をジト目で見つめている。ああ、流石さすがに下ネタが過ぎたかな？　そっか、深夏もそれで照れちゃったか。ふむ……反省だな。

　責任を感じた俺は、話題を次に移すことにした。えーと、まだ一年後の目標を語ってない人はっと。

「あ、会長。会長は一年後、どうしていたいですか？」

「へ、私？　あー、そうだねぇ、私はねぇ……」

　急に話題を振ふられた会長は、宙をぽわんとだらしなく見つめ。そして、その夢見がちな表情のままで、ぼんやりと告げてきた。




「公園でわたあめ売って暮らしていたいなぁ」




「大学は!?」

「一年で駆かけ抜ぬけた」

「いやいや、そんな飛び級的なこと無理ですから！　普ふ通つうに大学は行って下さいよ」

「じゃあそうだねぇ。キャンパスライフを存分に謳おう歌かしつつ……」

「そうそう、そういうあくまで現実的な展望が俺は──」

「理事長の座に就つく」

「なんのために!?」

「学生を総動員してわたあめ工場を動かすためだよ！」

「なんだその野望！　どんだけわたあめ作りたいんですか！　っていうかそれは最も早はや大学生どころか理事長でさえない！　ただの工場長ですよ！　却きやつ下か！」

「…………ひ、ひなあられも作るから……」

「なんの譲じよう歩ほですかっ、なんの！　とにかく、普通に大学生やって下さい！　それは大前提として、未来を考えて下さい！」

「ぶー」

　会長は口を尖とがらせながらも、しかし「普通に大学生ねぇ」と俺の意見を取り入れた上での検討を始めた。数秒後、会長がぶつぶつとつまらなそうに呟つぶやく。

「バイトして合コンしてサークル活動してたまに講義をサボる私、桜野くりむ」

「…………」

「…………」

「……なんかすいませんでした」

　思わず謝る俺。

「でしょう！」

　会長が「ほーらほーら！」と俺に人指し指を何度も突つきつけてくる。た、確かに、普通に大学生やっている会長は今一つピンと来ない。

　彼女は椅い子すにふんぞり返ると、改めて提案してきた。

「あれだね。私の未来にかんしては、大学なんていう枠に閉じ込めて考えるべきじゃあないよねっ、うん！」

「そう……かもですね」

　悔くやしいけどそれは認めざるを得ないかもしれん。

　会長は「となるとー」と言葉を続けてくる。

「途と端たんに色んな可能性が出て来たね！　私の未来は可能性に溢あふれているね！」

「まあ……確かに」

「この勢いで考えていけば、わたあめ工場長などと言わず──」

「はぁ……」




「ピカ○ュウぐらいにはなれちゃうかもね！」




「無理ですよ！」

「私は人間をやめるぞぉ！　杉崎ぃーッ！」

「どうしてですかっ！　何が目的でポケ○ンになろうとしてるんですかっ！」

「モフモフ感の追究の果てに」

「自分がモフモフしててもしょうがないでしょう！　自分で自分を抱だきしめられるわけでもなし！」

「はっ！　それは盲もう点てんだよっ！　むむぅ……マスコットキャラとしての道は険しいんだね、杉崎……」

「険しいっつうか、無いです。普通の人間にそういう道は、そもそも無いんです」

「ピカチ○ウが無理だとなると、私の将来はほぼ閉とざされたと言っても過言じゃないよ」

「貴女あなたにとって将来のウェイトどんだけ占しめていたんスかピ○チュウ」

「はっ…………ごくり。……り、リラッ○マならば、まだあるいは……」

「彼の背中のファスナー設定に希望を見み出いだすのもやめて頂きたい！」

「ひこにゃ○の中の人ぐらいならいけるかな！」

「ひ○にゃんに中の人など居ない！」

「アカちゃん、だったら私はモノ○マの中の人になりたいわ」

「便乗してこないで頂けますか知弦さん！　ある意味凄すごく似合ってますけど！　と、とにかくマスコットキャラやゆるキャラを目標に設定しないで下さい！」

「私の将来が完全に閉ざされたよ……」

「将来の可能性が人外しかないってどういうことですか！　全然まだ閉ざされてませんよ！　貴女の未来にはまだまだ無限の可能性がありますよっ、会長！」

「とゆーことは、超ちようグラマラスな大学生のおねーさんになっている可能性も……」

「それは無い！」

「まさかの断言っ！」

「人外化とグラマラス化以外なら、会長には無限の可能性がありますよっ！」

「人外化とグラマラス化が同列に扱あつかわれているのが凄く気になるけど、まあそれはいいよ。でも、うーん、他ほかに目標……なっていたい自分というと……ふーむ」

「色々あるでしょうよ。成績優ゆう秀しゆうな学生とか、バイト作業の上う手まい人とか……」

「あ、そういうのでいいんだったら、私、一つあるかも！」

　会長がいきいきとした表情で語る。どうせまたとんでもないこと言うんだろうなぁと予想しつつも、俺は流れに乗って「なんですか？」と訊たずねる。

　会長は、一度皆みんなの顔を見み渡わたし、そして最後に俺の瞳ひとみをジッと見つめると、キラキラ輝かがやく笑え顔がおで、一年後の目標を……彼女の夢を、告げてきた。




「皆にとっての、会長さんでいたい！」




「……え？」

　その回答に意表を突かれ、ぽかんとする俺達生徒会。会長は照れ笑いのまま、補足してくる。

「勿もち論ろん、卒業したらもう会長じゃないんだけどさ。それでも……それでも私、やっぱり、一年後……ううん、これから先もずっと、今のままの、皆にとって頼たよれる会長さんでいられたらいいなって……そう、思うんだ！」

「会長さん……」

　真冬ちゃんが感極きわまった様子で瞳を潤うるませて呟く。気持ちは俺も知弦さんも深夏も同じだ。気を抜けば、感動で瞳から涙なみだが零こぼれ落ちてしまいかねない。

　しかし、俺達はそれをどうにか堪こらえる。その理由は二つ。一つは、涙は卒業式のその日、その時まで流したくないと皆が思っていたこと。

　そしてもう一つは……。

　皆がとある感情を抱いだく中、ふと時計を見た会長が今日の会議を締しめにかかってくる。

「うんっ、やっぱりこうして少しだけ未来の話をするのはいいね！　思った通り！　馬ば鹿かな発言も含ふくめて、色んなこと思い描えがけて楽しいしさ……。なにより、背筋がピンと伸のびるもんね！　よし！　じゃあこの企き画かくは、全校でも行うということで！　いいかな？」

　会長の問い掛かけ、俺達は一いつ瞬しゆんだけ目を見合わせた後、即そく座ざに声を合わせて応じる。




『異議なし！』




「よぉし！　じゃあ、これにて本日の生徒会終しゆう了りよう！　解散！」

『はーい！』

　そうして、今日もいつものように会議が終わり、まだ多少の雑務を行う俺以外の全員が帰り支じ度たくを始める。中でも一番最初に支度を終えたのは会長だった。彼女は鞄かばんを手に持つと戸まで歩き、室内を振り返る。

「じゃあ、また明日あしたね、皆！」

『お疲つかれ様でした』

「うん、お疲れー！」

　そのまま生徒会室を出て、廊ろう下かをトテトテと駆けていく会長。

　……残された俺達は、それぞれ、しばし無言で帰り支度や雑務をこなし……。

　そうして、とある瞬間。

　意図的にタイミングを合わせたわけでもないのに、ぴったりと重なった声で。

　俺達は、その──あえて会長の前では言わなかったツッコミを……ひっかかりを、漏もらしたのであった。




『……………………頼れる会長さん？』




　……………………。

　それだけ呟き、しかしあとは互たがいに何か言うこともなく、淡たん々たんと別れる生徒会。

　一人残された生徒会室にて雑務に取りかかる俺の頭の中には……会長の今日の名言が、何度もリピートする。




「長いものには巻かれるべきなのよ！」




　…………。




　本当に、その通りだと思います。はい。
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　式神。

　陰おん陽みよう師じの使し役えきする使い魔ま。あるときは目に、あるときは剣けんに、そしてあるときは盾たてとなり、忠実なる僕しもべとして、主あるじに仕える霊れい的存在である。
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　実体化を解くということがどういうことか。式神ならぬ皆みな様さまに実感をもってお伝えするのは、なかなかに難しいと思われます。

　幽ゆう霊れいのような、というのとも少し意味合いが異なる気がします。何しろ、俗ぞくに言う幽霊は──実際にどうなのかは知りませぬが──大たい抵てい身体からだがあるものですよね？　透すけていたり、足がなかったり、手で触ふれることができなかったりしても、「我が身」があることに違ちがいはありません。とすると、実体化を解いた式神とは、感じるところも自おのずから異なるはず。何しろ、実体化を解いた式神には、己おのれの意識こそあれ「我が身」を感じることはありませんから。

　そうすると、意外と近しいのは、うとうとと居い眠ねむりをしている感覚やも知れませぬ。

　意識は澄すんでいるようでいて、その実、夢見心地ごこちと申しましょうか──やはり、正確にお伝えすることは、簡単ではないように思われます。

　あ、もちろんこれは、実体の程度にもよります。

　実在から離はなれれば離れるほど、「我が身」は霞かすみの如ごとくに霧む散さんし、「我」もまた意識から薄うすれ行きます。ただ、寝ねてしまうわけではないのです。むしろ逆でして、頭は澄み渡わたり、透とう徹てつして行くのです。「情」の動きのみ薄くなるといえば、少しはわかって頂けるでしょうか。

　そして実在に近づけば、「我」は次し第だいにその輪りん郭かくを露あらわにし、同時に「我が身」をも知らず知らず意識の裡うちに組み込まれて参ります。ああ、つまり、こうなると先ほど申し上げた幽霊などと似たような感じと言えるのやもしれません。

　ともあれ、常に主の側そばにお仕えする護法──近ちか頃ごろでは、使役式だの護法式だのと呼ぶのだそうですが──は、状じよう況きように応じて己の有り様を変化させつつ、万ばん全ぜんの態勢で下命に備えているのです。

　むろん、このコンも。
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　というわけで、いまもコンは、己の実体化を解いて意識をたゆたわせながら、就しゆう寝しんなさっておられる主のお側に待機し、主の下命に備えておりました。

　場所は、陰おん陽みよう塾じゆくなる学舎の、殿との方がた用寄宿舎の一室。ちょうど夜明け前らしく、窓の外が白み始めつつあるところでした。

　ちなみに、コンがお仕えする主は、そんじょそこいらの術者、どこの馬の骨とも知れぬような凡ぼん夫ぷとは訳が違います。

　コン如きが口述するのも口くち幅はばったいことではございますが、なんと申しましても、祖そ狐こ葛くずの葉はを母とする平安の世の大陰陽師、かの安あ倍べの晴せい明めいの血筋をひかれる御おん末まつ裔えい。呪じゆ術じゆつ界における清せい和わ源げん氏じとも言うべき、名門中の名門、陰陽道の宗そう家け、ザ・土つち御み門かどの血族たる、やんごとなきお方なのでございます。

　その御み名なは、土御門春はる虎とら様。

　その輝かがやかしきお気質は天に座す太陽の如くして、その寛かん容ようたるお人ひと柄がらは遥はるかなる大海のよう。まだお若くして身につけたる泰たい然ぜん自じ若じやくとした物もの腰ごしたるや、余人どもをして春虎様の大器を悟さとらせるに余りあることでしょう。コンめが敬愛して止やまぬ──否いな、敬愛などと畏おそれ多うございました。コンが心より、崇すう敬けい申し上げる、それはそれはご立派なお方なのでございます。春虎様の護法たるを承うけたまわりしは──不届きながら──コンめの誇ほこりにてございます。

　むろん、春虎様は呪術者としても──まあ、言うまでもないことですが──極きわめて優すぐれた資質をお持ちになっておられます。中でもその霊れい気きの強大にして秀しゆう逸いつなこと、凡ぼん百ぴやくの術者などとは、およそ比べるべくもございません。これはもう、天性の才能と称しようするより他ほかはなきことにございまして、つまりは春虎様は天才であらせられるわけです。かように偉い大だいな主にお仕えできること、一式神として誇らしいと共に、背筋が伸のび、身の震ふるえる思いです。

　……とはいえ。

　大変不ふ遇ぐうなことでございますが、実は春虎様は、ごく最近まで呪術の道を歩まれることができませんでした。

　これは、誠まことに複雑でひと筋すじ縄なわでは行かぬ、極めて扱あつかいの難しい諸もろ々もろの事情が重なった結果です。極ごく々ごく端たん的てきにまとめますと、春虎様には見けん鬼きの才がなかったがためです。

　見鬼の才とは、世に充みち満ちたる陰いん陽ようの気、木もく火か土ど金ごん水すいの五気を、視覚に依よらずして「視み」る力のこと。霊気を練りて呪力にし、呪術に用いる陰陽師にとっては、もっとも基き礎そ的とされる生まれながらの才のことにございます。これが、いかなる理由か、春虎様には備わっておりませんでした。

　不ふ束つつかながらコンめが推測致いたしますに、これは造物主たる天てん帝てい、もしくは八や百お万よろずの神々が、世の不公平をわずかなりとも是ぜ正せいすべく、泣く泣く下された処置なのでしょう。春虎様のあまりにも偉大な才能は、彼らをして座して見守ることを許さなかったのです。なんという悲劇でしょう。

　まあ、見鬼の才なんて、どうってことないんですけどね。

　あんなの、あろうがなかろうが、似たようなもんなんです。

　ともあれ、かような実に下らぬ瑕か疵し──もとい個性のため、春虎様が呪術者としての道を踏ふみ出されたのは、世の陰陽師見習いどもに比べ、ほんの少しばかり遅おそくなってしまいました。

　そのため、現在春虎様は健けな気げにも一学徒として、凡才どもと共にいまの世の陰陽術を学んでおられるのです。春虎様ほどのお方が、陰陽塾などという半人前向けの陰陽師育成機関にご在ざい籍せきされているのは、そういう理由なのでございます。

　そしてコンもまた、日々勉学と鍛たん錬れんに励はげまれる春虎様の護法として、そのお側にお仕えしている次第なのでした。

　と。

　壮そう健けんな寝息を立てられる春虎様の枕まくら元もとにて、ケータイが明かりを灯ともし、けたたましい音でやかましい曲をかき鳴らし始めました。春虎様がいつも利用しておられる、目覚ましの仕し掛かけにてございます。

　春虎様は、

「……む……」

　と身じろぎされましたのち、腕うでを伸ばしてケータイをつかむや、ボタンを押してケータイを止められます。そして、そのまま「ううん……」と心地よさそうに、再び健全な寝息を立て始められました。

　これでは目覚ましの意味がない？　フ。愚おろかな。春虎様のなさることに、抜ぬかりのあろうはずがございません。ケータイはこのあとも五分置きに音が出るよう、あらかじめ設定されているのです。さすがは春虎様！

　五分後。

「……ん……」

　その五分後。

「……んん……」

　そのさらに五分後。

「……んー」

　ケータイが鳴るたびに、無意識のまま音を止められる春虎様。

　……そう言えば、昨夜春虎様は、ずいぶん遅くまで漫まん画がをお読みになっていらっしゃいました。

　すでに寄宿舎内は朝のにぎわいに包まれつつあります。寮りよう生せいたちが目覚めて一日の用意をする気配が、実体化するまでもなくコンにも伝わって参りました。

　ここではっきり申し上げておきますが、春虎様が睡すい眠みんを優先されるのだとすれば、それは間違いなく正しいのでございます。あの塾で学ぶことなど、春虎様にしてみれば、半ばおままごとのようなもの。下らぬ講師の下らぬ講義のために春虎様の安眠を乱すなど、本ほん末まつ転てん倒とうといえましょう。

　ただ、春虎様は責任感の強いお方でいらっしゃいますので……。

　そのような些さ細さいな理由で、あとから春虎様がご自身を責められるようでは、コンとしても痛ましく……。

　……し、失礼！

　ひょい、と一いつ瞬しゆん実体化して、ケータイを春虎様の手の届かぬ所に移動させてみました。

　間もなくケータイが鳴り響ひびき、春虎様の手がパタパタと音源を求めて動かれました。が、当然指先は目当ての物に辿たどり着かず、春虎様の顔が「んが……」とお歪ゆがみに──ああっ、お許し下さいませ、春虎様！

　そして、春虎様は大きく身じろぎなさると、涼すずやかな目元をパチパチとされながら、むくり──いえ、すっくとばかりに身を起こされました。

「……朝か」

　はい。朝にございます。お早うございます、春虎様。
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　春虎様はいつもご朝食を、寄宿舎の食堂にてお召めし上がりになります。

　果たして、この寄宿舎で出される食事が、高貴なお生まれの春虎様の舌に合うのか甚はなはだ疑問ではございますが。それでも、人格者たる春虎様は、文句ひとつ口になされず、いつも完食なさっています。

　今朝の献こん立だては、アジの干ひ物もの。漬つけ物と味み噌そ汁しると納なつ豆とうも。春虎様はそれらをお持ちになり、空いたテーブルに着席なさいました。

　そのテーブルには、先に座っている者が二名ほどおりました。

　一人は、鉢はち巻まきよろしく額に布きれ──ヘアバンドと言う物だそうで──を巻いた殿方で、名を阿あ刀と冬とう児じ。春虎様の学友の一人で、中でも特に親しくしている者です。

「よお、春虎。今朝もギリだな」

「ああ。昨日、天てん馬まに勧すすめられたマンガ読んでてよ。これがすげー面おも白しろくって」

「で、夜よ更ふかしの上、寝不足ってわけか。欲望に忠実なことだ」

「我が慢まんは身体からだによくねえからな」

　些いささか礼を失する冬児殿どのの台詞せりふに、しかし春虎様は嫌いやな顔ひとつせず、逆に正面からやりこめてしまわれました。堂々とした、雄お々おしい態度です。

　冬児殿は基本的に、義に篤あつく忠を重んじる侠きよう気きのある好こう漢かんなのですが、惜おしむらくは礼に欠けることでしょう。春虎様のご厚意を良いことに、少々図に乗っているかと思われる節があります。

　聞けば、春虎様とお知り合いになる以前は、ヤンキーなる無ぶ頼らいの輩やからだったとか。とすれば、礼れい儀ぎ作法が行き届かぬのも、無理からぬことではあるのでしょうか。ここは、冬児殿の粗そ野やな振ふる舞まいをも笑って受け止め友情へと昇しよう華かしてしまう、春虎様の器うつわの大きさこそを評価すべきなのやもしれませぬ。

　が、問題は同席するもう一人の方。

「春虎っ。君、最近少し弛たるんでるぞ？」

　ふて腐くされたような面おもてにて生意気な口を叩たたきましたのは、外見だけは──まあ、ある程度は──整った、女の如ごとき長ちよう髪はつの男児でした。ですが、それもそのはず。実はこれは男ではなく「おなご」にございまして、女が男の形なりをしているだけの、男装の女子なのでございます。

「だらしない顔して……制服も皺しわだらけじゃないか。あと、髪かみ！　寝ね癖ぐせ！」

「おお、マジか。どの辺？」

「耳の後ろ辺り。部屋を出る前に、髪に櫛くしぐらい入れてきたらどうなんだ」

　呆あきれたように説教を垂れる、不届き千せん万ばんな男装の女子。

　しかもこやつ、ただの男装女子ではございません。

　名を、土御門夏なつ目め。そう。驚おどろくべきことに、春虎様と同じく、土御門一門の──しかも、あろうことか春虎様の主家筋、土御門本家の一人ひとり娘むすめにして、次代当主たる人物なのであります。

　男の形なりをしているのも、本家に伝わる『しきたり』に由よるのだとか……。

　でも、ぶっちゃけ、あんまり殿との方がたには見えませんけどね。春虎様もいつも首を捻ひねられていますが、よくぞあんなお粗そ末まつな男装で周囲にバレずに済んでいるものです。まったく世の中は節穴の凡ぼん夫ぷだらけです。

「だいたいなんだいマンガを読んでて寝ね坊ぼうって。講義にも遅おくれがちなのに、そんなことでどうするんだ。もっと危機意識を持って毎日を送らなきゃ、いまに取り返しがつかないことになるよ」

「わかってる、わかってるって。とりあえずいまは、飯食わせてくれ。遅ち刻こくしちゃあ元も子もないだろ？」

　いちゃもんをつける夏目殿に、春虎様はいつもながら寛かん容ような態度で接されます。なんとお優やさしいことでしょう。正直、春虎様のお優しさは、周囲の身の程ほど知らずどもを付け上がらせる諸もろ刃はの剣つるぎです。

　それに、率そつ直ちよくに申し上げて夏目殿の春虎様に対する態度は、往々にして度が過ぎ、目に余ります。

　これは、単に夏目殿が本家の人間だからというだけではないのでしょう。実はおぞましいことに、春虎様は分家の『しきたり』に従い、夏目殿に──あくまで形だけですが──式神として仕えねばならないのです。春虎様ほどのお方が、夏目殿の式神に！　かくも頭の悪い悪法を作ったのは、どこの不ふ埒らち者なのでしょうか！

　おかげで夏目殿は、『しきたり』による立場を鼻にかけ、コンの敬愛する春虎様を手下の如く扱うのです。なんたる無体。なんたる不埒。主家筋の者でさえなくば、月のない夜にコンめがさくっと天てん誅ちゆうを下してやるのですが……。

　にしても、夏目殿が本家に生まれ、春虎様が分家に生まれたのは、どうにも、いかにも、解げせませぬ。むろん、分家にお仕えするコンめにすれば、誠にもってありがたい、まさに天てん佑ゆうとも称しようすべきことではあるのですが……。

　……大きな声では言えませぬが、ひょっとすると土御門の歴史は、どこかで本家と分家が入れ替かわってしまったのかもしれません。何しろ千年の歴史を誇ほこる家いえ柄がらですし、それだけあれば色々表に出せないようなこともあったでしょうし……。

　まあ、このご時世に本家だ分家だと騒さわぎ立てるのも、時代錯さく誤ごというものでしょう！　関係ないですよ。どっちが分家とか。どっちが本家とか。

　第一、無能な主家を有能な分家が支えて一門の存続を図はかるというのは、歴史上いくらでも例のあること。御み輿こしは軽い方が担かつぎやすいと申しましょうか、傀かい儡らいに中身は無用と申しましょうか、いずれにせよ春虎様には事の実態をご自覚された上、どうか腐ることなく無能な本家の舵かじ取とりを執とり行って頂きたいものです。

　かくいう間にも春虎様は健けん啖たんぶりを発揮なされ──見ていて惚ほれ惚ぼれしてしまいます──朝食を平らげてしまわれました。

　先に食事を終えてお茶を飲んでいた冬児殿、夏目殿に続き、春虎様もぐいっと男らしく茶ちや碗わんをあおがれます。

「──ん。ごちそうさま。……行くかっ」

　さあ、講義の始まりです。
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　繰くり返しになってしまいますが、春虎様が睡眠を欲ほつされるのならば、それはもう堂々と、何を憚はばかることもなくお眠ねむりになるべきなのでございます。

　なんとなれば、塾の講義など春虎様のご健康に比べれば、糸瓜へちまの皮とも思われぬようなもの。ミジンコほどの価値もございません。いずれを優先させるべきかなど、火を見るよりも明らかだと申せましょう。

　が。

　誠まことにもって情けないことに、世の中にはその程度の自明の理すら理解しておらぬ阿あ呆ほうが多すぎます。

　大層な造りをした陰おん陽みよう塾じゆくの塾舎。その教室でのことでした。

「よしわかった、春虎クン。とりあえずここから先は、起立したまま講義を受けてもらおかな」

　机に突つっ伏ぷして休息されていた春虎様を嫌みたらしく起こしたばかりか、愚おろかな講師は春虎様に向かって、とんでもないことをぬかしました。

　この怪あやしげな関西弁を喋しやべる見るだに胡う散さん臭くさい男は大おお友とも陣じんといいまして、面めん倒どうなことに春虎様の学級の担任講師なのでございます。

　一応資格を有する陰おん陽みよう師じだそうですが、コンの目から見ても、得体が知れぬ胡う乱ろんな輩と申せましょう。少なくとも、講師らしくはございません。あ、そう言えば、以前手打ちにしてくれようとして──あやつは別に主家筋でもなんでもないので、躊ちゆう躇ちよする理由はございません──逆に不覚を取ったこともございました。あのときのことを思い出しますと、なるほど多少は腕うでに覚えがあるのでしょうが……。

　にしても、仮にも春虎様に呪じゆ術じゆつの教えを授さずける──春虎様に塾の講義が必要か否いなかの議論はさておき──という緊きん要ような立場にありながら、立っていろとはなんたる傲ごう慢まん、なんたる怠たい惰だ。職務放ほう棄きに等しいやり口です。

「さすがの春虎クンも、立ったまま居眠りはできへんやろ？　いや、案外君ならできるかもしれへんな。ちゃんと話聴きくんやで～」

　ええい、へらへらと忌いま々いましい。今度隙すきを見て、お茶に猫ねこの糞ふんでも混ぜておいてしまいましょうか。

　やはり、このような下げ衆すな輩に春虎様の講師が──元より形だけだとしても──務まろうはずがないのです。何な故ぜここまで相応ふさわしからぬ人選が為なされたのか。もはや理解に苦しむなどという段ではなく、春虎様の才能を妬ねたんでの妨ぼう害がいとしか思えません。今度抗こう議ぎの意味を込こめて塾長室に焼き討うちでも仕し掛かけてみましょうか。

　一方、起立を命じられた春虎様は、気まずそうに──あ、いえ、泰たい然ぜんと微笑ほほえみになられ、何も言わずにご起立遊ばされます。

　理り不ふ尽じんながらも講師と塾生。自らの立場をよくよく考えておられる証あかしともいえる、潔いさぎよい態度です。

　なのに、隣となりにおりました夏目殿は、

「……バカ虎」

　と、いかにも憎にく々にくしげに小さく吐はき捨てやがりました。うぬぬ……大友講師といい夏目殿といい、どうしてこう春虎様の周りには己おのれを弁わきまえぬ者ばかりいるのでしょう。

　いや、この二人に留とどまりません。春虎様と同じ教室で学べることのありがたさすらわからぬ者どもが、クスクスと忍しのび笑いをもらしている始末。見るに堪たえず聞くに堪えないとはまさにこのことで……春虎様の「基本的に命令しないかぎり大人しく」という命がなければ、全員ののどをカッ捌さばいてやるところですっ！

　いかに寛大な春虎様といえど、こういうときはガツンと言ってやればよろしいのでしょう。

　なのに、春虎様は夏目殿に向かって、

「──ハハ。わりい」

　ああっ。ああ、もうっ。春虎様ってば！

　でも、そうなんですよね。その大様でお優しいところが、春虎様の魅み力りよくなのです。周りの者どもが付け上がるからといって春虎様のお優しさを責めることなど、コンにできようはずもありません。せいぜい、付け上がる馬ば鹿かどもに天てん罰ばつが下るよう、「積極的」に願をかけるのみにございます。

　かくして、お気の毒にも春虎様はその場に起立させられたまま、大友講師の退たい屈くつな講義を受けられました。

　するとやがて、ガタンッ、と大きな音が。

　教室中がハッとなり……実はコンめも不覚を取ってしまいました……！

　もも、申し訳ありません、春虎様っ！　さすがのコンも、春虎様が本当に立ったままお眠りになられようとは思っておりませんでした……！
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　休み時間、春虎様は大たい抵ていの場合、学友の者どもと気さくにお話になられます。

　ところが、

「いやー、さすがにさっきは呆れたわ。あんた、どんだけ居眠りマスターなのよ」

「昨日はあんま寝ねてねえんだよ。買ったマンガが面白くってさ」

「はあ？　まさか、寝る間も惜おしんで読んでたっての？」

「ん。まあ」

「馬鹿じゃない？」

　またしても不ふ遜そん極きわまりない発言をする者が出て来ました。

　こやつは倉くら橋はし京きよう子こ殿どの。土御門の古い分家筋に当たる倉橋家の娘むすめにございます。

　なかなかに見み目め麗うるわしく、溌はつ剌らつとした娘ではあるのですが、だからといって外見に騙だまされてはなりません。己が身を弁えぬとはまさにこやつのことでして、常つね日ひ頃ごろから春虎様に向かってぞんざいな口の利きき方をしている、とんだあばずれ娘なのです。以前は、式神勝負でこのコンも手合わせしたことがあるほど。倉橋が土御門に刃は向むかおうなどと、言語道断ではありませんか。

　分家のくせにっ。分家のくせに！

「ひょっとして、昨日僕が勧すすめたやつ？」

「おう、それそれ。あれ、おもしれーな。続きが気になって仕方なかったよ」

「ハハ。気に入ってくれたなら勧めた甲か斐いがあるけど──」

「わかってるよ。次からは気を付けるってば」

　もう一人の学友にも、春虎様はいたって気取らず受け答えなされました。こちらは、百もも枝え天馬殿。えー、一応百枝家の嫡ちやく男なんと聞いておりますが……まあ、取り立ててどうこういうほどの人物ではございません。学級の凡ぼん百びやくその一という程度の認にん識しきでよろしいかと。

　あ、でも、春虎様に対する物もの腰ごしは、近しいところでは一番わかっておる模様。よって、コンとしては気に入っております。

　まあ、身の程を知る、当然の態度ではあるわけですけどね。他ほかの者どもも、最低限こやつ程度の礼れい儀ぎは心得るべき。まじに。

「春虎っ。笑い事じゃないんだからね？　ぼく、君が倒たおれかけたときは、何があったのかと思ったよ！　そのあとはクラス中の笑いものだったし……だいたい君は、いつもいつも……！」

「いや、悪かったって。反省してるから」

　春虎様は苦く笑しようして謝られました。別に謝る必要などないように思いますが、こういう何事にも動じられぬところは、さすがは春虎様でしょう。

　ていうか、夏目殿うるさい。

「しかし、春虎。お前の居眠りも、一層磨みがきがかかってきたな」

「ちぇっ。だって、高校のときより忙いそがしいからよ」

「てことは、一いつ般ぱんの高校に通ってたときも、居眠りはしてたわけね？」

「言うほどしてねえって。……まあ、たまにはしたけど……」

「でもさ。こんなこと言うと失礼かもしれないけど、春虎君って居眠りが似合うよね」

「天馬。それは本当に失礼だぞ」

「……ってコラ！　バカ虎っ。いまはぼくが話してるんだから、ぼくの話をきちんと聞かないか！」

　春虎様への不敬を指し摘てきするのも間に合わぬほどに、騒がしい談話は続きます。こういうとき春虎様がコンめを召しよう喚かんして下されば、少しはこやつらの性しよう根ねを教育してやれるのですが……。

　ともあれ、春虎様の護法と致いたしましては、このようなときも油断することなく、周囲に気を配ることにしましょう。

　……先ほどは失敗してしまったことですし……。
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　かくして、数々の無礼を大らかに受け流されつつ、春虎様はこの日の講義を、すべて受講されました。

　これにて本日の陰陽塾はお終しまい。ただし、勤勉なる春虎様は、塾の講義がすべて終わったあとも、地下にある呪練場にて自己鍛たん錬れんを行っておられます。そもそも、塾の講義は大半が座学。才さい気き溢あふれる春虎様が退たい屈くつなさるのも無理からぬことでして、その分、放課後は実際に呪術を駆く使しして発散なさっておられるわけです。

　春虎様の身の回りの者どもも、各おの々おの用事がない場合は、春虎様の鍛錬に参加し、協力することが多いようです。まあ、こうした態度は、少しは感心してやってもよいかもしれません。

　そして……お待たせ致しました。ついにコンの出番です！

「よしっ。んじゃ、いくぞ──コン！」

　きたー！

「か、かか、畏かしこまりました、春虎様っ！」

　意気軒けん昂こう。コンは、いざ、とばかりに実体化します。たちまち、己おのれの身体からだの感覚が蘇よみがえり、春虎様の存在感が、ぐっと、ぐぐっと、際きわだちます。

　春虎様の声を耳で聞き、春虎様から流れ込む霊れい気きを全身に浴びて──まさに至福のひとときと申せましょう！

　床ゆかに降り立ち、春虎様を見上げます。コンは式神にて外見などは文字通りに単なる「見た目」に過ぎないのですが、一応ご説明申し上げましょう。瞳ひとみの色は、青。まだ幼い、十にも届かぬような女児の姿をしております。

　幼児の姿の式神なんて──と、この道に疎うとい方は思われるやもしれませんが、それはズバリ素人しろうと考えというものでしょう。むしろ、「童子」というのは式神が取る姿としては、定番中の大定番。現に、いまでいう「護法式」の元となりますは、「護法童子」と呼ばれる童子姿の鬼き神しんにございます。ノー小細工。ノー虚こ仮け威おどし。歴史ある、スタンダードな、信しん頼らいと実績に裏打ちされた、式神の在あるべき姿なのです。憚はばかりながら、何事も王道を好まれる春虎様には、相応しい姿と自負する所存。

　また、コンは霊れい狐この式神なので、頭上には大きな三角の耳がふたつ、おしりには木の葉型のふわふわとしたしっぽがございます。つまり、狐きつねの耳と尾おですね。

　光栄の極みと申しますか、春虎様は大の動物好きでございまして、コンめの耳としっぽも大層お気に召めしてございます。むろん、コンとしても自じ慢まんのチャームポイントでして……この毛並みと艶つや、肌はだ触ざわりなどは、どこぞの男装女あたりでは逆立ちしても敵かなわぬ点かと。ふふふ。

「よーし、コン。準備はいいか？」

「ももも、もちろんにございます！」

　我ながら情けないことですが、いまだにコンは、偉い大だいなる春虎様を前にするときちんとお話しすることができません。あまりの畏おそれ多さに、萎い縮しゆくしてしまうのです。無理からぬことではあるのですが、いずれは克こく服ふくせねばならぬでしょう。その……分を弁えぬ願いやもしれませんが……コンだって春虎様と、ちゃんとお喋しやべりしたいのですっ。

　はっ!?　話が逸それてしまいました。いまは春虎様の鍛錬時間。目の前のことに集中せねば。

　コンが身にしていますのは、白い水すい干かんに丈たけの短い指さし貫ぬき。

　そして、愛刀の匕首あいくち、『搗かち割わり』にございます。

　コンは背中に差した『搗かち割わり』の柄つかに手を回し、春虎様にしっかと頷うなずきました。

　本日は京子殿の操あやつる護法と試合をするとのこと。春虎様は放課後の鍛錬では、何回かに一度は試合を為なされます。常に実戦形式を尊ばれる辺り、さすがは春虎様。高い意識を持っておられます。

　ちなみに、京子殿の操る式神は、『夜や叉しや』なる型式の人造の式神。初手合わせでは不覚を取りましたが、最近は負けてばかりはおりません。今日も目に物見せてやりまする。

「じゃあ、春虎。始めるわよ～」

　緊きん張ちよう感かんに欠ける声で、京子殿が合図を送ります。対して、真しん剣けんな面おも持もちで──格好いい！──構えを取られる春虎様。コンも気合い十分にて、愛刀『搗かち割わり』を逆手にて鞘さや走ばしらせます。

「とやあああっ！」

　いざ、尋じん常じように勝負。
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　……無念です。

　あと少し……あいや、ほんとにあともう、ほんの少し、ほんのわずかな僅きん差さだったのですが……。

「くそ。負けたか。いやあ、惜しかったな。いまのは悔くやしいぜ」

　自らの負けを潔いさぎよく認めつつも決して卑ひ屈くつにはなることはなく、春虎様は大きく息をついて、そう仰おつしやりました。

「──ふん。ちょっと押してただけじゃない。あたしの白はく桜おうと正面からやり合うなんて、まだまだあんたには早いのよ」

　京子殿が精せい一いつ杯ぱい虚きよ勢せいを張って減らず口を叩たたきました。空から威い張ばりも甚はなはだしいのですが……無念ながら負けは負け。言い返すことはできません。

　春虎様ほどのお方に、あろうことか黒星を点つけさせてしまうなど……なんと不ふ甲が斐いない護法でしょうか。コンは自分が情けないです。

　ところが春虎様は、

「へ。言ってろよ。いまに文句の付けようがないくらい、ばっちり勝ってみせるさ」

　と、颯さつ爽そうと不敵に仰ったのです。

　その輝かがやかしい笑え顔がおたるや、まさに目も眩くらまんばかり。惨みじめな負け狐には、あまりに畏れ多く、眩まぶしすぎます──！

　しかも、

「ほら。コンも、しょぼくれんなって。実際おれら、イイ線行ってたじゃん？」

　そう、不甲斐ないコンにお声をおかけになられたばかりか、なんとっ、御おん自ら頭を撫なでて下さいました！

　なんという優やさしいお心こころ遣づかい。その温かな手のひらがまた……。

　はああぁぁ。春虎様ぁぁぁ。

「今度は勝とうぜ」

「はは、はいっ！　必ず……必ずや！」

　コンは春虎様のご尊顔を仰あおぎながら、固く胸に誓ちかったのでした。
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　塾じゆく舎しやを出て寮りように戻もどると、すぐに夕食の時間となります。そのあとは入浴され、あとは就しゆう寝しんまでのんびりされるのが、いつもの春虎様の過ごし方。……あ、ちなみに入浴の際、コンめは浴室の外にて番をさせて頂いております。本当は実体化してお背中などをお流ししたいのですが、春虎様の言いつけでして……少し残念です。あっ、べ、別にやましい気持ちはこれっぽっちもありませんから！

　もっとも、この日の夕べは、平へい穏おん無事とは参りませんでした。

　お風ふ呂ろをお召めしになり、涼すずやかなる男っぷりをさらにお上げになった春虎様は、その後食堂にて寛くつろがれておりました。

　そこへ、

　バンッ、

　と無ぶ粋すいにも、春虎様が座る目の前のテーブルに、何冊もの書物が積み上げられました。

　それらの書物をまとめて置いたのは、澄すまし顔の夏目殿どの。春虎様が、うわ、と苦い顔をされます。

「ほらっ、春虎。今日の講義で居い眠ねむりしてた分を復習するよ。わからないところは、ぼくが見てあげるから」

　さも当然のように──どころか、恩着せがましい物言いで言う夏目殿に、さすがの春虎様も渋じゆう面めんを返しました。

　基本的に春虎様は、実戦重視の実力主義。座学などと言うまどろっこしいことには、興味が薄うすいのです。況いわんや、夏目殿如ごときに教えを請こうなど、いかな春虎様とて腹に据すえかねるのは当然のことでしょう。

「い、いや、大だい丈じよう夫ぶだよ、夏目。確かに昼間は居眠りもしたけど、あのあとはちゃんと講義聞いてたし……」

「だから、居眠りしてたところを復習するって言ってるんだ」

「にしちゃあ、やけに教科書が多いって言うか──」

「うん。この際、これまで君が居眠りしてた箇か所しよを、全部フォローしようと思ってね。とりあえず、ぼくが覚えてたところだけ持ってきた」

　えっへんと胸を張る夏目に、「覚えてるのかよ……」と春虎様は呆あきれた口くち振ぶりで仰りました。実際呆れたものです。

「いいかい、春虎。今朝も言ったけど、最近の君は少し気が抜ぬけすぎだ。陰おん陽みよう塾じゆくの生活に馴な染じんできたのは結構なことだけど、だからって油断していいわけがない。君はみんなよりスタートが遅おそかった分、ハンデがあるんだしさ。何より、君は名門土御門家の一員なんだ。本来なら、みんなの模も範はんにならなきゃいけないんだぞ？　怠なまけてる暇ひまなんてまったくない！　日々精しよう進じんあるのみだ！」

　一方的に盛り上がる夏目殿を、春虎様は、またか、という眼まな差ざしでご覧になっておられました。そう言えば夏目殿、春虎様が入塾された当初は、お題目のように「土御門の自覚」がどうこうと、うそぶいていたような。

　これは、いわゆる、あれですね。自じ慢まんできるものが家いえ柄がらしかないものだから、やたらとそこに拘こだわるという……。

　いわば虎の威いを借る狐です。大変みっともなく、しょーもない──というより、いっそ哀あわれと言うべきでしょうか。夏目殿も、なまじ土御門の本家になど生まれずば、また違ちがう生き方もあったのやもしれません。分不相応な出自を思えば、まこと、不ふ憫びんと言えば不憫でしょう。

　その点、春虎様は違います。

　実力に裏打ちされた、確固たる自信をお持ちです。コンの知る限り、わざわざ土御門の威光を持ち出されたことなど、一度たりともございません。やはり、たまたま本家に生まれただけの夏目殿とは、器うつわの大きさが違います。殿との方がたたるもの、かようにドンと構えていて欲しいものです、はい──

　……って、ハアアっ!?

　い、いま思い出しましたが、「虎の威を借る狐」って確か、本当はトラを恐こわがっている動物たちを前に、偉えらそうに振ふる舞まってみせるキツネの話ではありませんでしたっけ？　そもそも「虎」と「狐」って、まんま春「虎」様とコンめに当て嵌はまる図式……！　あわわ……。

　コ、コンは別に、春虎様を笠かさに着て、威張ってなどいません……よねっ？　よね!?

「さあさあ、始めるよ、春虎。まずは今日の分からだ。これから。はい、七十九ページ開く」

「……あー……」

　コンの些さ細さいな動どう揺ようを余よ所そに、春虎様は渋しぶ々しぶ机の書しよ籍せきに手を伸のばされました。ページをめくってぶつぶつと文章をお読みになられます。

　ところが、早さつ速そくその声が止まりました。

　あー、うー、と唸うなり声をもらされて……まるで漢字の読み方がわからないかのような……い、いやいや。まさかまさか。こと春虎様に限りまして、漢字の読み方がわからないなどというわけが……。

「夏目。これ、なんて読むんだっけ？」

　かか、漢字の読み方がわからないからといって、いったい何が問題になりましょうや！　本ほん邦ぽうには、平ひら仮が名なもあれば片仮名とてありますれば、漢字のひとつや二つなど、まるで、まったく、無問題モウマンタイっ。

　てか、表意文字とか、なんか変に気取ってますしね！　表音文字の方が、ずっと親しみやすいですもの！　広くみんなに、優しいですもん！

　にもかかわらず、夏目殿ときたら、

「──はあ。まったく」

　と、わざとらしくため息をつき、しかも些いささか嬉うれしそうにテーブルを回り込んで、「どれ？」だなんて身をかがめて……。

　ていうか、近いっ。近いし！　不必要に近すぎますから、夏目殿！　しかも、これみよがしに鬢びんのほつれを指で掻かき上げてみたりして！　調子乗るのも大たい概がいにして下さいよ？　まじに!?
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　そして──

　早々と夜も更ふけ、春虎様が度たび々たびあくびを噛かみ殺されるようになったころでした。

　夏目殿はようやく笑顔で、

「うん」

　と満足気に頷うなずきました。

「じゃ、とりあえず今日のところは、これくらいにしておこうか？　続きはまた、明日あしたの夜に」

「……あ、明日もこれ、やるんデスか？」

「当たり前だろ？　君が居眠りしてた分は、まだまだこんなもんじゃ、全然足りないんだから」

　げんなりされる春虎様に、クスクスと笑いかける夏目殿。こんな時間まで春虎様の貴重な時間を潰つぶしておきながら、なんなのでしょうかこの上から目線は？　そこは、こんな遅くまでお付き合い下さいまして、誠まことにありがとうございました、でしょっ？　いい加減にしろ!?

「まあ、明日の講義に響ひびいても本ほん末まつ転てん倒とうだしね。今日はこのあとマンガなんか読んでないで、ちゃんと寝ねなきゃ駄だ目めだからね？」

「はいはい。了りよう解かいいたしました、ご主人様」

　辟へき易えきとなされた様子で、春虎様が生返事をします。が、ともあれそれで講義の復習は、お開きとなりました。春虎様と夏目殿は、一いつ緒しよに食堂をあとにして、各おの々おのの私室に戻られます。

「お休み」

　と挨あい拶さつを交かわして、自室のドアを閉じた春虎様は、「ふう」とため息。

　それから、義ぎ理り堅がたい春虎様らしく、夜よ更ふかしをなさるでもなく、ご就寝の準備を始められました。

　手ずからに布ふ団とんを敷しかれ──これも、コンにお命じ下さればよろしいのに！──中に入って、横になられます。

「寝るか」

　と、ひと言。

　そして、明かりを消され、部屋が暗くら闇やみに包まれました。

　まこと、今日も一日、お疲つかれ様でございました。正直、けしからぬことも幾つかございましたが──それはそれといたしまして、春虎様のお側そばに仕えさせて頂き、コンも幸せでございました。

「……お休み、コン」

　はい。

　お休みなさいませ、春虎様……。
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　……と。

　春虎様が健すこやかな寝息を立て始められたころでした。

　ふと──

　いつものように自我を薄め、実在から遠ざかりかけていましたところ、何やら不可思議な気配を感じました。

　まるで、誰だれかに呼ばれているかのような……。

　いえ、確かに何者かに呼ばれております。コンは不ふ審しんに思いつつ、面めん倒どうなのを押して、実体化いたしました。……あ、いや、本来は主あるじの命なくば、勝手な行動など慎つつしむべきなのでしょうが……。

　真っ暗な部屋の中、再び実体化しましたコンは、虚こ空くうに向かって三角の耳をピクピクと澄すませます。

　そして──ああ、なんだ。すぐに合点がゆきました。

　コンは一度実体化を解き、閉とざされた窓から外に出ます。そして、寮りようの屋上に移動しました。

　たちまち、コンを呼んでいた謎なぞの気配が、嬉しそうに体をくねらせました。いえ、別に、謎の気配でもなんでもありませんでしたね。馴染みの気配です。でかい図ずう体たいが些か邪じや魔まですが、これでも気のいいやつなのです。

　夏目殿どのの式神。竜りゆうの北ほく斗と。

　コンはあらためて実体化すると、

「こんばんは、北斗殿。どうされましたか？」

　実体化こそせぬものの、極きわめてそれに近しい形まで実在に寄った状態で、北斗はひと言、

　暇ひま。

　と身も蓋ふたもなく言いました。どうやら、退たい屈くつしのぎにコンに声をかけた模様。コンは、やれやれと、と息をつきます。

「またですか。仕方がないですねえ」

　クスリと微笑ほほえみ、しっぽを揺ゆらしながら、寮の屋上──その手すりに、ちょこんと腰こしをかけました。

　実のところ、北斗から退屈しのぎに声をかけられるのは、これが初めてではございません。春虎様はもちろんのこと、主たる夏目殿とて知りはすまいが──何週かに一度の割合で、ちょくちょくとあることなのです。

　何しろ、北斗は名門土御門の守しゆ護ご獣じゆう。いまや貴重な、本物の竜です。性格は稚ち気きに溢あふれる面おも白しろいやつなのですが、その霊れい位いたるや大層なものでして……。まあ、そうそう容易たやすくは召しよう喚かんできぬ式神なのでございます。おかげで、暇をもてあますことも、珍めずらしくはないのでした。

　況いわんや、主があの、夏目殿と来ては……ねえ？　そりゃあもったいぶって、北斗を召喚など致いたさぬわけです。

　ということで、せめてコンぐらいは、なるべく北斗に付き合ってやるようにしているのでした。まあ、同じ土御門に仕える身でもございますし？　同どう僚りようと言えば同僚的な？　同じ立場の、シンパシーみたいな？

　いわゆる、ダチ、というやつなのです。

　言わば、春虎様と冬児殿みたいなものですかね。春虎様に対する冬児殿の如ごとく、こいつはこいつで大概なやつではありますし。

「それで？　今こ宵よいはどのようなことをして遊びまするか？」

　両足を振りながらコンが尋たずねると、北斗は嬉しそうに、その巨きよ体たいをくねらせます。そして、まずは今日一日のことについて、世間話を始めました。

　たとえば、日常のささやかな変化について。

　たとえば、互たがいの主について。

「まあ、こんなことを北斗殿に申しても詮せん無なきことではありましょうが、やはりコンめが思うに、夏目殿はなってませぬよ？　頭でっかちと申しますか、虎とらの威いを借る狐きつねと申しますか。……ああ、そうシュンとなさらずとも！　ま、まあ、あれで可愛かわいらしいところもあるのかもしれませんよ？　たとえば、そう……。たとえば、あの……。す、すぐには思いつきませぬが、媚こび媚こびなところとか、やたら偉そうなところとか、一周回ってそれはそれでと言うか……」

　とりとめもない四よ方も山やま話ばなしを、身振り手振りを添そえて、お話しします。

　まあ、こんな風にこっそりと主のことを話題にするのも、それはそれで式神ならではの醍だい醐ご味みと言うもの。陰おん陽みよう師じには陰陽師なりの、少々特とく殊しゆな「世間」がありますように、式神には式神なりの、さらに特殊な「世間」があるのです。主たる皆みな様さまは知らぬことでしょうけど……でも、たぶん、きっと、お許しになって頂けるかと。

　また、滅めつ多たに召喚はされぬにしても、なんだかんだで北斗殿も、夏目殿のことは好いている様子。やはり、式神たる者、何をどうしてみたところで、主を嫌きらいになどはなれぬのです。

　仮に欠点があったとしても、かえってそこを愛いとおしく思うが、拭ぬぐい切れぬ式神の性さが。

　だって──ねえ？

　なんと申しましても、唯ゆい一いつ無む二にの、ご主人様なのですから。

　とはいえ、やはりコンは幸運かと！　何しろ、春虎様のような、素す晴ばらしい主に恵めぐまれたのですから。

「明日も、主のお役に立てると良いですねえ」

　コンの素直な感想に、北斗もうんうんと頷きます。

　見上げれば、夜空には、月。

　遥はるかなる天体を肴さかなに、子狐と竜はたわいないやり取りで、この美しい夜を過ごすのでした。
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　──これは、私に与あたえられた罰ばつなのだろう。








　それは私──リアス・グレモリーと兵ひよう藤どう一いつ誠せいの間に起こった出来事だった。

「それだけは……素す直なおに応じられません」

　普ふ段だんなら二つ返事をしてくれるイッセーが珍めずらしく私の意見に応じなかったのだ。

　深夜に行われる悪あく魔まの仕事──。

　私たちがポストに投とう函かん、あるいは街路で配る魔ま方ほう陣じんの描えがかれたチラシ。受け取った人間はそれに願いを込こめることによって、私たち悪魔を召しよう喚かんできる。私たちはそこで人間からの願いを聞き入れて叶かなえることで相応の対価をいただいているのだ。

　そのルールは上級悪魔である我がグレモリーにおいても一いつ切さい変わりはない。

　その日も滞とどこおりなく悪魔の仕事は済むはずだった。しかし、私の眷けん属ぞく悪魔にして、最愛のヒトでもある兵藤一誠──イッセーが進言してきたのだ。

「あの、今度のアーシアの仕事なんですけど……俺も手伝っていいでしょうか？」

　彼はアーシアが後日、常客に行う予定の仕事に関して、意見を申し出てきた。

　アーシアがする仕事というのは──豪ごう邸ていを持つ依い頼らい主ぬしの引っ越こしを手伝うというものだ。さすがにアーシアと依頼主だけでは心こころ許もとないと感じたのだろう。

　普段の私であるなら、そのイッセーの意見に即そく了りよう承しようを出している。

　けれど、そのときの私は否いなを唱えてしまったのだ。

「ダメよ。それぐらいアーシア一人でやれなくては今後のためにはならないわ」

「で、でも、お金持ちの引っ越しですよ？　お手伝いさんもお休みでいないというし、さすがに大荷物の数々をアーシアと依頼主の二人だけでやるのは……」

　イッセーの言うことはもっともである。

　でも、私はその日に至るまでに、ある不満を募つのらせていたのだ。

　最近、イッセーが私と周囲にいる者たちとの接し方に差があるように思えてならなかった。

　食事の際、イッセーは私以上に朱あけ乃のの作った料理を褒ほめている。

　買い物の際、私よりも日本に不慣れなアーシアやゼノヴィア、レイヴェルのサポートばかりをしていた。私も少しでもいいから買い物に付き合って欲しかった──。

　休日もリビングで小こ猫ねこやオーフィスの相手ばかりをしている。

　幼い頃ころの話をイリナさんとしているイッセー。私は……小さい頃の彼を知らない。

　それらはほんの少しだけの不満だ。それひとつひとつであるなら、別段気にも留めないことだろう。

　けれど、彼と想おもいを繋つなげたいま、ひとつひとつの事こと柄がらが、不満が、少しずつ少しずつ募っていって──。

　彼が誰だれにでもやさしいのは知っている。皆みんなが彼を慕したっているのもわかっている。立場的に私は彼女たちの想いもきちんと踏ふまえなければならない。

　それでも、私のことももっと大事にして欲しいという願いが私のなかでしだいに強くなってしまったのだ。……本当、わがまま女だって自分でも思う。

　彼を一度失って、私は……。あんな辛つらい思いを二度としたくないから、忘れたいから──。私に甘えて欲しくて、私自身も彼に甘えたかったのだと思う。

　それは皆も一いつ緒しよ、私だけが存分に享きよう受じゆするわけにもいかなかった。でも……でも……。

　そのときの私は自分でも思ってもみない「否」を口にしてしまった。

『王キング』であるのに、グレモリーの次期当主という身でありながら──私は激情に駆かられてしまう。

　そして、自分の性しよう分ぶん、性格のせいか、一度唱えたことを覆くつがえすことができず、私は──。

「やっぱり、アーシア一人じゃ厳しいと思うんです！」

　食い下がる彼に私は語気を荒あららげる。

「ダメよ！　アーシアばかり甘やかしてはダメ。あなたが過保護のままでは、アーシアはいつまで経たっても仕事ができないわ！」

「……いつもの部長……いや、リアスなら、応じてくれるはずなのに……どうしてですか？　今夜に限っておかしいですよ！」

　──おかしい。

　おかしい？　私が？　いつもの私……？

　そうね、いつもの私ではないのかもしれない。おかしいのだろう。でも、一度吐はき出してしまった感情は抑おさえることなどできなかった──。

「……おかしいって……あなたに私の何がわかるというの？　私は『王キング』で！　あなたの主あるじなのよ!?　私に意見をしないで！」

　机を叩たたき、私は激高してイッセーに感情をぶつけてしまった。

　彼の表情は──驚おどろき、そして、悲しそうな色を瞳ひとみに浮うかべていた。周囲の眷けん属ぞくたちも私とイッセーのやり取りを複雑な面おも持もちで見守っている。

「……俺はただ……」

　何かを続けようとした彼は、そのまま黙だまり込んでしまった。

　…………私はただ気づいてほしかっただけ。私のことをもっと見て欲しい、と。ただ、それだけだった──。

　……いいえ、自分を律しない私が全部悪い。なんて情けない女だろうか。グレモリー次期当主たる私がこんなことで……。

　イッセーとアーシアにいやしい気持ちをぶつけてしまうなんて……っ！

　……けど、私は……。

　静まりかえる室内。そこにひとつの連れん絡らく用魔方陣が私の耳元に展開する。

　そこから、送られてきたのは──。

　私はその情報を耳にして、息を整えて頭のなかを切り替かえる。

「──はぐれ悪魔の討とう伐ばつ命令が私たちに下ったわ」







　大公アガレス家からの命を受けて、私たちは三つ隣となりの町に降り立ち、深夜の廃はい墟きよビルで「はぐれ悪魔」の討伐を行った。

　よほどのケースでない限り、力を増していっている現在の私たちにとって、討伐命令は難度の高いものではない。それでも決して油断をしてはならないが……その日の討伐案件も私たちは何事もなくこなしていった。

　すでに人間界に害をなしていた「はぐれ悪魔」を私たちは消しよう滅めつさせて、残るは後始末だけとなった。

　討伐を終えた私は、一気に張り詰つめていたものを解き、先ほどのイッセーとの口論で頭がいっぱいになった。

　イッセーも眷属たちもできるだけ私の機き嫌げんを損そこなわないよう、気を遣つかってくれているのが態度や表情などでわかってしまう。

　一言、「ごめんなさい」と謝罪の言葉を口にすれば済む話だ。だが、それを口にしたら、私はイッセーの鈍どん感かんなところに屈くつしてしまったようで……少し嫌いやだった。

　ううん、鈍感なところも含ふくめて彼を愛している。

　けれど、そのときだけは、私も馬ば鹿かみたいに頑かたくなだったのだ。思っている以上に自分が子供なのがまた嫌になってしまう。

　アーシアが一歩前に出て、口を開く。

「あ、あの……リアスお姉さま……私……」

　謝るつもりなのだろう。イッセーのことを許してあげてほしい、と──。

　やさしい子。私にとっても妹のようにかわいくて、愛いとしいアーシア。

　私が全部悪いのだ。アーシアが辛そうな表情を浮かべているのはすべて私の罪だ。でも、私はアーシアの頬ほおをひとなでしたあとに遮さえぎってしまった──。

「ごめんなさい……。先に帰るわ」

　私は──その場を逃にげてしまった。なぜだろう。ただ、そこに長く居たくなかった。少しでも一人になりたかった。少しだけ気持ちを整理する時間がほしかった。

　そして気持ちを落ち着かせたのち、必ず謝ろう。イッセーとアーシアと皆に──。

　私は転移魔方陣を展開して、部室に戻もどろうとした。

　転移の光に包まれて、魔力が弾はじけた瞬しゆん間かん──。

　私が転移した先は──。




　　　　─○●○─




　……そこは朝の市街地だった。

　……朝？　いえ、いまは深夜だったはず。朝までまだかなりの時間があった。

　それに私が転移する先は駒く王おう学がく園えんのオカルト研究部の部室だった。

　……時間を飛ばしての転移なんて、魔王でも不可能に近く、純血の悪魔でそれができたとしても魔力の可能性を研究し続けるメフィスト・フェレスさまか、アジュカ・ベルゼブブさまぐらいしかいないだろう。

　私が偶ぐう然ぜんでもできるとは思えない。だとしたら……これはいったい……？

　周囲を見み渡わたせば、皆の気配も姿も見られない。

　……攻こう撃げきされた？　強制的に時間を飛ばされて転移させられたのだろうか？　ギャスパーの能力が暴発した？　いえ、停止されたときの不可思議な感覚はなかった。

　……警けい戒かいを強めながら、私は再度魔方陣を展開させて、転移の光のなかに身を投じる。

　転移の先に広がった風景は──森のなかだ。

　……見渡せど目に飛び込んでくるのは緑の風景のみ。

　記き憶おくにある場所にいるはずなのに、そこに旧校舎の姿がなく、新校舎があったところに足を運んでも、そこには校舎の建っていた痕こん跡せきすらもなかった。ただ、森と草花の景色が広がるだけだ。

　……ここは私が住んでいる町よね？　そして、ここには駒王学園があったはず……。

　私は急いで連絡用の魔方陣を展開して、仲間やソーナを呼ぶ。

　しかし、連絡に応じる者は一切なく、魔方陣は空むなしく宙に展開しているだけだった。

「……朱乃！　ソーナ！　グレイフィア！　母上！　父上！　応じてちょうだい！　お願い！」

　呼んでみても魔方陣は身内の者に繋がる気配はなかった──。

　それならと思い、私は冥めい界かいに転移するための魔方陣を描いて、そこに飛び込んでみたのだが──。

　魔方陣は反応せず、転移は成功しなかった。

　……どういうこと？　ここは……私の知っている町と違ちがうというの？

　……疑念は強まる一方で、私はとある場所に向かった。

　──兵藤家だ。

　日本での私のホーム。大事なヒトたちと暮らす愛しき場所。

　そこにたどり着いたとき、私は衝しよう撃げきを受けてしまった。

　兵藤家はある。でも、そこにあったのは──。

　夏休み前に兵藤家は六階建ての広いお家うちになった。けれど、目の前にあるのは……増築前の二階建て。

　表札を確かく認にんした。「兵藤」と記しるされており、ここには「兵藤」と名の付く者が住んでいる。ふいに玄げん関かんが開かれた。そこから姿を現したのは──イッセーとアーシアだった！

　彼らは存在する。でも、どこか違うように思えて──。

「わりぃわりぃ、寝ね坊ぼうしちゃってさ。いつも迎むかえに来てもらってわりぃな」

「もう、イッセーくんったら、また夜中までゲームしていたんでしょ？」

「いやー、この間買ったＲＰＧがボス戦でさ、なかなか止やめ時がわからなかったんだよ」

　そんなやり取りをしながら、二人は私に一礼をしたあと、気にも留めず歩み去ろうとしていた。……私を無視した？　いえ、知らないような素そ振ぶりだった。

「イッセー！」

　いつものように私は彼の名を呼んだ。彼らは振り返り、私に視線を送ってくる。

　私は近寄り、彼らの格好に眉まゆ根ねを寄せた。

「その格好……どうしたの？　アーシアまで同じ格好で……仕事の依い頼らい主ぬしの願いかしら？」

　そう、二人とも駒王学園の制服ではなく、隣町にある高校の指定の制服を身に着けていたのだ。

　私の言葉を聞いて、二人は怪け訝げんそうにしていた。

「…………？」

「？」

　……私のことがまるでわからない様子だった。

　イッセーは頬をかきながら困った様相で言う。

「あ、あの、どなたですか？　えーと、いきなり、赤い髪かみの美人さんに話しかけられて俺も驚いているんですけど……」

　──っ。……私は言葉を失った。私がわからない？　演技でもなさそうだ。本当にこのイッセーは私に見覚えがない様子だった。

　アーシアがイッセーに言う。

「……イッセーくん、このヒトとどこかで会ったことがあるんだと思う。思いだしてあげて。嘘うそを言っているように思えないよ」

「何を言っているの、アーシア。私はあなたにも──」

　と、彼女に言ってみるものの、彼女の反応も、

「…………？」

　覚えのないようなものだった。口調も私が知っているアーシアとはだいぶ違う。

　イッセーは腕うでを組み、首をひねりながら考え込む。

「うーんうーん。こんな美人さんと知り合ったら絶対忘れないと思うんだけどなぁ……」

　……その反応は私の知っているイッセーそのものだ。口調も同じ。でも、どこか違う。

　そう、異能を有する者の独特なオーラがまるで感じられない。悪あく魔まとしての波動も、ドラゴンを身に宿す者の波長も、彼からは一いつ切さい感じられないのだ。

　疑念がますます私のなかで強まった。

　そこへ彼らに話しかける者が新たに駆かけ寄ってくる。

「あー！　イッセーくんったら！　幼なじみの私を置いてアーシアさんと朝から登校なんてひっどーい！」

　イリナさんだった。このイッセーたちと同じ制服を身に着けた紫し藤どうイリナさんだ。隣の家からの登場だった。

　イリナさんが現れ、イッセーがうんざりした表情となる。

「朝からうるさい奴やつに捕つかまっちまった！」

「何よ何よ！　アーシアさんと恋こい人びと同士になったからって、幼なじみの私を置いていくなんてひっどーい！　ひっどーい！」

　不満を口に出しているイリナさん。……恋人同士？　イッセーと……アーシアが？

　彼らは私の存在をおいて、会話を続けていく。

「いいだろう！　やっとアーシアと付き合うことになったんだからよ！　朝から一いつ緒しよに登校ぐらいしてもいいだろう！　って、一緒に登校なんていつものことだけどよ！」

「ぶーぶー！　っと、こちらの赤い髪のお姉さんは？　すっごい美人！　もしかして、イッセーくんの浮うわ気き相手とか！」

　私に視線を移すイリナさん。その顔は私のことなど一切知らないものだった。

　イリナさんにそう言われて、焦あせり出すイッセー。

「な、何言ってんだよ！　そういうこと言うな！　アーシアは純じゆん粋すいだから、信じて──」

「……浮気、なの？」

　アーシアは目元を潤うるませていた。イッセーは慌あわてて続ける。

「なわけないだろう！　お、俺は中学の頃ころにアーシアと出会ってからずっと好きだったってこの間告こくったばかりだろう！」

　それを聞いてイリナさんはいやらしい顔つきになり、アーシアは赤面していた。

「わーお。ごちそうさま」

「……朝から、何を言ってんだ、俺は……っ！　おのれ、イリナ！」

　イッセーも顔を赤く染め上げて恥ち辱じよくに耐たえられずにいるようだ。

　もじもじしながらアーシアが言う。

「う、うん。私も中学の頃からイッセーくんのこと、好きだったよ」

「あ、ありがとう」

「やーもー！　朝から熱々！　これは桐生きりゆうさんにも報告ね！」

　イリナさんが二人の仲をからかう。桐生さんって、確かアーシアたちの友人よね。そう、桐生さんもいるのね。

　私が三人のやり取りを静観していると、イッセーが手を合わせてこちらに謝ってきた。

「あ、えっと……やっぱり思い出せないので、人違いなのだと思います。すみません、俺たちこれから学校なんで、それじゃ」

　イッセーがアーシアの手を引いてかけ出す。それにイリナさんがついていく。

　イリナさんがもう一度いやらしい顔つきでイッセーに問いただす。

「……ほんとにほんとに浮気じゃないのぉ？」

「しつこいぞ、イリナ！」

「ちなみに私は諦あきらめてませんのでアーシアさん。奪うばっちゃうかも？」

「はぅっ！……まだ油断できないなんて！　でも、負けない！」

「おいおい、なんの話を──」

　……三人はそのようなやり取りをしながら、私のもとを去っていった。

　……彼らの反応、連れん絡らくの取れない仲間たち、そして存在しない駒王学園。

「……ここは私の知っている場所じゃない……？」

　そう口にしたときだった。

『さすがリアス・グレモリー。思った以上に動どう揺ようが少ないようだ』

「──っ」

　突とつ如じよ、私の頭の中に謎なぞの男の声が届く。男は続ける。

『この世界の兵藤一誠たちは貴女あなたのことなど、一切知り得ていないのだ』

「……どういうこと？」

『この世界は三大勢力──つまり、神と天使、堕だ天てん使し、そして悪魔が存在しない世界だ』

　──悪魔が存在しない世界。

　衝撃を受ける私に男は自己紹しよう介かいをし出す。

『はじめまして、リアス・グレモリー。私は英えい雄ゆう派に属していた者。いまは残党だ』

　……英雄派の残党。『禍の団カオス・ブリゲード』の英雄派は首しゆ魁かいの曹そう操そうと中心メンバーが倒たおれたことにより、機能停止状態だ。いまだ残党が各地で小規模に暴れるケースがあるのだが……。

「……これは、あなたの仕し業わざってことかしら？」

　私の問いに男は愉ゆ快かいそうな笑いを発する。

『我が神器セイクリツド・ギア「幻映影写ドリームライク・カース」、その禁手バランス・ブレイカーたる「永久に包まれた幻想郷パラセレネ・ユートピア」の能力──。貴女を並行世界に飛ばしたのだ』

　神器セイクリツド・ギアの禁手バランス・ブレイカー──。

　私を……並行世界に飛ばした？　そのように強力な能力を持つ神器セイクリツド・ギアがあるなんて……。いえ、世界の均きん衡こうを崩くずしかねないと言われるのが禁手バランス・ブレイカーだ。しかもそれが亜あ種しゆだとするのなら、能力も異質となり、話もまた別となるであろう。

　何せ、神器セイクリツド・ギアは所有者の想おもいの力を糧かてに如い何か様ような変化、進化も遂とげるのだから。

　男は嬉き々きとして語る。

『私単独では、貴女たちグレモリー眷けん属ぞく全員を相手にすることは叶かなわない。しかし、一人だけならば、私の能力で並行世界に飛ばすことができる。と、するのなら、貴女たちのなかで誰だれを並行世界に飛ばせば有効で、絶望を与あたえることができるか』

　……「はぐれ悪魔」討とう伐ばつ後の折、私だけが転移の魔ま方ほう陣じんを使った。そこを狙ねらわれた形だろう。どうやら、あの現場近くにこの男が身を潜ひそませて好機をうかがっていたようだ。

　いいえ、「はぐれ悪魔」自体、この男が差し向けたものだったのだろう。してやられたようだ。……小猫や朱乃の察知能力でも感知できないとは、気配を完全に絶つよほどの使い手か、こちらの索さく敵てき範はん囲いを完かん璧ぺきに認にん識しきしているかのどちらかだろう。禁手バランス・ブレイカーに至っている時点でよほどの使い手に違いはないわね。

　男は続けて断言する。

『有効な相手。──答えは、かのチームの主柱たる貴女だろう』

「イッセーではないのね」

『それも考えたのだが、あの男は存在じたいが異常だ。サマエルの毒でも殺せず、次元の狭はざ間まからも自力で帰き還かんを果たしたと耳にした。そのように存在じたいがデタラメの者にこの能力を使ったところで、また自力で帰還してしまうかもしれない。何せ、兵藤一誠は旧魔王派の首魁シャルバ・ベルゼブブと、我ら英雄派の首魁曹操を打ち倒した男だ。私は最大限に畏い敬けいの念を抱いだいているのだよ』

　悔くやしいが、それは正しい。彼ならどのような状じよう況きようでも挫くじけずに打破するだろう。

「そうね、彼は奇き跡せきを何度も起こすものね。あなたたちにしてみれば、これほど恐おそろしい存在はないと言えるわ」

『だからこそ、貴女なのだ。グレモリーのなかで兵藤一誠と同等に重要なのはリアス・グレモリー、貴女だ。貴女をこの世界に送り込めば、あちらの世界のグレモリー眷属は乱れに乱れるだろう』

「なぜ、このようなことを？　まあ、知れていることよね。私たちはあなたたちにとってみれば仇きゆう敵てきもいいところだもの」

『そうだ。私は貴女とグレモリー眷属に絶望を与えるために生きている。仲間の復ふく讐しゆう──それもあるのだが、どちらかというと我らの野望を私だけでも少しでも進めようと思っているのだよ』

　曹操の下もとに集つどった英雄派の構成員──つまり、神器セイクリツド・ギア所有者は、身に宿した異能によって迫はく害がい、追放された者も多い。曹操はそのような者たちに力のあり方、使い方を教えたのだ。そして、夢、野望すらも抱かせた。

　──神器セイクリツド・ギアの能力で、超ちよう常じようの存在に挑いどむ。

　それは蔑さげすまされ、疎うとまれた異能者にとって、甘かん美びで何よりも気持ちよく聞こえただろう。

　特別な力を持ち、人を超こえた存在になれるというのは、人間にとって妖よう艶えんな響ひびきなのだ。

　……悪魔だって、他者よりも特別な何かになれるとしたら、人間と同様に魅み了りようされてしまうだろう。

　この男もまた曹操の言葉によって野望を抱き、付き従った者の一人──。

　彼らの夢、野望はいまだ根強く、この者たちのなかで渦うず巻まいているのだろう。

　曹操という男、英雄派という組織──彼らが神器セイクリツド・ギア所有者に芽め吹ぶかせたものは根深い。

　男はせせら笑うと、一言私に残していく。

『この世界で、悪魔は貴女のみ。しばし、ごゆるりと堪たん能のうしてもらおうか』

「──っ！　待ちなさい！　まだ訊ききたいことが──」

　それ以降、男の声は聞こえなくなってしまった。

　……知っているようで、知らない世界。

　悪魔や天使のいない世界。けど、知っている者もいる世界。

　私は少しの間、この世界を彷さま徨ようことになる──。




　　　　─○●○─




　二日ほど経たった夕暮れ。

　私はあれから二日この町で過ごしたが、至って平和だった。何も起こらない平へい穏おんな二日間。当然よね。この世界に三大勢力がないのであれば、『禍の団カオス・ブリゲード』も存在しない。テロに瀕ひんすることなどないのだ。

　けれど、やっぱり、ダメね。仲間やあのヒトのいない世界は……酷ひどく寂さびしく、潤うるおいが感じられない乾かわいた日々だった。

　この世界に飛ばされて、いくつか調べてわかったことは、天使や私たち悪魔が登場する『聖書の神』の神話体系は伝説、宗教としてあるもののそれに関かん与よする異い形ぎようは一いつ切さい存在しないということだ。だが、北ほく欧おう神話、仏教などの他勢力の超常的存在はいることがわかった。

　つまり、この世界に異能、異形がないわけではない。けれど、魔力がうまく練れないのはどういうことだろうか……。悪魔と冥めい界かいがいないための影えい響きよう？　転移も小規模なものならばできるのだが……。

　だが、『聖書の神』が存在しない以上、神器セイクリツド・ギアもないのだろう。二に天てん龍りゆうに関しても他勢力が封ふうじているようで、私のいた世界とは細かいところで差さ違いがある。

　二天龍が神器セイクリツド・ギアに封じられていない。それはこの世界のイッセーが『赤龍帝の籠手ブーステツド・ギア』を宿していないことを意味した。

　……この世界で彼は異能と無む縁えんの生活を送っている。それはアーシアやイリナさんも同じだろう。

　元の世界でよく休日に訪おとずれていた街のカフェ。私はそこで今後のことを思し慮りよしていた。

　……とにかく、元の世界に戻もどらねば。この世界に存在する異能、異形に触ふれればそれに近づけるはずだ。悪魔の魔力を解かい析せきして生み出された魔法形式もこの世界にないものの、幸いなことに北欧や他勢力に伝わる他の魔法形式はあるようだった。

　必ず戻ってみせる。愛いとしき者たちがいる、私の世界に──。

　気持ちを新たにしているなか、若い男女の会話が聞こえてきた。

　それは聞き覚えのある声だ。そちらに視線を送れば──この世界のイッセー、アーシア、イリナさんだった。……偶ぐう然ぜんにしては奇き妙みような縁を感じ取ってしまう。

　──っ。私はもう一人の人物を見て、驚おどろきを覚える。

　ゼノヴィアがいたからだ──。イッセーがゼノヴィアに言う。

「へぇ、じゃあ、ゼノヴィアさんはイタリアで日本語を専せん攻こうしていたのか」

「うん。私は日本の剣けん道どう──サムライに子供の頃ころから魅了されていたからね。ずっと独学で日本のことを学んでいたんだ。アーシア・アルジェントはなぜ日本に？」

「私、孤こ児じだったんだけど、養子として日本人のお父さんお母さんに引き取られて、こちらに来たの」

「なるほど、だから日本語がこんなに流りゆう暢ちようなわけだね」

　合点がいってうなずくゼノヴィア。

　……この世界にゼノヴィアも存在するのね。『聖書の神』、教会とは無縁の人生を送っているようだった。

　そして、アーシア。彼女は私のいた世界よりも人らしい良い生き方を得られたようだ。そこにとてもホッとしてしまう。

　良かったわ。この世界のアーシアは人間として生きていられるのね。

　イリナさんがゼノヴィアを褒ほめる。

「ゼノヴィアさんも日本語相当うまいわよ」

「ありがとう、紫藤イリナ」

「もう、イリナでいいわよ」

　カラカラと笑ってイリナさんはそう告げた。その笑えみは元の世界のイリナさんとまったく同じものだ。

「では、私もゼノヴィアでいい」

　応じるゼノヴィアの笑えみもあの世界と同じもの。

　……悪魔がいないということは、この世界の私は元から存在しない。同様に純血の悪魔であるソーナ、レイヴェル、ライザー、サイラオーグもいないだろう。

　小猫や祐ゆう斗とは……。妖よう怪かいはいるようだし、教会の実験に晒さらされることもないでしょうから、この世界のどこかに二人はいると思う。ただ、このイッセーたちと巡めぐり会っていないだけだ。

　朱乃は……。天使がいない以上、堕天使も存在しないことになり、彼女の母親もバラキエルに出会っていないだろう。つまり、朱乃もこの世界にはいない。

　ロスヴァイセはいそうね。案外、オーディンの付き人をしているのかもしれない。

　ギャスパーは……。吸きゆう血けつ鬼きがこの世界にもいる以上、存在はしているはず。

　私は頭を振ふって、その場から立ち去った。この世界のイッセーたちにバレぬように。

　──元の世界に戻ろう。

　あれやこれや余計なことを考えても現状が打開できるわけでもない。

　帰るための手段を模も索さくする。きっと、元の世界のイッセーたちも私の異変に気づき、行動を起こしているはずだ。

　決意を新たにしているなか、あの男の声が二日ぶりに頭のなかに聞こえてくる。

『自分が存在しないのに、なぜ兵藤一誠とアーシア・アルジェントたちが出会っているのか？　それが不思議なのではないかな？』

　いやらしい声こわ音ねでそう言ってきた。

『あの四人は世界は違ちがえど、必然的に出会う運命だったようだ。特に兵藤一誠とアーシア・アルジェントは強い縁で結ばれている。悪魔のいない世界でも、異能を有しておらずとも、こうして何事もなく出会い、手を取り合う定めだった』

　……イッセーとアーシアはこの世界でも普ふ通つうに出会ったのね。

　この男は私の嫉しつ妬と心を煽あおろうとしているのだろうが、私が感じていたのはまったくの逆だ。私は二人の深い縁に感動すら覚えていた。

　それなら、この世界のアーシアは幸せになれる。それがわかっただけでも十分に素す晴ばらしいことだと思えてならない。

　男の嘲ちよう笑しようは続く。

『だが、貴女あなたは──世界線によっては巡り会うことすらできない定め』

　私は特にショックも受けずに口の端はしを笑ませた。

「そう。残念だけれど、あのイッセーは私が愛しているイッセーとは違うわ」

　イッセーに変わりはない。でも、違う。決定的に違うのだ。

　私のイッセーは、あの言葉を誓ちかってくれた男性なのだから。

「この世界のイッセーとアーシアは深く結ばれていいと思う。いえ、そうであるべき。──けど、元の世界のイッセーは私の最愛のヒト」

　何があっても私と共に突つき進むと決めた彼こそが私の知っているイッセー──。

「私は必ずあの世界に戻ってみせる。あのヒトのいるところが、あのヒトの存在する世界こそが、私の生きる場所だもの。それは永遠に変わらない」

『戻れるのに何千、何万年もかかるかもしれなくても、貴女はそれをなし得られるのか？　一年にも満たない付き合いしかない男にそこまで賭かけられるとでも？』

「──ええ、何千、何万年かかっても私は必ずあそこに戻るわ。私とイッセーが共に過ごした時間は一年に満たないものだとしても、私は永遠を賭けられる。彼のことが大好きだもの。私はあの世界でそれだけの恋こいをしたわ！」

　私の宣言を受けて、男は語気を少しだけ不ふ機き嫌げんなものにさせていた。

　思い通りに心を動どう揺ようさせられない姿に苛いら立だちを覚えたのだろう。

　この男の思い通りになってやるものか。

『……なんとも健けな気げなお嬢じようさまだ。永遠に等しい時間を生きる悪魔──しかも純血の姫ひめ君ぎみが、たかが半年ほどの付き合いしかない男のために生しよう涯がいを賭けるとは……』

　当然よ。私が初めて愛した男性。あのヒトの隣となりが私のいるべき場所だもの。

　あそこに戻れるためなら、生涯を賭けてみせるわ。

　男は口調を戻して、こう述べた。

『──では、これはどうだろうか』

　刹せつ那な、私の周囲の風景が歪ゆがみだし、変へん貌ぼうを遂とげていく。

「──ッ！」

　驚きよう愕がくする私の眼前に広がったのは──すべてが荒こう廃はいした景色だった。

　……建物が崩くずれ、公共物が壊こわれ、人ひと気けがまるで感じられない場景。アスファルトの道も幾いく重えにも裂さけて隆りゆう起き、あるいは崩ほう落らくしており、草も花も枯かれ果てていた。

　空も薄うす暗ぐらく、太陽の光すら地上に届いていない。何もかもが崩ほう壊かいしきった場所に私は立っていた。……また、世界を移動させられた？

　再び起こった現象を不ふ審しんに感じていると、あの男の声が今度は空からダイレクトに聞こえてきた。

『ここは文明すべてが争いによって滅ほろんだ世界線。誰だれもいない。何もない。神話の勢力すら無くなった、全部が崩壊しきった絶望しかない世界。ここに送られた貴女は何ができる？　もはや、元の世界への手がかりすらも消えてなくなっているだろう。それでも貴女は元の世界に戻れると言い張れるか？　愛しの男のもとに帰るだけの覚かく悟ごが持てると？』

　……つまり、他勢力の神話体系も、魔法すらも存在しない、何もない世界に飛ばされたということか……。

　私は唇くちびるを噛かみ、それでも不敵な笑みを絶やさずに言った。

「……ゼロでないなら、私は諦あきらめない。必ず戻るわ」

　──そう、戻ってみせる。けど──。

「私はリアス・グレモリー。上級悪魔グレモリー家の次期当主。朱乃、小猫、祐斗、アーシア、ギャスパー、ゼノヴィア、ロスヴァイセ、そしてイッセーの主あるじよ。駒王学園オカルト研究部の部長だから、イリナさんやレイヴェルの責任者でもあるわね」

　──怖こわい。

　元の世界に戻れないのではないか？　そんな思いが強まってしまった。

　これは罰ばつだろうか？　イッセーやアーシアに酷いことを言ってしまった私への──。

　でも、私はこの男に弱った姿を見せたくはない。

　だから、不安な心を押し込めて、強気な言葉を吐はき続ける。上うわっ面つらだけでいい。弱さを見せたくない。

　少しでもこの態度が崩れれば、一気に心身が壊れてしまいそうで──。

「あそこに戻ってみせる。それに皆みんなも今いま頃ごろ私を戻すために動いてくれているわ」

『仲間が私の能力を打破すると信じているというのか』

　信じている。仲間を。

　……けれど、彼らの力がここにまで及およばなかったとしたら……？

　異能も何もない世界にまで、彼らの力は及ぶのだろうか？

　その思いは次し第だいに私のなかで少しだけ強まり、彼らへの信しん頼らいに微び細さいな陰かげりをもたらそうとする。

　疑うなっ！　信じるの！　自分を！　仲間を！……あのヒトを……っ！

「ええ、そうよ。どんな修しゆ羅ら場ばでも、死線でも、共に乗り越こえてきた自じ慢まんの子たちよ。あなたの術程度じゃ、負けないわ。絶対にあなたを吹ふき飛ばしてあげるっ！」

　──イッセーっ！　皆！　私はここにいるわっ！

　皆のもとに戻るっ！　何としてもこの男を倒たおしてみせるわっ！

　想おもいを奮い立たせているなか、この風景に異変が生じる。

　また空間が歪みだしたのだ。

　……三度目の転移？　今度はどこに誘いざなおうとするのか。

　不安と共に絶望も感じつつあった私だったが、男の声音にも変化が生まれていた。

『──ッ！』

　驚くような、言葉にならないものを男は漏もらしていた。

　そして、突とつ如じよ驚きよう愕がくの声を吐き出した。

『な、なんだ、これは……ッ！　バカなッ！　侵しん入にゆうできるというのか!?　我が術を突とつ破ぱしようというのか!?　こ、この力は──ッ！』

　何かが男を襲おそっている？

　訝いぶかしげに思う私の周囲の風景に──ヒビのようなものが走り出す。

　空間にヒビ割れ？　こ、これはいったいどういう──。

　空中の一角。灰色に広がる空のなか、ガラスが割れるときの儚はかない音のようなものを立てて、空間に穴が穿うがたれた。

　そこから懐なつかしいオーラの波動が流れ込んでくる。

「──リアスッッ!!」

　叫さけびを発しながらこの世界に飛び込んできたのは──っ。

　私はあのときの言葉を頭のなかで思い返していた。

　ライザーを打ち倒し、私を初めて救い出してくれた彼の言葉を──。




　──何度でも何度でも部長を助けに行きますよ。

　……うん、わかってる。

　──俺にはそれぐらいしか出来ません。

　……そんなことないわ。あなたはいろんなことを私に教えてくれた。

　──でも必ずあなたを助けに行きます。

　ええ、そうよね。いつだって、あなたはそうだった──。




　──俺はリアス・グレモリーの『兵士ポーン』ですから。




「リアスッ！　助けに来ましたッ！」

　空に生まれた穴から現れたのは赤い鎧よろいを着たあのヒト──。

「イッセーッ！」

　私の声を聞いて、彼がこちらに顔を向けた。龍りゆうの両りよう翼よくを羽ばたかせて彼は降り立ってくる。私は手を広げて彼を迎むかえ入れた。

　抱だきしめられても鎧越ごしに伝わってくるイッセーの温ぬくもり。

　ああ、このヒトだわ。私が愛した彼の懐かしい温かさ──。

「良かった！　無事だったんですね！　リアス、迎えに来ましたよ」

「イッセー……なのね？」

　確かく認にんするように私は問う。彼は鎧のマスクを収納させて、いつもの笑みを見せてくれていた。

「ええ、そうですよ。……どうかしたんですか？」

　彼の頬ほおに手を伸のばして、もう一度訊きいた。もうわかってる。このヒトがイッセーだって。私の知っているイッセーだって。でも、お願いもう一度だけ、私の確認に答えて──。

「……私の愛したイッセー。私を愛してくれているイッセーよね……？」

　彼は私の目を覗のぞきこみ、頷うなずいてくれた。

「何を言ってんですか！　大好きに決まってるでしょう！　俺はあなたの『兵士ポーン』で、あなたは俺が告こくった相手！　リアス・グレモリー、そのヒトなんですから！」

　──ああ、会えた。

　私の頬に一筋だけ涙なみだが伝った。

「……リアス？」

　怪け訝げんに問う彼に私は笑えみを見せる。

「必ずもう一度会えるって信じてた……」

「……泣いてたんですね。大だい丈じよう夫ぶ、俺はここにいますから」

　ええ、あなたは来てくれた。もう大丈夫。私はいつも以上に戦える！

　彼の登場に気構えを改めていると、私たちの眼前の空間が小規模に歪みだした。

　歪みから人の形が出現していく。酷ひどくうろたえる術者らしき男が姿を現した。

「……バカなっ！　私の術が……神器セイクリツド・ギア能力が……突破されただと!?」

　スーツを着た若い男性がイッセーの登場に心底仰ぎよう天てんしていた。

　イッセーが男に指を突きつける。

「よー、英えい雄ゆう派の残党さん。あんたの能力はすでに知れているよ。対象者を自分の作り出した結界空間に送り込み、そこで多様な幻げん術じゆつを見せて相手の精神を潰つぶすんだってな。直接的な攻こう撃げき力はなくとも、その特性はやりようによっては驚きよう異い的だってアザゼル先生が言っていたぜ？」

「…………ッッ！」

　イッセーの言葉に男も歯は噛がみしていた。

　どうやら、男の能力はすでにアザゼルにより解かい析せきされ、対たい抗こう策さくを講じられてしまったようだった。

　幻術──。そういうことだったのね。この空間は男が作り出した箱庭。そこに並行世界の幻まぼろしを映して、さも違ちがう世界に転移させたかのように見せていた。

　……だとすると、情けない話だわ。私はこの結界空間に飛ばされて、幻の世界を見せられた上に二日も彷さま徨よったというのだから。

　男は構え、能力を発動させようとする。

「ならば、二人同時に絶望的な幻を見せてくれよう！」

「そうはさせないわ！　同じことを何度もやらせるものですか！……と言ったところで、魔ま力りよくをうまく練れなくなっているのよね」

　滅びの魔力が手にうまくまとまらない私にイッセーが言う。

「この空間のなかでは、一定以上の異能は使えません。そういう能力だと先生がある程度の予想を立ててましたから」

　だから、この空間にいる間、私は攻撃魔力と中規模以上の転移魔ま方ほう陣じんを練れなかったのか。本当に厄やつ介かいな神器セイクリツド・ギア能力だわ。一度ここに足を踏ふみ入れてしまったら、あの男の思うがままということだ。

　しかし、イッセーは笑みを絶やさなかった。

「でも、外からの攻撃は別です。案外、外部からの攻撃には脆もろいようでして。だから俺も突入できたんですけどね。──外には皆が構えてますから」

　そう言うイッセーが空間に穿たれた穴に視線を向ける。

　そこから、朱乃、ロスヴァイセのオーラが感じ取れた。外からの狙ねらい撃うち！

「なっ……！　クソッ！」

　それに気づいた男が穴のほうに手を構えるが──。

　間もなく、絶大な魔力の雷らい光こうと、各種属性魔法による攻撃が、男に雨のように降り注いだ──。




　男が作り出した幻が解かれると、そこはＣ県の廃はい村そんにある廃校のグラウンドだった。廃村丸ごと結界空間で覆おおい、あの幻術の世界を生み出したようだ。

　人がこの廃村に寄りつかぬよう術までかけられていたようで、かなり用よう意い周しゆう到とうに準備を整えてから私をここに誘さそったことがうかがえる。

　あの「はぐれ悪魔」討とう伐ばつの場所からここまで飛ばしてきたのだ。隙すきを突つかれたとはいえ、相当な使い手だった証しよう拠こだと言える。

　しかも中で体験した二日間は、表では数時間程度しか経過していなかったようだ。時間の感覚すらも麻ま痺ひさせられていた。体験したことすべてが幻だったということね。

　侮あなどれない能力だわ。数時間が数日分──。中からの脱だつ出しゆつも難しい。やりようによっては、イッセーが先ほど言ったように容易に相手の精神を壊こわすことができるだろう。

　……事実、私も心を潰されそうになっていた。あのときに精神が崩くずれなくとも、いずれやられていただろう。

　結界のなかでしか効果を発揮できない限定条件の上に直接的な攻撃力もないけれど、恐おそろしい能力ね。やはり、神器セイクリツド・ギアの力は怖こわいわ。

「お姉さま！」

　私の胸に飛び込んでくるアーシア。その顔は涙でくしゃくしゃになっていた。私を心配して、目を腫はらしてしまったようだ。

「アーシア、ただいま。心配かけたようね」

「はい……おかえりなさい」

　私の知っているかわいいアーシア。私は抱き寄せて頭をなでてあげた。私はイッセーの進言に唱えた否いなを詫わびた。

「……あのときはごめんなさい、アーシア。あなたに酷いことを言ったわ」

「いいえ。私、お姉さまのお気持ちを理解できますから……。お姉さまこそ、たくさん辛つらくて不安な思いを抱いだいてましたよね……。気づかずにすみませんでした」

　……本当にやさしい子。私は……なんて愚おろかな『姉』だったのだろうか。

「皆みんなにも謝りたいの。ごめんなさい」

　私は皆に謝る。皆笑顔で「問題ないです！」と快く返してくれた。

　本当にありがとう。私は素す晴ばらしい仲間たちに支えられている。

　グラウンドで朱乃の魔力によって縛しばられた英雄派の男。祐斗が男に言う。

「先生があなたに訊きたいことがあるそうです。生きて連れてこいという命令なのでこのまま冥めい界かいに送らせていただきます」

　ゼノヴィアが男に凄すごむ。

「良かったな、私たちに斬きられずに済んで」

　ニッコリ微笑ほほえむ祐斗とは対照的にゼノヴィアのオーラは微み塵じんも冗じよう談だんの色を含ふくんでいなかった。男はこの状じよう況きようでも自じ嘲ちようする。

「曹操やジークフリートに勝った者たちに私が勝てる道理など、ハナからなかったというわけか……ふふふ……。私は構成員のなかでも攻撃面が弱かったからな……」

　私は首を横に振ふった。

「いえ、あなたの力はイッセーが言うように脅威だったわ。私も……正直、あの世界を見せられて畏い怖ふした」

　そう、この男は英雄派の中心メンバーにも劣おとらぬ能力を私に見せてくれた。

「アザゼル先生も単独で成し遂とげたあんたに驚きよう嘆たんしてた。俺たちもやられたと感じたよ」

　私とイッセーからの賛辞を受けて男は笑みを見せる。

「……そうか、それは何より。……一いつ矢しは報むくいたわけだ」

　途と端たんに男から覇は気きのようなものが消え失うせる。

　……私たち相手に成果を見せたことで、彼のなかの戦いが終わったのかもしれない。

　私は気になりいくつか訊くことにした。

「ふたつだけ、訊かせて。あの世界は……あなたが作り出したただの幻？　それとも本当に違う世界の風景を再現したの？」

「……後者だとしたら、貴女あなたはどう答える？」

　男の質問に私は不敵な笑みを作ってみせる。

「愚ぐ問もんだったわ。──私はここにいて、イッセーもここにいる。それだけで十分だわ」

　私の答えに男は苦く笑しようした。

「……ふふふ、貴女を狙ったのは正解のようで間違いだったようだ。私が本当に並行世界に送る能力を持っていたとしても──きっと赤せき龍りゆう帝ていが貴女を救いに来たのだろう。我が術が破られたときに悟さとった。ああ、私ではこの男と貴女には勝てない──と、ね」

　私はもう一点の質問を口にする。

「もうひとつ。あの幻術を曹操は見たの？」

　並行世界の幻げん影えい──。悪魔や天使のいない世界や異形と異能のない荒こう廃はいした世界の光景も見たとしたら、あの男は──曹操はどう感じたのか？　それが私は気になったのだ。

　男は視線を遠くさせる。

「……ああ、見たよ。感想は『つまらない』と一言だけだ。……あの人は異形のいない平へい穏おんな世界よりも自分の力を試ためせる世界──相手を望んだということだろう。──誰だれよりも特別になりたかったのだ。人間なら誰でも抱いだく変へん哲てつもない夢だ」

　男はそれだけ残して、冥界への転送に身を委ゆだねた──。

　これは後日知り得たことだが、その男は私たちに一矢報いたことに満足しきったのか、冥界に送られたときにはすでに禁手バランス・ブレイカーの能力を失っていたということだった──。







　すべてが終わり、廃校のグラウンドに残されたのは私とイッセーだけとなった。

　……皆、気を利きかせたのか、私を家まで送るのをイッセーに任せたようだった。

　もう、こういうときだけ、結けつ託たくして遠えん慮りよするのだもの。調子が狂くるってしまうわ。

　二人きりになって少々気き恥はずかしくなっている彼が言う。

「俺、皆に注意されました。……もっとリアスのことを大事にしろって」

　……皆。私があのとき怒おこった理由に気づいてしまったのだろう。女の子同士だから、そういうのに勘かんづいてしまうのよね。私は首を横に振った。

「ううん。私が悪かったのよ。本当、わがままよね、私……。イッセー、アーシアの件、改めて了りよう承しようするわ。皆で引っ越こしを手伝いましょう」

「はい！　ありがとうございます！」

　いつもの満面の笑えみを見せる彼は、私に手を差し伸のべる。

「じゃあ、帰りましょうか」

「ええ」

　私は彼の手を握にぎりながら、転移の魔方陣を展開し始めた。

　転移の光が私とイッセーを包み込むなか、私はひとつだけ訊きいてみる。

「ねぇ、イッセー。もし、私が本当に他ほかの世界に飛ばされたら──」

　彼はいつもと変わらぬ笑みで言ってくれた。

「絶対に迎むかえに行きますよ。一生賭かけてでも、俺はあなたを救い出します」

　──っ。わかってる。あなたは絶対に私を助けてくれるものね。

　だって、イッセーは私の誰よりも大事な──。

「うん、大好きよ、愛いとしのイッセー」

「俺だって大好きですよ、リアス」

　魔方陣の中心で、転移の光に包まれながら私は彼と唇くちびるを重ねた──。

　──そう、私とイッセーはずっと、ずっと一いつ緒しよなのだから。

　ただ、計算違いだったのは、なぜか、転移の先が私の実家であるグレモリー城だった点だ。

　……キスをして高こう揚ようした状態で飛んだのがいけなかったのだろう。

　キスしたまま出現した私とイッセーを見たお母さまが、

「突とつ然ぜん現れて、親にそれを見せつけるとは……。破は廉れん恥ちです。リアス、一誠さん。こちらに来なさい」

　お説教に入ってしまい、兵藤家に戻もどったのは昼頃だった。

　今度から、魔方陣の転移には細心の注意を払はらいたいと思う。
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　チャララ～ン♪　チャラララ～ン♪　チャララ～ン♪

『やあみんな、今週も「ワールド・ビークル・チャレンジャー」の時間が来たよ。待たせたね』

『ＨＥＹ、ジョーイ！　今週は一体、どんな素す敵てきなマシンを私たちに見せてくれるのかしら？』

『ジェニファー、今日のマシンはいつもとは一味違ちがうんだ。なんせ、現げん役えきの軍用兵器だからね』

『ＯＨ、それはＣＯＯＬね。一体何かしら？　戦車？　戦せん闘とう機？　それとも潜せん水すい艦かん？』

『ＡＳアーム・スレイブだよ。君も名前くらいは聞いたことがあるだろう？』

『ああ、あのロボットね。スティーブン・セガールの映画で観みたことがあるわ』

『そう、ＡＳは現代陸戦の花形だけど、本当の実力については意外なほどに知られていないんだ。今日の放送では、他ほかの様々なビークルとの比ひ較かくを通じて、ＡＳの真実に迫せまってみようと思う』

『素敵ね。私、胸がドキドキしてきたわ』

『名づけて──ＡＳ三本勝負three-bout　contestだ!!』

『ＹＥＡＨ!!』

　チャララ～ン♪　チャララララララララ～ン♪　チャララ～ン♪




　　　　１




　ＡＳの狭せま苦くるしいコクピットに、荒あらい呼吸音が響ひびいていた。

「く、くそ」

　顔を引きつらせながら、市いち之の瀬せ達たつ哉やはうめいた。脂あぶら汗あせが頬ほおからあごにかけて流れ、したたり落ちる。

　ひどく不快な感覚だ。全身をマスター・スーツによって半ば拘こう束そくされているため、汗をぬぐうことさえできない。

「なんで、こんなことに……」

　意味のない繰くり言ごとだと、自分でも分かっている。だがそれでも、口にせずにはいられなかった。

　今、達哉が乗っているのは、Zy─99Ｍ〈シャドウ〉。ロシア製の第三世代型ＡＳで、達哉が初めて乗った機体でもある。

　実戦で、あるいは演習で、様々な困難を共に乗り越こえた相棒だが、今日の『敵』は極きわめつけだった。

　直線主体の角張った車体を、無限軌き道どうが支えている。ガスタービンの唸うなりを、〈シャドウ〉の高感度マイクが拾っていた。そしてこちらをにらみつける、長大な砲ほう身しん。

　コクピットの正面モニターに映し出されていたのは、紛まぎれもない戦車の、威い圧あつ的な姿だった。

「……帰りてえ」

　ぼやきながらも達哉は、事の発ほつ端たんを思い出していた。




「ＴＶの取材っすか？」

　こぢんまりとした社長室で、達哉は軽く首を傾かしげた。

「そういうこと」

　やや怪け訝げんそうな達哉の声に、社長のメリッサ・マオはにんまりと笑う。

　ここは達哉がＡＳオペレータとして身を置く民間軍事会社ＰＭＣ、Ｄ．ダーナ・Ｏ．オシー・Ｍ．ミリタリー・Ｓサービス．の総合訓練キャンプだ。カリフォルニア東部の山中に設けられており、窓からはシエラネバダの山々がのぞいている。

「ケーブルテレビのミリタリーチャンネルで、ＡＳの特集を組むらしいのよ。それで、うちに取材先として白羽の矢が立ったってわけ」

　そうマオは言うと、レイバンのサングラス越しに達哉たちを見回す。

「うちとしてもいい宣伝になるしね。どう、引き受けてくれない？」

「しかし、なぜわたしたちが？」

　そう尋たずねたのは、達哉の隣となりに立つ少女だった。

　シャープな容よう貌ぼうにすらりとした肢し体たい、腰こしまである金きん髪ぱつのポニーテールが躍おどっている。達哉の同どう僚りようである、アデリーナ・ケレンスカヤだ。

「そういう任務なら、バクスター班長やカルロスの方が向いていると思うが」

「決まってるでしょ。どうせ宣伝するんだから、少しでも見み栄ばえを良くしときたいじゃない」

　全く悪びれないまま、あっさりとマオはそう答えた。

「なるほど、客引きの看板のようなものか」

　今まで黙だまっていたアラブ人の若者が、やや面おも白しろそうにつぶやく。ユースフ・アル・ケートリー、アデリーナと同じく達哉の同僚である。

　本来は中東の新興国であるラシッド王国の第三王子なのだが、今は国を離はなれてＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．に籍せきを置いていた。

　ちなみに社長室に呼ばれたのは、達哉、アデリーナ、ユースフの三人のみだった。

「そういうこと。うちのＡＳオペレータじゃ、あんたたちが断トツに若いしね」

　そう言いながら、マオは三人の顔を順じゆん繰ぐりにながめた。

「一人をのぞけば、美形揃ぞろいだし」

「悪かったっすね、足を引っ張っちまって」

　無ぶ遠えん慮りよなマオの言葉に、達哉は憮ぶ然ぜんと顔をしかめる。

「撮さつ影えい日びは？」

「来週よ。何でも最初の取材先がドタキャンしたみたいでね。それでお鉢はちが回ってきたってわけ。いつもと毛色が違う仕事だけど、やってくれるわよね？」

　その言葉に達哉たちは目配せを交かわすと、軽くうなずいた。三人を代表し、アデリーナが答える。

「分かりました。その仕事、引き受けましょう」

「ありがと。ちゃんとギャラは弾はずむから。健けん闘とうを祈いのってるわ」

「……取材なのに健闘？」

　マオの思わせぶりな笑え顔がおに、達哉は小さく首を傾げた。




（今にして思えば、班長もカルロスも逃にげ出したんだな）

　回想から現実に返り、達哉は〈シャドウ〉のコクピットで歯ぎしりした。

『じゃあジェニファー、まずはＡＳの力パワーを試ためしてみようか』

『そうね、ジョーイ。でもあの〈シャドウ〉ってＡＳ、中々のハンサムだわ。私、今日は彼の応おう援えんをしちゃおう』

『そうかい。でも彼の相手は、中々の強敵だぞ。合衆国の誇ほこる主力戦車ＭＢＴ、Ｍ１〈エイブラムス〉だ！』

　通信機から、番組司会者の陽気な掛かけ合いが聞こえる。

　そもそも、キャンプから〈シャドウ〉を積んだヘリで向かった先が、海兵隊基地という時点で怪あやしむべきだった。

　現地で合流した番組スタッフから告げられたのが、この『ＡＳ三本勝負』である。そしてその一戦目が、こともあろうに戦車との力比べだったのだ。

『第一海兵師団1st　Marine　Divisionの精せい鋭えいと、ＰＭＣのベテラン兵士。果たして、勝利の女め神がみはどちらに微笑ほほえむかな？』

『がんばってね、〈シャドウ〉』

「いつ俺がベテランになったんだよ!?　まだ初めてＡＳに乗ってから、半年も経たってねえよ！」

『ぼやくな、タツヤ』

　達哉のつっこみに割りこんで、アデリーナからの通信が入った。〈シャドウ〉の頭を巡めぐらすと、拡大されたスクリーンの片かた隅すみにアデリーナの姿が映った。

　番組スタッフと一いつ緒しよに、妙みように平板な表情でこちらを見ている。

『ええっと……確かに戦車相手の正面戦闘では、ＡＳの勝ち目は薄うすいかもしれん。だが、兵器の勝敗とは、単純な数値の比べ合いではないのだ。わたしは、お前の勝利を信じているぞ』

「…………おい」

　スタッフが用意したと思おぼしきカンペを手に、アデリーナは淡たん々たんと語っている。そんな薄はく情じような同僚を、達哉はスクリーン越しに半眼でにらんだ。

　ユースフも含ふくめた三人での壮そう絶ぜつなジャンケン勝負の結果、初戦の貧びん乏ぼうくじは達哉に押しつけられたのだ。

『では、両者とも準備をしてくれ』

『がんばってね、ＢＯＹ』

「へいへい」

　そう答えながら、達哉の〈シャドウ〉はＭ１と向き合った。そのまま腰を落とした体勢でじっと構える。

　真っ向から戦車と向き合いながら、ふと達哉は父の俊とし之ゆきがテレビでよく見ている大おお相撲ずもうの中ちゆう継けいを思い出した。

（これって、まるで立ち合いだな）

　何となく関取になった気分で、達哉は行司──もとい、司会による勝負開始の合図を待つ。

『それでは、スタート!!』

「おおおッ!!」

　号砲と共に、猛もう然ぜんとＭ１が突つっこんでくる。達哉も負けじと、叫さけびながら〈シャドウ〉のペダルを踏ふみこんだ。

　Ｍ１の車高は三メートル足らず。ＡＳと比べれば、ちょうど膝ひざのあたりの高さだ。

　達哉の〈シャドウ〉は、その低い車体に腰を落とした体勢のまま、上から覆おおい被かぶさろうとする。相撲でいえば、引き落としをより極きよく端たんにしたような動きだ。

　が──

（このまま上から押し潰つぶす！──ってうぉぉぉっ!?）

　Ｍ１戦車は、止まらなかった。

　がっぷり四つに組んで〈シャドウ〉の全重量をかけているのにもかかわらず、Ｍ１は全く意に介かいさず前進を続ける。

　深々と地面に轍わだちが描えがかれる。なすすべもなく後退する〈シャドウ〉の両脚が描いたものだ。

「こ、この！」

　達哉も必死にペダルを踏みこんでこらえようとするものの、まるで効果がない。そのまま一気に寄り切られる。

　そして、ついに決定的な破局が訪おとずれた。

　Ｍ１の突とつ進しんに耐たえかねて、〈シャドウ〉の両手が車体から弾はじかれる。フックを失った機体はそのまま勢いよく後方に倒たおれこんだ。

「う、うわわわわわわっ!!」

　無様に寄り倒され、大の字にひっくり返った〈シャドウ〉。その機体に容よう赦しやなくＭ１は寄り上がり、下した敷じきにし、悠ゆう々ゆうと走り去る。

「ち、ちくしょう……」

　無残に履り帯たいのキスマークが残された〈シャドウ〉は、大の字で柔やわらかな地面にめりこんでいる。そのコクピットで、達哉は完敗に呻うめいた。




「順当な結果であろうな」

　動かなくなった〈シャドウ〉の惨さん状じようを前に、ユースフは非情に言い切った。

「そもそも、目方や足腰が違ちがいすぎる。〈シャドウ〉の機体重量が一〇トン足らずで、対する〈エイブラムス〉は六〇トンを超こえておる。言わば、人の身で牛を止めようと試みるようなものよ」

「……てめえ、人ごとだと思いやがって」

　這ほう々ほうの体ていで〈シャドウ〉のコクピットから這はい出した達哉が、地面に寝ねっ転がったままユースフをにらむ。大きく胸を上下させており、息も絶え絶えの有様だ。

　と、そこにスタッフとの打ち合せを終えたアデリーナが戻もどってきた。

「しかし、やはりタツヤに任せるべきではなかったのでは？」

　やや不信げな声で、アデリーナはユースフにそう言った。ちらりと一いつ瞬しゆんだけ、達哉に目線を向ける。

「わたしが今の勝負に挑いどんでも、戦車に勝てたかは分からん。だが少なくとも、真っ向からぶつかることしかできないタツヤよりは、ましな勝負ができたはずだ」

「……はっきり言うなよ」

　バツが悪そうに、達哉はアデリーナから顔をそむけた。そんな二人の前で、ユースフは軽く肩かたをすくめる。

「リーナよ、やはりそなたは優ゆう秀しゆうな兵だが、将の器うつわではないな。私の策がまだ分からぬのか」

「どういう意味だ？」

　悠ゆう然ぜんと答えるユースフを、アデリーナはやや怪け訝げんそうに見やる。

「なに、孫そん子しの兵法に倣ならったまでよ」

「孫子？……ってたしか、大昔の中国の軍師だっけ。兵とは詭き道どうなりとか何とか」

　世界史の授業を思い出した達哉の前で、ユースフはうなずく。

「いかにも。そして孫子にはこのような逸いつ話わがある。かつて孫子が、競馬の三本勝負に臨のぞんだことがある。まず初戦で孫子は敵の上の馬に、己おのれの下の馬を当てた」

「は？」

　いきなり始まったユースフの語りに、達哉は目を白黒させた。

「そして続く二戦目では敵の中の馬に己の上の馬を、最後の三戦目では敵の下の馬に己の中の馬を当てたのだ」

「それって、どういうこと……？」

「なるほど、そういうことか」

　意味が分からないまま首を傾かしげている達哉と対照的に、アデリーナは感心したように声を上げた。

「つまりあえて一戦目を落とすことによって、残る二戦の組み合わせを有利に運んだということだな」

「左様、よく見たな」

　我が意を得たりと言わんばかりに、ユースフはうなずく。

「結果は孫子の二勝一敗。勝利した孫子は千金を得、兵法家としての名声を博した。この勝負も、それと同じことよ」

「おい」

　ようやくユースフの言わんとしていることを理解して、達哉の声が急に低くなる。だがユースフはそれに気づかぬまま、滔とう々とうと言葉を重ねた。

「勝負の種目を見る限り、この戦車こそ間違いなく敵方の『上』。ならばそれをこちらの『下』でいなし、残る二戦を確実に取る。それぞ、兵法というもの！」

「要するに俺が下手だから、噛かませ犬の捨て駒ごまにしてすり潰すと」

「いかにも。誇るがよい、これこそ確実なる勝利への第一手──」

「やかましいわボケ!!」

　激げき昂こうの叫びと共に、達哉の拳こぶしが空を切った。渾こん身しんの右ストレートを、だがユースフは軽く首を傾かたむけただけでかわす。

「……危ないではないか」

「うるさい、だまれ！　この、この──」

　ムキになった達哉は、真っ赤な顔で左右の拳を振ふり回す。次々と繰くり出されるテレフォンパンチを、ユースは一歩も動かないまま、ヘッドスリップやスウェーバックで軽々と避よけていった。

　そんなじゃれ合いに、アデリーナはぽつりと言った。

「仲がいいな」

「どこがだよ!?」




　　　　２




　翌日も、番組のテーマソングが景気よく鳴り響ひびいていた。

　いや、実際は収録現場に流れていないのだが、達哉の耳はＢＧＭの幻げん聴ちようを確かに聞き取っている。

『続いて、今度はＡＳの速さを試ためしてみたいと思うんだ』

『ＷＡＯ！　それは楽しみね』

　昨日の海兵隊基地からは場所を変え、今日の撮さつ影えいはカリフォルニア州西部のサーキットへと移っている。

「大だい丈じよう夫ぶかね、ユースフのやつ」

「彼ならば、任せて問題あるまい」

　コース脇わきのピットで、達哉とアデリーナはそう言葉を交かわしながら、グリッドの方を見やった。そこにはすでにユースフが乗る〈シャドウ〉と、エンジン音に車体を震ふるわせるレーシングカーが待機している。

　両機ともレースの開始を、今や遅おそしと待ちわびていた。

「レーシングカーって言っても、見かけは普ふ通つうの車とあんまり変わらないんだな。色は派手だけど」

「外見だけはな。中身はシャーシからエンジンにいたるまで、市し販はん車とは全くの別物だそうだ」

「ふーん、くわしいな」

「いや、ユースフからの受け売りだ」

　達哉とアデリーナがそんなやり取りをしている間にも、司会のジョーイとジェニファーによって番組は進んでいく。

『まさか本当に、プロのレーサーを呼んでくるなんて。一体、あのマシンには誰だれが乗っているのかしら』

『驚おどろかないでくれよ、ジェニファー。今日、世界最強の兵器に挑むのは、世界最速の男たちの一人だ』

『それって、まさか──』

『そう、今年のデイトナ５００を制した名ドライバー、あのアラン・マクファーソンが愛車と共にやって来たんだ！』

『ウソ!?』

　司会のジェニファーが上げたわざとらしい驚きに応こたえ、ドライバーがカメラに向かって親指を立てる。

『どうしましょうジョーイ。私、彼の大ファンなのよ。ああもう、サインもらっちゃおうかな』

『はは、それはこの勝負が終わってからだね。それでジェニファー、今日はどちらを応おう援えんするのかな？』

『いじわるね。これじゃあ私、〈シャドウ〉を応援できないわ』

　大おお仰ぎような仕草で、ジェニファーは空を仰あおいだ。

「本当に、プロのドライバーを引っ張って来やがったよ」

　カメラに向かって手を上げたドライバーの姿に、達哉は呻く。

「つーか、まだシーズン中なんだろ。再来週には次のレースがあるってのに、大だい丈じよう夫ぶなのかよ？」

「放送局がスポンサー経由であれこれと手を回したらしいな。サーキットの貸し切りも含ふくめ、相当の金が動いたようだ」

「なんていうか、この番組って全力でバカをやっているよな。見る分には面おも白しろいけど、実際にやるとなるとたまったもんじゃねえ」

　そんなことを言っているうちに、グリッド周辺から撮影班が退たい避ひした。ややあって信号灯に、赤い光が点ともる。

　それを見たユースフの〈シャドウ〉は両手を地面につくと、両りよう脚あしを前後に開き、そのまま腰こしを高く衝つき上げる。

「クラウチングスタートって、ＡＳに意味あるのか？　いや、そもそも──」

　レースの開始を前に、達哉は根本的な疑問を抱いだいた。

「大体レーシングカーって、確か時速三〇〇キロ以上は出せるんだろう？　いくら何でもＡＳじゃ勝負にならないって」

「さて、そうは一いち概がいに言えんかもしれんぞ」

　両りよう腕うでを組んだ姿勢で、アデリーナは小さくつぶやいた。

「……どういう意味だ？」

　形のいい膨ふくらみが揺ゆれる魅み惑わく的な情景から眼めを引きはがし、達哉はそう尋たずねる。アデリーナはやや呆あきれた様子で、指をピッと立てた。

「説明──の前に、コースをよく見てみろ」

「？」

　言葉通り、達哉は整地されたサーキットに目を向ける。約三・六キロメートルのコースは、Ｓ字型のシケインを始めとしたいくつもの大きなカーブを備えており、全体としてずいぶんと歪ゆがんだ形をしている。

「見たけど、どうかしたのか？」

「まだ分からないのか、つまりだな──」

　アデリーナがそう言ったのとほぼ同時に、信号灯が赤から緑に切り替かわった。

「始まるぞ」

「ああ──」




「来るか」

　号ごう砲ほうと同時に、ユースフはスティックを引き、ペダルを踏ふみこんだ。ＡＳのセミ・マスタースレイブシステムはその動きを拡大しつつも忠実に再現。放たれた矢の勢いで〈シャドウ〉は駆かけ出す。

　パラジウム・リアクターから供給される莫ばく大だいな電力がマッスルパッケージを駆け抜ぬけ、圧あつ倒とう的てきなパワーで大地を蹴けった。地を這はうような低い姿勢から、〈シャドウ〉は一歩ごとに身を起こしていく。

『ＯＨ　ＭＹ　ＧＯＤ!?』

〈シャドウ〉の速度は、瞬しゆん時じに時速二〇〇キロメートル近くにまで迫せまっていた。そのまま爆ばく発はつ的な加速で、一気にレーシングカーを振り切ろうとする。

　だが──

「くっ」

　その〈シャドウ〉の真後ろで、一度は置き去りにされたレーシングカーがぐんぐん追い上げてきた。

　四つのタイヤがアスファルトを噛みしめ、急加速。ガソリンエンジンを高らかに響かせながら、徐じよ々じよに〈シャドウ〉に追いすがっていき──そして、あっさりと抜き去ってしまった。

　コクピットのスクリーンに映った敵手の後ろ姿を、ユースフは切れ長の目で鋭するどくにらみつける。

「ここまでは当然。だが──」




「やっぱこうなるよな」

　予想通りのレース展開を、達哉はやや白けた目でながめた。先行するレーシングカーは、〈シャドウ〉をさらに引き離はなしていく。

「ユースフのやつ、あそこまで大口叩たたいてこの様ざまかよ」

　思わず毒づく達哉の前で、アデリーナは言った。

「いや、これからだな」

「へ？」

　ほぼ同時に、レーシングカーは最初のコーナーへと差し掛かかった。およそ一八〇度の大カーブを、鮮あざやかなライン取りで駆け抜けていく。そして、遅おくれて後を追う〈シャドウ〉は──

「おい!?」

　いっさい減速をしないまま、コーナーに突つっこんだ。

「ユースフ──」

　事故の予感に青ざめる達哉の前で、〈シャドウ〉はやや横へと踏みこんだ左脚を軸じくに、機体を大きく左へと傾けた。

　そのまま疾しつ走そうの勢いを利用して、機体を一転させる。

「うそだろ!?」

　その鮮やかな機動に、達哉は目を見はった。

　まるでスピードスケートの選手を思わせる、見事なターンだった。ほとんど速度を落とさないままコーナーを駆け抜けた〈シャドウ〉は、再びレーシングカーに肉にく薄はくし──一気に抜き返す。

「……こういう、ことか」

「ああ」

　ようやくアデリーナの言わんとすることを理解し、達哉はかくかくと機械的にうなずいた。

「今回は、地の利がこちらにあったな。見ての通りこのサーキットはテクニカルなコーナーが多く、高低差も大きい。つまりコーナーに差しかかるたび、車は大きく速度を落とさざるをえないのだ」

「なるほど」

「それに比べＡＳは、確かに最高速度で劣おとっている。だが二に脚きやくによる柔じゆう軟なんさと加速力を最大限に発揮しさえすれば、この低速サーキットならば十分にレーシングカーと競走できるのだ」

　妙みように声を弾はずませて、アデリーナは説明を続ける。

「もっとも、普通の競走ならば相手にならないし、何よりそれを可能にしたのはオペレータの腕だがな」

　そう言ったアデリーナは、達哉を振ふり向いた。

「さっきは『この様か』などと言っていたが、君に今のユースフと同じような真ま似ねができるのか？」

「…………」

　沈ちん黙もくした達哉の前を、二周目に差しかかった〈シャドウ〉が駆け抜ける。

「……無理だな」

「そう思うなら、よく見ておけ。そして、ユースフの技術を盗ぬすめ」

「ああ、分かったよ」

　素す直なおにうなずいた達哉は、真しん剣けんな眼まな差ざしを疾走する〈シャドウ〉に向けた。




『これは、想像した以上にＮＩＣＥなレースになったね』

『ええ、とてもＴＨＲＩＬＬＩＮＧだわ』

　ジョーイとジェニファーの言葉通り、〈シャドウ〉とレーシングカーのレースは、一進一退を続けていた。

　直線でレーシングカーが引き離しては、コーナーで〈シャドウ〉が追いすがり、時には抜き返す。言葉にすればそれだけの単純な攻こう防ぼうが、一いつ髪ぱつ千せん鈞きんを引くようなぎりぎりの危あやういバランスで、果てもなく繰くり返されていく。

「く」

〈シャドウ〉のコクピットで、ユースフは呻うめく。

　ＡＳと車という、構造も用よう途とも全く異なるビークル同士の、奇き妙みようなせめぎ合い。二周、三周と、周回数のみが積み上げられていく。

　そして──

『ＧＯＡＬ!!』

『ＹＥＡＨ!!』

　最後にフィニッシュラインでチェッカーフラッグを浴びたのは、二台ともほぼ同時だった。

「お、終わった、のか……」

　びっしょりと汗あせをかきながら、ユースフは言った。正規のグランプリに比べればはるかに短い周回数と時間だったが、それでもレースの緊きん張ちようは、ユースフの気力を大きく削そぎ落としていた。

　サーキットの脇わきに〈シャドウ〉を寄せ、がっくりと両りよう膝ひざをつく。そのまま機体の両手をつき、駐ちゆう機き態勢。コクピットを開放する。

「ふう」

　雲一つない青空がのぞく。吹ふきつける風が心地ここちよい。コクピットから垂れ下がった縄なわばしごで、ユースフは地面に降りた。

『まさか、ここまで僅きん差さの勝負になるとは思わなかったよ。写真判定でも判別がつかないんだ』

『ねえジョーイ、そういうことは大事じゃないと思うのよ。見て』

　ジェニファーがそう言ったのとほぼ同時に、ユースフに背後から声がかけられた。

「へい、ボーイ」

　振り向くと、ヘルメットを小脇に抱かかえた小こ柄がらな男が、大おお股またで歩いてきた。つい先ほどまで追いつ追われつのデッドヒートを繰り返した、レーシングドライバーのアラン・マクファーソンだ。

「いい勝負だったぜ」

「何、地の利がこちらにあっただけのことよ」

　差し出された右手を握にぎり返しながら、ユースフは泰たい然ぜんと答える。正直、偽いつわらざる本心だった。

「これだけコーナーの多いコースでなくば、私の完敗であっただろうよ」

「なーに、それを言うんなら、サーキット自体がこちらのホームだ」

　にやりと笑うマクファーソン。

「正直つまらない見せ物に引っ張り出されたと思っていたが、まさかここまで熱くなれるとはな」

「それはこちらも同じことよ。機会が許されれば今一度、そなたと駆け比べを試ためしてみたいものよ」

「おうよ。だが今度は、シーズン・オフに頼たのむぜ」

　握あく手しゆを交かわす二人に、司会者の声が重なる。

『両者とも、互たがいの健けん闘とうを讃たたえ合っているわ。素敵ね。これこそが、この勝負の全すべてだと思うの。違ちがうかしら？』

『いや、僕もその通りだと思うよ、ジェニファー。この三本勝負、二戦目は互ご角かくの引き分けだ』

『ＦＡＮＴＡＳＴＩＣ！』




「〇勝一敗一引き分けってことか。ユースフの皮算用は外れたな」

「問題ない」

　達哉のつぶやきに、アデリーナは素っ気なく答える。

「次は私が、必ず勝つ」
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　さらにまた、その翌日──

『さて、いよいよＡＳ三本勝負も最後の一戦だ』

『一体、今度は何を競きそうのかしら？』

『よく聞いてくれたねジェニファー、それは「高さ」だよ』

　あいかわらず調子のいい司会者二人の声が、山々に木霊こだました。

「何でまた、こんなところに」

　周囲の荒こう涼りようとした風景を眺ながめながら、達哉はあぜんとつぶやく。

　ここは合衆国を遠く離れた、南アメリカのアンデス山脈。その山中のベースキャンプに、達哉たちの姿はあった。

　すでに高度は、四〇〇〇メートルを超こえている。実際、富ふ士じ山さんの山頂よりもはるかに高い。

　周囲には数多くの登山者たちがテントを張っているが、皆みなが何事かとこちらを──正確にはうずくまった〈シャドウ〉の姿と、そのすぐ脇に止まった一台のヘリコプターを見ている。

『でもＡＳって、地上戦専用なんでしょう。それなのに高さを競うというのは、どういうことかしら？』

『現代の戦争においては、陸戦といっても本当に地上だけでは終わらないということさ。必ずそこには三次元、すなわち高さの概がい念ねんが存在している。陸軍がヘリを装備しているのが、何よりの証しよう拠こだよ』

『なるほど、よく分かったわ。それでジョーイ、最後の相手は誰だれかしら？』

『アメリカ陸軍の誇ほこるAH─64〈アパッチ〉攻こう撃げきヘリだ。果たして戦場の空を支配するのは、どちらの機体かな』

　朗々と語りながら司会者は、周囲の山々の中でひときわ高く、そして険しい一ひと峰みねを指し示した。

『見てくれジェニファー。あれが南北アメリカ大陸の最さい高こう峰ほう、アコンカグアだよ。山頂の標高は、実に六九六二メートルだ』

『ＯＨ、ＧＲＥＡＴね』

『そしてこの高さは、〈アパッチ〉の実用上じよう昇しよう高度を超えている』

　一いつ拍ぱくだけ、ジョーイは言葉を切る。

『つまりＡＳがその登頂に成功すれば、高さにおいて戦せん闘とうヘリに勝まさるという何よりの証拠となるってことさ！』

『なるほど、ＮＩＣＥなアイデアだわ』

「いやいやいや、どう考えてもおかしいだろうがその理り屈くつは!?」

　つっこむ達哉のすぐ隣となりで、操縦服姿のアデリーナが立ち上がった。いつも通り、そっけないほど冷静な態度のままだ。

「では、行ってくる」

「本当に行くのかよ、おい!?」

「無論だ」

　実にあっさりと、アデリーナはうなずいた。

「いや、でもなあリーナ、こいつはちょっと──」

「心配は無用だ。わたしは以前に〈サベージ〉で、エルブルス山の登頂に成功したことがあるからな」

「エルブ──なに？」

　聞き慣れない単語に、達哉は首を傾かしげる。

「エルブルス山。カフカース山脈にある、ヨーロッパの最高峰だ。標高は五六四二メートル。アルプスのモンブランやマッターホルンなどより、よほど高い山だぞ」

「はあ……」

　なぜか自じ慢まんそうに、アデリーナは胸を張っている。

（ひょっとして、お国自慢なのか？）

　内心に疑問を感じながら、達哉は話を続ける。

「なんでまた、〈サベージ〉で登山なんてしたんだよ？　レジャーにしちゃ、ずいぶんと変わってるな」

「バカを言うな。歴れつきとした作戦行動だ」

　そう答えたアデリーナは、どこか遠い目で空を見上げる。

「まだ故郷で民兵をしていたころだ。わたしの所属していたＡＳ部隊が敵の奇き襲しゆうを受け、散り散りになったことがあった」

「…………は？」

「ほう」

　唐とう突とつに始まった物ぶつ騒そうな昔話に、達哉の目は点になった。一方のユースフは、興きよう味み津しん々しんといった様子で先をうながす。

「それで、どうなったのだ？」

「友軍とはぐれて孤こ立りつしたわたしは、単身〈サベージ〉に乗って北の国境を越こえた。ロシア領内に逃にげこみさえすれば、追っ手を撒まけると踏ふんだのだ。だが結果として、その判断は甘かった」

「と、言うと？」

「政府軍の〈サベージ〉が三機、国境を越えて追ってきたのだ」

「えーっと」

　真しん剣けんな眼まな差ざしで語り合うアデリーナとユースフに、達哉は完全に引いてしまった。

「一対三では、まともに戦っても勝負にならない。だが故郷の山々が、わたしを助けてくれたのだ。わたしはあえてエルブルス山の山頂を越える困難なルートを選せん択たくし、苦く闘とうの末敵機を振ふり切ることに成功した」

「その武勇伝、怖こわっ！」

「なるほど、ＡＳでヨーロッパの最高峰に登頂した以上、アメリカの最高峰に登れぬはずはない、か。確かに理は通っていよう」

「どこがだよ!!」

「その通りだユースフ。では、行ってくるぞ」

「分かったよ、もう好きにしてくれ……」

　歩み去るアデリーナの後ろ姿に、達哉はぼやいた。




「──で、なんで俺たちまで付き合わされているんだよ」

　険しい山道を登りながら、喘あえぎ喘ぎ達哉は言った。背負ったザックや機材の重さが、容よう赦しやなく肩かたにのしかかる。

「ポーターの手配に不備があったようだ。致いたし方あるまい」

　前を進むユースフが、達哉を振り返りながらそう答える。秀しゆう麗れいな顔には、疲ひ労ろうも汗あせもそれほど浮うかんでいない。

　南半球はもう夏が近いが、高山なだけあって気温は相当に低い。周囲のそこかしこに、白い雪せつ渓けいが見えた。

　さらに吹ふきつける風のせいで、体感温度はさらに下がっている。

「つーか、あいつもよくやるよな」

　左手に延びた尾お根ねの方をながめながら、達哉はつぶやいた。ユースフもつられてそちらを見やる。

　切り立った峻しゆん険けんな崖がけを、アデリーナの〈シャドウ〉がよじ登っていた。

　恐おそろしいほどに静かだ。パラジウム・リアクターの冷れい却きやく音おんや、マッスル・パッケージの駆く動どう音も、ここまでは届かない。

　と、やや一行から先行してガイドと何やら打ち合せをしていた司会のジョーイが、こちらを振り向いた。

「ここで小休止がてら一シーン撮とるよ」

「ＯＫ」

　その指示にスタッフたちは、機材を手に撮さつ影えいの準備を始めた。

「やれやれ」

　達哉も重い荷を下ろし、大きく息をついた。かじかんだ手で水すい筒とうを取り出し、水を一口。実にうまい。

『すでに標高は五〇〇〇メートルを超えているけど、まだ〈シャドウ〉の足取りに揺ゆらぎは見えないね』

『ＷＯＮＤＥＲＦＵＬね、とても』

　登とう攀はんする〈シャドウ〉の姿をカメラに収めている。空気も相当に薄うすくなっているはずなのだが、ジョーイにしろジェニファーにせよ、張り上げる声の調子には全く変化はなかった。

「あそこまでくれば、立派なプロ根こん性じようだよな」

「さもありなん」

　ユースフとそんなやり取りを交わしながら、達哉は再び〈シャドウ〉に視線を移す。

「考えてみればあんな火力と装そう甲こうの塊かたまりが、この山奥をひょいひょいうろつけるんだよな。やっぱりＡＳって反則だ」

「あれは、操縦しているリーナの腕うでも大きい。並みのオペレータならば、ああはいくまいて」

　何気ない達哉のつぶやきに、ユースフはしごく真ま面じ目めに答えた。

「とはいえ、確かにそれがＡＳ最大の利点ではある。確かアフガニスタンだったか、山沿いの要路を扼やくする高所に陣じん取どったわずか一機の〈ブッシュマスター〉が、一〇五ミリ砲ほうの火力をもって一軍を釘くぎ付づけにしたこともあるという」

「へえ」

　そんなやり取りをしているうちに、アデリーナの〈シャドウ〉は急な斜しや面めんを登り切っていた。

『おいおい見てくれ、ついにあの斜面を登ってしまったよ』

『本当にＷＩＬＤだわ。ステキ』

　それを確かく認にんしたスタッフたちも、再び撮影機材をしまい直している。

「さて、我らも続くぞ。今少しで、今日の野営地に到とう着ちやくできよう」

「了りよう解かい、っと」

　そう答えた達哉も、荷物を背負い直した。




　そして、さらにその翌々日──

『見てくれ、あの姿を！』

『ＷＡＯ!!』

　撮影用カメラの前で、司会者二人は感かん嘆たんに声を震ふるわせていた。

　アコンカグアの広々とした山頂に雪はなく、黒い岩が剥むき出しになっている。アデリーナの〈シャドウ〉は、青空を背に堂々と立っていた。

「よ、ようやくついた」

　山頂で大の字にひっくり返った達哉が、息も絶え絶えに言った。

「全く情けない」

「…………うるせえー」

　あきれたようにつぶやきながら水を飲むユースフの言葉にも、反論はできない。達哉は目線を、撮影スタッフの方に向けた。

　回り続けるカメラは、アコンカグアの山頂に立つ〈シャドウ〉の姿を、克こく明めいに写していた。ご丁てい寧ねいにもその手には、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のロゴが入った大きな旗が握にぎられ、風にそよいでいた。

『標高約七〇〇〇メートル、いかに〈アパッチ〉と言えど、この高度までは上じよう昇しようすることができないんだ』

『本当ね』

　続いてカメラは山頂から、実用上じよう昇しよう高度より高くを懸けん命めいに飛ぼうとしている攻こう撃げきヘリの姿を、容赦なく写し出す。

『とはいえこの結果は、決して楽にもたらされたものではないんだ。君なら分かるだろう、ジェニファー』

『当然よ』

『急きゆう峻しゆんな地形、薄い空気。オペレータの果断な決意と優すぐれた技術が一つとなり、ようやくたどり着いたものだからね』

「いやいや、生身でこれだけの撮影機材を山頂まで引っ張り上げた俺らやあんたらの方が、正直リーナよりもすごくないか？」

　何となく常に探検隊よりも先行している某ぼう番組のカメラマンを思い出しながら、達哉は小声でつっこんだ。

　一方のユースフは、どことなく満足げに指を折っている。

「一勝一敗一分けか、妥だ当とうなところであろうよ」

「そういや、そんな勝負もしていたっけ」

　ようやく本題に戻もどれた達哉は、げんなりとつぶやく。

「もう、リーナのＡＳ登山に絞しぼった方が、よほど面おも白しろい番組になったんじゃないのか？　ちゃんと感動の過去話もつけてさ」

「それは確かに、一理はあるやもしれぬな」

　あくまで大真面目に、ユースフはうなずいた。

『さてみんな、名残なごり惜おしいけど今週の「ワールド・ビークル・チャレンジャー」はこれで終わりだ』

『とてもＨＯＴな体験だったわ。ＡＳってすごいのね。素す晴ばらしくＧＲＥＡＴでＳＭＡＲＴよ』
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　後日──

『下しも村むらくん、アレを見たかねアレを』

「はあ」

　東京の市いちヶが谷やにある防衛省庁舎ビルの一室で、陸上自衛隊幕ばく僚りよう監かん部ぶの下村悟さとる一等陸りく佐さは、電話を手に気のない返事をした。

「ひょっとしてアレですか？　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．が関かかわったという、アメリカのＴＶ番組。一応、チェックはしておきましたが」

『やはり見ていたのかね。結構だ、話が早くて済む』

　電話の向こうの話し相手──衆議院議員の霧きりヶが谷や大だい樹きは、対照的に声を弾はずませている。漠ばく然ぜんとした不安を感じながらも、下村は黙だまって耳を傾かたむけていた。

『いやあ、さすがにああいったアピールは考えてもいなかったよ。いいねアレは、実にいいよ』

「一体、何がです？」

　何となく予想がついたが、一応はそう聞いてみる。もしかしたら自分の予感が間ま違ちがっているのかもという、一いち縷るの望みに賭かけて。

　だが、現実は非情だった。

『それは決まっているだろう？　ああいった番組に〈サムライ・イレブン〉──もとい〈ブレイズ・レイヴン〉を出すんだよ』

「…………」

　確かに予想通りではあったが、さりとて衝しよう撃げきが弱まっていたわけではない。頭痛を覚えた下村は、こめかみをもみほぐす。

　そんな下村の内心を一いつ顧こだにせず、霧ヶ谷は得意げに語っていた。

『まずは戦車だね。こう、まずは普ふ通つうに押し合い引き合いだ。そこで負けそうになったところで、満を持して〈レイヴン〉がアジャイル・スラスタに点火。盛せい大だいにプラズマの尾おを引きながら地上を突つっ走り、劇的な大逆転で戦車を押しきるんだ。その姿ときたら、まさに地上の──』

「あのスラスタは、そこまでの推力はありませんよ。だいたいそんなことをすれば、負ふ荷かで機体のフレーム自体が危ない」

『ならば、モータースポーツでの競走だ。それも一いつ騎き討うちの草試合などではなく、正規のグランプリに出場するとしよう。いや、むしろラリーの方か？　ええと、確か今年のパリダカは──』

「ありとあらゆる意味で、機体がレースのレギュレーションに違い反はんしてて──いや、それ以前の問題でしょう」

『それなら、やはり登山だ。誰だれも名前を知らない南米のマイナーな山などではないぞ。目指せエベレスト！　目指せ世界最さい高こう峰ほう！』

「極地法など登山家の恥はじだ!!」

『──それは関係ないだろう？』

「失礼しました」

　どうやら、知らず知らずかなりペースが狂くるっていたようだ。その元げん凶きようは、なおも電話の向こうで得々と語っている。

『とにかくこの件は君に任せるよ。現地の溝みぞ呂ろ木ぎくんと協力して、うまくやってくれたまえ』

「……善処しておきますよ」

　玉虫色に言葉を取り繕つくろう気にさえならない。ぞんざいにそう答えながら、下村は電話を切った。

「やれやれ」

　ぼやきながら、窓から外を見やる。秋の空には雲が重く立ちこめており、一雨来そうな空模様だ。

「互たがいに難なん儀ぎなことだな、市之瀬くん」

　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．にいるはずの少年を思い出し、我知らず下村はつぶやいた。
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　皆みなさんこんにちは。死んでしまいたいゾンビ、相あい川かわ歩あゆむです。

「相川、具合はどうだ？　まだ、しんどいのか？」

「ああ、問題ないよ、アンダーソンくん」

　あー、超ちよう頭痛い。完全に風か邪ぜだわこれ。皆さんは風邪の時どうしますか？

「そうか。少し無理をさせすぎたよ」

「いや、俺が自分の意志でやったことだ」

　薬を飲んで、暖かい布ふ団とんにくるまって、頭を冷やし、出来る限り省エネモードに移る。みんなそうだろう。その方がいい。

「何か、俺にして欲しいことはあるか？」

「そうだな。じゃあ……掘ほらせてくれ」

　絶対に、無理はしないこと。

　風邪を引いても頑がん張ばるなんてのは、自己満足でしかない。

「は？」

「アンダーソンくん、君のピ──に俺のピ──をピ──────────」

　風邪を引いたら安静にする。

　それが自分にとっても他人にとっても、一番なのさ。

「分かった。今日は早退だな」

「そうする」

　さっさと寝ねるべきだ。

　みんな、思わず『引く』ような出来事が起こってしまう前に。




　俺はこの日のことを一生忘れないだろう。

　そして、一生忘れたいだろう。




　今回は、そんな話──









　風邪を引いた。

　完っ全に、風邪を引いた。

　その引きたるや、遊ゆう戯ぎ王のディスティニードローぐらいの引きに匹ひつ敵てきする。

　……何を言ってるか分からないだろ？　俺もさ。

　風邪って言葉には一から一〇まで種類がある。

　咳せきがひどいとか、頭が痛いとか、頭がおかしいとか。

　強さにも段階があるが、そこは風邪という症しよう状じように関係ない。

　今、俺の風邪は──

　三九度二分。熱と喉のど、鼻づまりという症状が、今の風邪レベルだ。

　人によっては四〇度を超こえても風邪と言ったり、三七度を超えればもう全すべて風邪と言ったりする。

　内科医曰いわく、インフルエンザではないらしい。

　俺はすでに死んでいて、現在進行形でゾンビ状態なのだが、高熱にうなされるゾンビなどいるだろうか？

　まあ、たとえゾンビだろうが、体の中に菌きんが入って、それを倒たおそうとするために体が反応し、高熱を放つこともあるのだろう。

　菌と戦って死んでいった、ちっさい俺の死し骸がいが鼻水として、押せよ押せよの大行進をすることもあるのだろう。

　死んでいても、肉体が活動を続けているのだから。

　居い候そうろう三人娘むすめは俺の風邪について、こうコメントしている。

「天才にうつるだろ！　さっさと外へ行けよな！」

「三九度二分……仮け病びようですね。この程度で弱音など吐はかないで下さい……気持ち悪い」

『今日は　うどんにしよう』

　奴やつらは鬼おにだ。

　鬼嫁よめだ。

　学校を休もうかとも思ったが──まあ、別に死ぬ訳でもないし、咳がひどくて人にうつるという心配もなさそうだから、死ぬ気で登校した。

　ふらふらになりながら登校するなんて、慣れているからな。

　今日光を浴びたら、灰になるんじゃなかろうか。

　そんなことを思いながら、燃えるように熱い頭を、暖だん房ぼうの効いていない冬の机にべったりと頬ほおを付けて、気持ち良く寝ていると──

「大だい丈じよう夫ぶ？　相川くん……」

　心の優やさしい女生徒が声を掛かけてきた。

　お下さげ髪がみをびよーんと引っ張りたくなる。

「相川ー、薬は飲んだのかー？」

　短たん髪ぱつの女生徒が顔を覗のぞき込んできた。

　口に指を突つっ込んでやりたくなる。

「病人アピールってウザイよねー」

　茶ちや髪ぱつの女生徒が舌打ちしていた。

　まつげをぐりんって逆回転してやりたくなる。

「え？　ごめん、聞いてなかったわ。日ひ雇やといのアルバイトがなんだって？」

　周りの声は聞こえているのかいないのかすら分からない精神状態。

　何か声を掛けられた気はしたんだが、彼女たちが何を言ったのかを認にん識しき出来なかった。

「ダメだこりゃ」

　いかりや長ちよう介すけを探したが、そこにいたのは茶髪の少女だった。

　そう、何より今日の俺の風邪の症状は──

「頭がおかしくなってるんだな」

　女生徒たちの心配にも応こたえられないほどに、俺の脳内は疲ひ弊へいしていた。

「……そっと……しておくべきだよ」

　なんて、お下げの美少女が心配そうに言うもんだから、誰だれも俺には近づこうとはしなかった。

　このときもう少し質疑応答がしっかりしていれば、きっといつも通りの学校生活を送れただろうに。

　ファーストインプレッションに失敗すれば、孤こ立りつする。

　人間社会のかくも難しきことかな。

　たかだか熱如ごときで、ここまで思考回路が停止するとは──

　これも、俺が死んでいるからこそなのだろうか？

　そもそも平熱低いからなー。

「なあ、相川」

　そんなぼーっとしている俺に、一人の男がすり寄ってきた。

　ウザイ時には絶対に会いたくない男。

　ツンツン頭がトレードマークの、ウザイ男──織おり戸とだ。

「なんだ？」

　さっきの失敗を繰くり返すわけにはいかない。

　俺は瀕ひん死しの状態から、しっかりと言葉を返した。

「アンダーソンがな……ずっとお前を見てるんだ」

「それが？」

　ちらりと廊ろう下かへ目をやると、隣となりのクラスにいるイギリス系高身長イケメンが俺を心配そうに見つめながら、茶髪の女生徒と談だん笑しようしていた。

「前々から思っていたんだが……あれ、狙ねらってるんじゃね？」

「何を？」

「お前のケツを」

「ケツてなんやねん」

　アホアホしい。

　サラスじゃあるまいし……

　待てよ？　サラスが有り得るんだったら、アンダーソンくんも有り得るんじゃ……

　じーっとアンダーソンくんを見ていると──

　ぺろり。

　唇くちびるを舐なめた！

　俺を見ながら、舌なめずりをしやがった！

　まさか……本当に……織戸の言うとおり……

　さらにアンダーソンくんは、ずずずいっとこちらへ歩いてくる。

　制服に、手を掛けながら……

　まさか……今ここで？

　こんな公衆の面前で、俺を『掘ろう』って言うのか？

　言葉も出ない俺の隣の席に、アンダーソンくんはジャージを置いた。

「おっと、そう言えば次体育だったな。どうするんだ？　見学するのか？」

　織戸に言われて思い出した。

　体育は隣のクラスと合同だ。だから、別にここで着き替がえることになんの違い和わ感かんもない。

　舌なめずりも、冬で唇が乾かん燥そうしただけだろう。

　なんだ、俺の取り越こし苦労だったな。

「いや、参加するよ。体動かさないと頭が動かないわ」

「あはは、相川らしいね」

　健康的な白い歯を見せて笑うアンダーソンくん。

　なっ！

　俺は愕がく然ぜんとした。

　なんと、アンダーソンくんは上着を脱ぬいでいるではないか。

　この寒い冬に、服を脱ぐなんて有り得ない事態だ。

　まさか──




　まさか俺を『掘ほる』つもりなんじゃっ！




　と思っていたら、体操着に着替えるだけでした。

　俺は目め頭がしらをぎゅっと押さえた。

　落ち着け。

　落ち着くべきだ。

　当たり前じゃないか。着替えをしているんだから、裸はだかになるのは当たり前。




　裸になるのが当たり前だって！




　俺は辺りを見み渡わたした。

　誰も彼もが服を脱ぎ始めている。

　なんだ……なんなんだこれは！




　パーティの始まりじゃねえか！




　全体的にピンク掛かった、ぼやけた視界の中で、踊おどり狂くるう裸の男たち。

　ここで着替えろっていうのか？

　こんな、変態たちのエデンで。

　そんなことをしてみろ………………掘られ放題じゃねえかよ！

「相川、早く着替えろよ。行くぞー」

「お、おう」

　織戸に催さい促そくされて、俺は覚かく悟ごを決めた。

　大丈夫。もし掘られそうになったら、逃にげればいいだけだ。




　そう簡単に、俺を掘れると思うなよっ！




　体操着に着替えるため、俺は立ち上がり、ばっと制服を脱ぎ去った。

「ちょっとトイレ行こうかな」

　びっくーん。

　俺はジャージを握にぎりしめて硬こう直ちよくした。




　やばい！　掘るつもりだ！




　トイレに連れ込まれれば、一巻の終わり。

「おー、じゃあ俺も連れションすっか」

　織戸っ！　こいつ……まさか３Ｐをっ！　なんってアブノーマルな奴らなんだ！

「相川もいっとくか？」

「お、俺は……えっと……」

　顔が真っ赤になっていただろうが、大丈夫。

　俺は今風か邪ぜだからな。バレはしないだろう。

　もしバレてしまったら、一巻の終わり。

「やっぱり、今日の相川は体調が悪そうだね」

　煮にえ切らない態度の俺に、呆あきれた表情を見せながら教室を後にするアンダーソンくん。




　た、助かった……




　どうやら、無理矢理掘ろうという気はなさそうだ。

　と、言うことは、奴らは俺をその気にさせようと画策してくるだろう。

　ふっふっふ、そう簡単に俺が落ちるかなあ？

　貴様らの失策は、トイレに立ったことだ！

　俺はそそくさとジャージに着替えた。

　舞ぶ台たい俳優もびっくりの早着替えである。

　悔くやしがる二人の顔を見てやりたかったが、そのまま帰ってこなかった。

　どうやら、トイレはついでで、そのまま授業へ向かったようだな。

　なんだろうこの気持ち──

　俺は……何かを期待していた。







　体育館でバスケをするのが、冬の体育の鉄則だ。

　体育教師から、いつも中か外かを問われ、その都度中を選ぶのだ。

　外だとすぐマラソンだからな。

　これは怠なまけ者の体育教師の策略だ。

　一か所に集めることで管理しやすくし、仕事をサボろうとしている。

　しかしながら、高校生は自分たちで遊ぶ方が楽しいので、利害は一いつ致ちしていると言って良いだろう。

　む？　中を選ぶだって！




　俺は今まで、なんて卑ひ猥わいで不衛生な選せん択たくをしていたんだっ！




　俺は体育館の端はしで、切腹するときのように少し膝ひざを開いた正座をして、辺りを警けい戒かいしていた。

　もう誰だれも信用出来ない。

　ここには、変態共しかいない。

　周りの声に耳を傾かたむけ、俺を狙ってる奴やつがアンダーソンくんや織戸以外にいるのかも知れない。

　いや、男共だけではない。

　女子も、例外ではないのだ。

「かなみって、バスケ超ちよう上う手まいよな」

　ブルマがよく似合う、陸上部のアホ娘むすめが笑え顔がおを見せていた。

　まさかこのアホも変態なんじゃ──

　ん？　上手いって、何が上手いって言ったんだ？

　よく聞こえなかったが……まさかいかがわしいアダルトなことなんじゃっ！

「……いつから……やってるんだっけ？」

　その隣となりには、お下さげ髪がみの少女。

　やってる……だと？

　こんな見るからに清せい楚そな黒髪美少女が、まさかそんな……

　これが、これが魅み惑わくのガールズトークと言うものかーっ！

　清楚な女の子ほど、変態だったときの奇き矯きようさは、凄すさまじい興奮度を生む。

　それは、一発で惚ほれてしまうほどの──




　掘れてしまうだってっ？




　誰が掘られるかっ！　俺は絶対に負けない！

「お父さんが監かん督とくやってたからさ、小学校の頃ころから」




　お父さんが監督だってっ？




　まさか彼女がＡＶに出ていたとでも言うのかい！

　茶ちや髪ぱつでイケイケで、メイクもばっちりで、他ほかの女子高生より進んでるなとは思っていたが、まさか、そこまでとは──

　って、小学校の頃からっ？　どんだけー。

「お母さんがカメラ回してさ」

　お母さん何してんの！　冷静な家族だな。

「初めて入れた時ってどういう感じだった？」

「そりゃあ嬉うれしかったなー。泣いちゃいそうだったけど、我が慢まんした」

　初体験がＡＶなんだ！

　っていうか小学校の頃からっ！　どんだけー。

「じゃあお前らー、今日も適当に運動しとけー。あ、ストレッチはしておけよ」

　適当に出欠を取ってさくっと体育館を後にした体育教師。

　ここに、風邪をおして頑がん張ばろうとしている戦士がいるってのに、何の声も掛かけないのかよ。ちょっと心配されたり、褒ほめられたりを期待したんだけど……

　いや、これはむしろ、良いことではないだろうか。

　あくまで、変態なのは生徒であって先生ではないのだ。

　もしここで、あの冴さえない体育教師が、「相川～。どうしたんだ～？」なんて言ってきたら、「やばい、掘られる！」と感じていただろう。

　相手は分別ある大人の男性なんだ。

　良かったぜ、変態ばかりじゃないってのがよ。

「よーし、相川。俺とストレッチしようか」

　声を掛けてきたのは、やはりというか、アンダーソンくんだった。

　こいつ、ストレッチを利用して、俺のボディにＢを仕掛けるつもりだな？

「えー、オレが相川とやりたかったのにー」

　ぶーぶー言ってるのは、短髪の少女だった。

　この隠かくれ巨きよ乳にゆうめ。エロい体しやがって。逆に、エロい体しやがって。

　こいつは変態に違ちがいない。逆に、変態に違いない。

「じゃあ、俺がトモノリとやってやんよ」

　ニヤニヤ顔を見せたのは、メガネ界の紳しん士し、織戸。

「お前はいいやー」

　棒読みで否定され、織戸は俺の顔を切なそうに見る。

　やれやれ。助け船の出しようもないだろうが。

　はっ！　違うっ！




　こいつは、嫉しつ妬としているんだっ！




　俺がアンダーソンくんとストレッチすることを。

　そして、逆に俺を嫉妬させるためにさっきの行動に出たんだろう。

　全く、そんなことで俺が掘ほられると思うなよ！

「ほら、相川、足開いて」

　足を開けだって？　座っていた俺の背中をぐっと押すアンダーソンくん。

　どうする？

　ここで足を開けば最後──掘ほられてしまうんじゃないだろうか。

　いや、地面に尻しりを付けていれば、掘るのは無理だろう。

　くっくっくっ、その浅はかな考えに舌打ちでもするがいい！

　俺は足を開くと──

　ぐっと背中に体重を掛けられる。

「みちみちしてるみちみちしてるーっ！」

　ゾンビな俺は痛みを感じないが、この股ももを裂さかれる感じが苦手だ。

「相川、お前硬かたいね」

　ふふ、と小さく笑うアンダーソンくん。




　硬いだって？




　俺は咄とつ嗟さに股こ間かんへ視線を落とす。

　はっ！　そうか、そういうことかっ！

　アンダーソンくんは俺を掘るつもりじゃない！




　俺に、掘らせるつもりなんだ！




　硬くなったら最後、めくるめく禁断の世界へと誘さそわれることだろう。

　だが、まだまだ甘い。

　ごっつボインの頼たよれるお姉さんから、いけない女教師まで色んなエロと戦ってきたんだ。

　こんな密着ぐらいで、硬くなる訳がないっ！

　が──

　おおう……お……おおう……おう……

　アンダーソンくんは体温が高く、大きな手がとても気持ちいい。

　少し触ふれられるだけで、手を取り合うだけで、とても心地ここち良い。

　まずい。

　これはまずいぞ。

　このままだと、俺は──

「よし、じゃあ交代しようか」

　なん……だと……

　アンダーソンくんの目的は、俺をびんびんにさせることだったはずだ。

　まさかの焦じらしプレイなんて──さすがは学園一のテクニシャン顔。

　後ろからのし掛かると、アンダーソンくんは足を開く。

　なんて長い足なんだ。ごくり……

「相川ー」

　ぐへえ。

　さらに俺の後ろからのし掛かってきたのは織戸だった。

「いてててて」

　開かい脚きやく状態で二人の男にのし掛かられて、アンダーソンくんは笑顔で痛がっていた。

　く、苦しい──

　前門の猫ねこ、後門の鼬いたち。




　こんなの、ただの３Ｐじゃないかっ！




　やばいっ！　掘り、そして掘られる！

　そんなエンドレスワルツを踊おどる訳にはいかない！

　するりと男のサンドイッチから脱だつ出しゆつしたら、ジェンガが崩くずれるかのようにくちゃくちゃになりながら織戸とアンダーソンくんは倒たおれた。

「おいおい相川ー」

　失望したとでも言いたげな織戸。

「あっははは、急に動いたらバランスが」

　楽しそうなアンダーソンくん。

「もうストレッチいいんじゃないかな」

　俺はそんな二人の顔を見ずに歩き出す。

　危なかった。




　危あやうく、連結するところだった！




　間かん一いつ髪ぱつだわ。

　もしあのままぎゅってされていたら……

　胸がどきどきしてる。

　あれ？　なんだ？　この気持ちは……

　まるでサッカーが始まる前に国歌を聴きくかのように胸に手を当てて目を瞑つぶる。

　この胸の高鳴り、そしてぽーっと熱く火ほ照てった体。

　俺は、どこかで期待しているのだろうか。

　掘られることを──







　バスケの試合が開始した。

　俺の組はアンダーソンくんや織戸、そしてクラスメイトの男子。

　対するは、女子三人組に、クラスメイトの男子二人。

　なんだ、女が相手か……とがっかりする人間もいるだろうね。

　てっきり、アンダーソンくんは俺と別のチームに入って、ディフェンスすると見せかけてお尻を触さわってくるようなセクハラ行こう為いに及およぶと思っていたが、そんなこともなさそうだ。

　一体、何を考えてやがるんだ。

　確実に掘りに来るはず……

　試合が始まると、バスケ部が張り切っていた。

　激しいプレイ。




　激しいプレイだって！　まさか、これはすでにプレイの一いつ環かんなのでは！




　やばい……掘られるっ！

　隙すきを見せれば、すぐに掘られるはずだ。

　俺はサイドラインぎりぎりに立って、背後に回られないように気を付けていると──

　アンダーソンくんがやってきた。

「おい、やっぱり調子が悪いのか？　相川」

「ん？　どうして？」

「棒立ちじゃないか」

　棒……立ち？　はっはっはっ、とうとう本ほん性しようを現しやがったな。

「俺が立ってるのは乳ち首くびだけだっ！」

「あははははははっ！　いきなり何言ってるんだよ」

　満面の笑えみ。ばんばんと俺の背中を叩たたいて大きく笑っていた。

　何この素す敵てきな笑顔。超ちよう格好いいんですけど。

「奇き遇ぐうだな相川。俺も乳首はびんびんだ！」

　腕うでを組んで、くいっとメガネを押し上げる織戸。

「まあ、寒いからなー。って、何の話してんだよお前らっ！　もうっ！」

　ダムダムとボールをつく短髪の少女。

「なんだ？　トモノリもびんびんか？」

　織戸は壮そう絶ぜつなニヤけ顔で嗾けしかける。

「ええー？　……お、オレは、まあなんつーかあれだ」

　顔を真っ赤にして、その恥はずかしくなった顔を隠かくすようにバスケットボールを顔の前へ持ってくる少女。

「びんびんなんぐへえええええええっ！」

　バスケットボールをぶつけられた織戸は、尋じん常じようじゃないぐらい吹ふっ飛んだ。

　まあ、ただの人間じゃないからな。体育館のつるつるとした床ゆかを滑すべりに滑って壁かべに後頭部を打ち付けるような衝しよう撃げきをぶつけるぐらい造作もない。

「うっせえよもうっ！」

　ぷんぷん怒おこるその姿は、ただのアホっぽい。

「相川は風か邪ぜでしんどいんでしょ。無理させないで続きやろうよ」

　織戸を無視して試合を開始するキャバ嬢じよう風女子高生。

「そうだな。ポジショニングが甘くても仕方がないか」

　アンダーソンくんはそう言いながら残念そうに戻もどっていく。

　ポジショニングだって？




　俺のポジショニングのどこが甘いというのかっ！




　今日はアルティメットチンポジーなのを着き替がえる際にも確かく認にんした。

　パーフェクトチンポジーと言っても良いだろう。

　たとえ横から蹴けりを入れられてもズレない自信がある。

　つまり、アンダーソンくんにとって、このベストチンポジーは、デリシャスチンポジーではないということだ。

　食べる気だったが、上う手まく入らない位置にあるんだろう。

　くっくっく、そうそう掘らせるものかよ。

　あー、それにしても頭が痛い。

　少し遠巻きで試合を観戦する。

　まあ五人全員が動く体育なんて、そうそうないからな。あくまで遊びの域だし、俺一人が動かなくてもそんなに戦せん況きように差はない。

　アンダーソンくんが一人で突つっ込んで、一人で入れる。




　おいおい、なんて独りよがりなプレイなんだっ！




　……そんなアンダーソンくんの雄ゆう姿しを見ていたら、俺はなんだか……だってなんだか、だってだってなんだもん。

　飛び散る汗あせ、靡なびく髪かみ。──そして、もっこりとした股こ間かん。

　ごくりと喉のどが鳴る。

「そう何度も好きにはさせねえぜ！」

　男子の股間とアンダーソンくんの尻しりが擦こすれ合っている。

　あれ？　なんだ？　この気持ちは。

　俺はアンダーソンくんの尻に押しつけられる男子の股間が気になって仕方が無かった。

　この悔くやしさ。焦しよう燥そう感かん。

　モヤモヤとした不快な苛いら立だち。

　楽しそうに股間をぶつけ合う男子を、羨うらやましいと思っているのか？

　いや、そうじゃない。




　おい、その尻は俺の尻だぞ。




　ふと、そんな言葉が頭をよぎる。

　気がつけば、俺は走っていた。

　アンダーソンくんからパスを貰もらって、シュートを決める。

　すると、アンダーソンくんは笑顔でやってきては、俺をハグする。

「ナイス！　相川！」

　ああ……なんだこの体の火照りは……

　俺は目を閉じて、その余よ韻いんを感じていた。

「相川、やっぱりウチのバスケ部に入ってくれないかな？」

　入る？　え？　今？　ここで？

「本番だけでいいからさ」

　その本番が問題なのに……でも……

　本番……

　俺は即そく答とうできなかった。

「ちゃんとした試合でプレイすればさ、きっと相川もハマると思うんだ」

　ああ……なんだこの気持ちは……

　アンダーソンくんの言葉一つ一つに、体がぞくぞくと打ち震ふるえている。

「さっさと続きやろうぜー」

　短たん髪ぱつの少女に声を掛かけられて、アンダーソンくんは手を振ふる。

「わかったー」

「……アンダーソン……くん」

　俺は熱を帯びた視線を送っていた。

「よし、相川、一いつ緒しよに行こうか」

　一緒にイクだって？　なんて紳しん士しなんだ。

　男なんて、自分勝手に果てていくモノだ。




　それを、一緒にイクだなんて……




「いいよ」

　と、俺は呟つぶやいた。

　ぽっと赤く染まった頬ほおに手を当てると、とても熱かった。

「じゃあ、とりあえず俺が中へ突っ込むから、相川は後ろから突っ込んでこい」

　バックでやろうってことか。

　くそ、なんて野性的で、そして豪ごう快かいなんだこの人は。

　堪たまらねえぜ。

「……いや、でも……」

「緊きん張ちようしてるのか？」

「そりゃ緊張するだろ」

「初めてって訳でもないだろうに」

　そうなのか！　ここにいる変態共は、日常茶さ飯はん事じなのか！

　俺が、俺だけが遅おくれているのではなかろうか。

　最近の高校生は進んでいるとは聞いていたが……ここまでとはっ！

「わかった」

　遅れる訳にはいかない。

　乗るしかないっ！　このビッグヒップにっ！

　まあ、アンダーソンヒップはこの頃ごろ流は行やりのお尻の小さな男の子なんだけどさ。

　華か麗れいなドリブルで特とつ攻こうするアンダーソンくんのケツにひっついて、俺は敵てき陣じんを駆かける。

　なんってケツしてやがる。




　ぷりぷりじゃねえか。




　涎よだれが垂れそうになり、俺はぐっとジャージの袖そでで口元を拭ぬぐった。

「相川っ！」

　しゅっ──────ごしゅっ。

　アンダーソンくんの尻を凝ぎよう視ししていた俺の顔面に、大きな大きなバスケットボールが強打した。

　バスケ部特有のバックパスは、相当速い。

　ゾンビな俺はそのスピードにいつも対応出来ていたが、今日はよそ見をしていたせいか、目の前に来るまで気付かなかった。

　まるでファーストパーソンシューティングでもやっているかのように、視界にモヤがかかり、周りの声がよりいっそう聞こえにくい。

　まぶたはうっすらとしか開かないばかりか、だんだん重く、落ちてくる。

　気がついたら俺の鼻っ柱を叩いたボールはてん、てん、と体育館の隅すみへバウンドし、俺は冷たいコートの上で大の字になって倒たおれていた。

「相川ーっ！」

　ひときわ心配そうな顔の少女が駆けてくる。

　必死に目を開こうとするが、ほんの少ししか開かない。何度も閉じては何度も開き、状じよう況きようを理解する。

「ちょっと、今の大だい丈じよう夫ぶ？」

　普ふ段だん優やさしさを見せない少女も可哀かわい想そうと言わんばかりだ。

「……保健室……行った方がいいよ」

　おどおどとした声のお下げ少女。

　その可愛かわいらしい少女たちの顔より、俺の眼中にあったのは、イケメンだった。

　きらきらと輝かがやいて見える甘いマスク。

　俺は気付いた。

　このクラスに変態が多いんじゃない。

　俺が、俺一人が変態だったんだ。

　いや、少し言い方が違ちがう。




　ああ、そうか……俺は……アンダーソンくんのことを……掘ほりたいんだ。




　やっと……自分の気持ちに……素す直なおになれたよ……アンダーソンくん。

　ありがとう。

「保健室行くか？」

　アンダーソンくんの美声に、俺は精せい一いつ杯ぱいの笑え顔がおで応こたえる。

「ああ……いっちまいそうさ」

　頭がどうにかしていた。

　本当に──

　本当に──
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「私は──やはり、皆みんなに疎うとまれているのだな」

　静かな声が、来らい禅ぜん高校の屋上に響ひびく。

「私は、皆とは違ちがう。それはわかっていた。だがそれでも……もしかしたら仲良くできるのではないかと、思っていた。……ふふ、馬ば鹿かだろう。皆にはっきりと敵意を示されるまで、そんな能天気なことを考えていたんだ」

　言って、夜や刀と神がみ十とお香かは悲しそうな笑えみを作った。

　肩かたに背に煙けぶる夜色の髪かみに、水すい晶しようのような瞳ひとみ。もしこの世の万ばん物ぶつが全能の神様とやらに創造されたものだとするのならば、彼女のデザインにはよほど心血を注いだに違いない。そんな馬鹿げたことさえ考えてしまうほどに可か憐れんな少女である。

　しかしその表情には今、深い落らく胆たんと絶望の色が浮うかんでいた。

「だが……やはり、駄だ目めだった。結局、あの女の言うとおりだったのだ。皆、私が存在することを許してはくれない。精せい霊れいと人間は、相あい容いれない存在なのだ」

　誰だれもが思わず息を呑のんでしまうであろう、あまりに美しく──あまりに痛々しい笑顔。

「ええと……十香？」

　だが、そんな彼女と向き合うように立った五いつ河か士し道どうは、困ったように頬ほおをかくことしかできなかった。

「盛り上がってるところ悪いんだが……たぶんそれは」

「いや……いいのだ」

　士道の言葉を遮さえぎるように、十香が手をかざしながらぴしゃりと言ってくる。

「おまえは優やさしいな、シドー。おまえという人間に出会えただけで、私には過ぎた幸福だったのだ。それ以上など望むべくもない」

「いや、だからそうじゃなくて……」

　士道は眉まゆを八の字にしながら頭をくしゃくしゃとかいた。なんと説明したら上う手まく彼女を納なつ得とくさせることができるのだろうか。

　なんとも複雑で、奇き妙みようで……阿あ呆ほらしい状じよう況きよう。

　ことの始まりは、数十分前のことだった。




　　　　◇




　四月二五日。十香が士道の通う来禅高校に転入してきてから一日。

　六時間目の授業が始まる直前、トイレから教室に戻もどった士道を待っていたのは、深呼吸をしたなら肺を傷つけてしまいかねないほどの、なんとも刺とげ々とげしい空気だった。

「貴様……いい加減にせねば怒おこるぞ！」

「何度でも言う。あなたにはここにいる資格がない。速すみやかに消えるべき」

「何だとッ!?」

　教室の奥でそんな言葉の応おう酬しゆうをしていたのは、十香と、肩口をくすぐる髪をピンで留めた、人形のように端たん整せいな造作の少女だった。

　士道の席を挟はさむように向かい合い、鋭するどい視線を交かわしあっている。互たがいに発し合った敵意が流ながれ弾だまのように周囲に撒まき散らされ、辺あたり一帯を険悪なムードに染めていた。

「お、おい、二人とも。一体何してんだよ」

　言うと、十香と少女──折おり紙がみが一いつ斉せいに士道の方に視線を寄よ越こしてきた。

「シドー！　聞いてくれ、こやつが──」

「五河士道。彼女の言葉に耳を貸しては駄目。あなたは騙だまされている」

　十香の言葉を遮るように、折紙が淡たん々たんとした声を発してくる。十香がさらに表情を険しくした。

「わッ、私はシドーを騙してなんかいないぞ！」

「精──あなたは人類の敵。あなたの言うことなど信用できるはずがない」

　折紙が途と中ちゆうで言葉を訂てい正せいして言ってくる。

　どうやら『精霊』と言おうとしたらしいが、衆目があることを思い出して言い直したようだった。

『精霊』。

　通つう称しよう、世界を殺す災さい厄やく。世界を蝕むしばむ大災害『空くう間かん震しん』の発生原因。

　そう。夜刀神十香は厳密に言うと人間ではない。

　今はとある方法によってその力を封ふう印いんされ、普ふ通つうの女の子と変わらぬ生活をしているものの、もともとは、精霊と呼ばれる特とく殊しゆ災害指定生命体だったのだ。

　そして折紙は、精霊を殲せん滅めつすることを目的とした対精霊部隊アンチ・スピリツト・チームの隊員である。彼女らが犬けん猿えんの仲であるのは当然といえば当然のことだった。

　だが、そうは言っても教室でこんな大おお喧げん嘩かをされてはたまらない。士道は二人をなだめるように間に入った。

「落ち着けって。ここで喧嘩することないだろ」

「だ、だがシドー……」

　と、そこでチャイムが鳴り、ガラガラと扉を開けてタマちゃん先生が教室に入ってきた。天の助け。授業の始まりである。

　だが、

「──あなたはこの世界に必要のない存在。こう思っているのは私だけではないはず。誰も、人類に仇あだなすあなたを認めてなどいない」

　折紙が捨て台詞ぜりふとばかりにそう言ったものだから、十香が再びいきり立った。

「適当なことを言うな！　シドーは……シドーは私を認めてくれたぞ！」

「それは五河士道が優しいだけ。そんな彼の心の間かん隙げきにつけ込んだあなたは卑ひ劣れつ」

「な、何だと!?」

「私をはじめ、学校の誰もがあなたを疎んじている。せいぜい寝ね首くびをかかれないよう気をつけること」

「な……」

　十香が戦せん慄りつした顔を作り、辺りを見回す。

「ふ、ふん……誰が貴様の言うことなど……」

　そう言いながらも、十香の頬には汗あせがひとすじ流れていた。

「あ、あのぉ……授業始めますよぉ？」

　教きよう卓たくからタマちゃんの不安そうな声が聞こえてくる。見やると、もう士道と十香以外のクラスメートは皆着席していた。

「あ、す、すいません。ほら十香、座ろうぜ」

「む……うむ」

　士道が促うながすと、十香は素す直なおにうなずいて椅い子すに腰こしを落ち着けた。

　だが、あからさまに先ほどまでと様子が違う。妙みように緊きん張ちようしているというか、周囲に気を張っている感じだった。きっと、折紙に言われたことが気になってしまっているに違いない。

　だがそれも無理もないことだった。『生きた災害』である十香は生まれてからずっと、人間の攻こう撃げきに晒さらされ続けていたのである。転入してきて間もなく、顔見知りもいない学校の中でそんなことを言われて、動どう揺ようするなという方が無理な話だ。

「十香……あんまり気にするなよ？」

「ぬ、言われなくともわかっている。あんな奴やつの言うことなど──」

　と、そのとき、がしゃん、という音が教室に響き渡わたった。

　きっと誰かがペンケースでも落としてしまったのだろう。誰もさほど気にはしなかった。

　だが──

「……ッ!?」

　十香がビクッと肩を揺ゆらしたかと思うと、頭を抱かかえるようにして辺りを見回す。

「だッ、誰だ！　やるつもりか！」

　十香が息を荒あらくして叫さけぶと、教室の奥の方から申し訳なさそうな声が聞こえてきた。

「えーと……ゴメンね？　驚おどろかせちゃった？」

　十香は声を上げた女子生徒を油断なく睨にらみ付け、ようやく状況を理解したらしかった。大きく深呼吸をして心しん拍ぱくを落ち着けるようにしてから姿勢を正す。

「…………」

　士道は無言で頬をかいた。しっかり気にしてしまっているようである。

「……どうしたもんかな、こりゃ」

　と、士道が困った顔を作りながらうなると同時、右耳に装着していたインカムから聞き慣れた声が聞こえてきた。

『──ちょっと士道、十香の精神状態が乱れに乱れまくっているのだけれど、一体どんな変態行こう為いに及およんだの？　ブリッジの姿勢で十香のスカートに顔突つっ込みでもした？』

「……琴こと里り」

　士道は頬をぴくりと動かしながらその声に応じた。

　声の主は五河琴里。士道の妹にして──精霊を平和的手段を以もつて保護しようという組織、〈ラタトスク機関〉の司令官である。

　未いまだ学校に慣れていない十香に何か問題が起こったとき素早く対応できるよう、しばらくの間インカムを装着しておくよう言われていたのだ。

『封印を施ほどこしたとはいえ、十香はまだ不安定な状態なのよ。十香が魅み力りよく的なのはわかるけれど、性欲リビドーに忠実な行動は控ひかえて欲しいわね』

「何にもしちゃいねえっての」

　士道はため息混じりに言うと、ことの顛てん末まつを簡潔に説明した。

『なるほど……鳶とび一いち折紙ね。突っかかってくるとは思ったけど、面めん倒どうなことをしてくれたものね』

「ずっと落ち着かない様子だ。どうしたもんかね」

『んん、そうね。こういうときは……と、ちょっと待ちなさい。選せん択たく肢しが出たわ』

「え？」

　士道は眉をぴくりと動かした。







「ふむ……なるほど」

　士道たちのいる高校から、一万五〇〇〇メートルほどを隔へだてた空の上。

　そこに浮ふ遊ゆうした巨きよ大だいな空中艦かん〈フラクシナス〉の艦かん橋きようで、五河琴里はあごに手を当てながら足を組み替かえた。

　その視線の先。艦橋のメインモニタには今、落ち着かない様子の十香の姿と、三つの選択肢が記しるされたウインドウが表示されている。


　①、隣となりの席に手を伸のばし、授業中ずっと手を握にぎっている。

　②、板書の中に愛のメッセージを紛まぎれ込ませる。

　③、机の上に立ち、求愛のダンスを踊おどり始める。



「全体的に、十香に愛を伝えるタイプみたいね」

『は、はあ？　なんでそうなるんだよ。十香を落ち着かせるんじゃないのか？』

　スピーカーから、困こん惑わくした士道の小さな声が聞こえてくる。

　琴里は口にくわえていたチュッパチャプスの棒をピンと立てた。

「考えてもみなさい。こういうとき『気にするな』だなんて言われて、士道なら安心できると思う？」

『……あー……』

　士道が何か思い当たるところがあるようにうなる。琴里は続けて言った。

「疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいってるところにそんなことを言われても空そら々ぞらしいだけよ。そんなお決まりの言葉をいくつ並べるより、ちゃんと自分を認めてくれている人がいる、っていうのを示してあげた方が効果的でしょ」

『……そういうもんかねえ』

「いいから。とにかく、霊れい力りよくが逆流する前に十香を落ち着かせるわよ。──総員、選択！」

　琴里が言うと、艦橋下段のクルーたちが一斉に手元のコンソールを操作し始めた。







　数秒後、インカムを通して琴里の声が再び聞こえてくる。

『ふむ……②が多いかしらね。まあ確かに①も悪くないけれど、先生に見とがめられても面倒だし、妥だ当とうなところでしょ。──士道、②よ。問題に答えるふりをしながら、そうね、十香大好き、みたいな簡単なもので構わないわ。愛のメッセージを送ったげなさい。周りのみんなには気づかれないようにね』

「な……どうしろってんだよ、そんなの」

『その首の上に載のっているのがただの悪あく趣しゆ味みな置物でないなら、少しは考えを巡めぐらせなさいな。符ふ丁ちようを使うなり、縦読みを仕込むなりすればいいでしょ』

「……それ、大だい丈じよう夫ぶなのか……？」

『不満なら③の求愛ダンスに変えても──』

「すいませんやらせていただきます」

　士道が汗を垂らしながらそう言うと、タイミングよく黒板の前に立ったタマちゃん先生が声を上げた。

「はぁい、じゃあここ、わかる人いますかぁ？」

「……はい」

　士道は気乗りしないままそろそろと手を挙げた。心の中で誰だれか別の生徒が当てられないかなあなんて思いながら。

　しかし手を挙げたのは士道だけだった。先生が間延びした声で「じゃあ五河くん、お願いしますねぇ」と言ってくる。

　士道ははあとため息を吐ついてから立ち上がった。その際、ちらと右隣の席を見やる。

「……十香」

　士道が小さな声をかけると、十香がビクッと肩かたを揺らした。

「な、なんだ、シドーか。驚かすな。……何か用か？」

「……いや、まあ、なんだ。俺、今から黒板に答え書くから、よく見てろよ？」

「ぬ……？　わかった。よく見るぞ」

　十香が怪け訝げんそうに言いながら、しかし素直にうなずいてくる。

　士道は考えを巡らせながら教室の前の方に歩いていき、チョークを手にとって黒板に文章を記していった。




　十字軍の手によってヨーロッパにもたらされた

　香こう辛しん料りようは、ヨーロッパ人の嗜し好こうに

　大きな影えい響きようを残

　すこととなった。

　きりん




　……さすがに全文は思い浮うかばなかった。

「え、ええと……五河くん？　なんでこんな不思議な区切り方をするんですかぁ？　ていうか、この『きりん』っていうのは一体……」

　社会科教師にしてこのクラスの担任、岡おか峰みね珠たま恵え通つう称しようタマちゃんが、士道の顔を見上げながら苦く笑しようしてくる。

「……サービスです」

「いや、サービスって……」

　士道は困り顔を浮かべる先生を残して席に戻もどっていった。その際、隣の十香に声をかける。

「まあ……そういうことだから」

　なんとなく恥はずかしくなって頬ほおが熱くなるのを感じる。

　だが十香はきょとんとした様子で目を丸くするのみだった。

「む……？　うむ、シドーは色んなことを知っていてすごいな」

「…………」

　どうやら、士道の仕込んだ『十香大すき』のメッセージに気づいていないようだった。

　乾かわいた笑いを浮かべて席に着き、インカムに向かってひそめた声を発する。

「……おい、どうすんだよ、これ」

『あらら。十香には少し難しかったかしらね。もっとストレートな方がよかったかしら』

　インカムの向こうで琴里があっけらかんと言ってくる。

　と、そうこうしていると、再びタマちゃんが声を上げた。

「ええと……ちょっと五河くんの答えは哲てつ学がく的すぎるので、誰か他ほかにいませんか？」

　すると、士道の左隣に座っていた折紙が、ピッとまっすぐ手を挙げた。

「あ、じゃあ鳶一さん。お願いできますか？」

　タマちゃんがホッとした様子で笑え顔がおを作る。それはそうだ。鳶一折紙は定期テストで常に学年首席を獲かく得とくする学校きっての秀しゆう才さいである。彼女ならばきっと、完かん璧ぺきな回答をしてくれると思ったのだろう。

「…………」

　しかし折紙はキッと視線を鋭するどくして士道と十香を睨み付けてから席を立ったかと思うと、黒板にリズミカルにチョークを滑すべらせ、こんな文言を記した。




　十字軍の遠えん征せいに参加した騎き士したちはイスラム文化圏けんに

　て香辛料に出会い、その後のヨーロッ

　パ人の嗜好に大きな影響を与あたえた。その後、

　ジェノバ、ベネチアの商人などが交易の中心となる。

　スルメイカ




　……『十香のバカ』。

　なんだか、縦読みより高度な斜ななめ読みだった。

「え、ええと……十字軍にスルメイカ全然関係ないですよ……ね？」

　学校一の天才の答えだけに、何か裏があるのではないかと困惑する先生を無視して踵きびすを返すと、折紙はもう一度士道と十香を睨にらんでから席に着いた。

　多分……というか間ま違ちがいなく、士道への回答アンサーだった。肝かん心じんの十香にはメッセージが届いていないのに、折紙には察せられてしまっていたらしい。

「ぬ……っ？」

　不意に十香が眉まゆをひそめると、キッと折紙の方を睨み返した。

「貴様、バカとはなんだ、バカとは！」

「なんのことかわからない」

「とぼけるな！　斜めに書いてあるではないか！」

「私は回答を書いただけ。もしそう読めたのなら偶ぐう然ぜん。それを見つけたあなたの心が穢けがれている」

「な、なんだと!?」

「や、夜刀神さん、落ち着いてください」

　タマちゃん教きよう諭ゆに止められ、十香がぐるる……とのどを鳴らしながらも矛ほこを収める。

　どうやら士道のメッセージには気づいてくれなかったのに、よりわかりづらい折紙のそれは解読できたらしい。なんとなく腑ふに落ちない気分になって、士道は大きなため息を吐いた。







　──だが、騒そう動どうはそれだけでは終わらなかった。

　それから数分後。結局先生が模も範はん解答を黒板に記し、授業は先に進んでいた。

　が、未いまだに右の席からは、ピリピリとした空気が漂ただよっていたのである。

「……琴里、十香の精神状態は？」

『好転は見られないわね。あんまり望ましくない状じよう況きようよ』

　聞くまでもないでしょ、というように琴里が答えてくる。士道ははあと息を吐はいた。

「そうか、じゃあ……」

　と、士道が言葉を継つごうとしたところで。

　不意に教室の外──校庭の方から、パン！　と乾かわいた銃じゆう声せいが響ひびき渡わたった。

　恐おそらく外で体育の授業をやっているのだろう。体育の葛くず原はら教諭は形から入るのが大好きなため、大会でもないのに短たん距きよ離り走にスターターピストルを使いたがるのである。

　クラスの面々にしてみれば慣れっこである。誰もさほど驚おどろいた様子はない。

　だが、士道はハッと顔を強こわばらせた。

　理由は単純。このあとに起こるであろうことが容易に想像できてしまったからだ。

「ひ──ッ!?」

　十香が息を詰つまらせたかと思うと、ドンガラガッシャンと椅い子すから転げ落ち、机の下に潜もぐり込んで窓の方を睨み付ける。

　瞬しゆん間かん、ピシッ！　という音が鳴って、教室中の窓ガラスにヒビが入った。

「う、うわっ！」

「えっ、何これ!?」

　銃声には慣れていたクラスメートたちも、さすがに窓ガラスにヒビが入ったのには驚いたようだった。窓まど際ぎわの席の皆みんな（折紙を除く）が、慌あわてた様子で席から立つ。

「シドー！　危ない！　伏ふせるのだ！　シドー！」

　十香が顔を緊きん張ちように染めながら叫さけんでくる。士道は頬をぴくつかせながらインカムに話しかけた。

「琴里……これって」

『ええ、間違いなく十香の仕し業わざよ。無意識でしょうけどね。早く肩でも抱だいて落ち着かせてあげてちょうだい』

「お、おう……！」

　士道は指示通りその場に膝ひざを折ると、顔を戦せん慄りつに染める十香の肩に手を置いた。

「落ち着け十香。あれは短距離走の合図の音だ。別におまえを狙ねらってるわけじゃない」

「な……そ、そうなのか？」

　士道が「ああ」とうなずくと、十香はずずっと鼻をすすってから立ち上がった。

「ふ、ふん、そんなことだろうと思った。別に怖こわがってなどいないぞ」

「ああ……そうだな」

　士道は苦笑しながらうなずいた。明らかに無理をしていたが、それを指し摘てきして十香を不ふ機き嫌げんにする必要もないだろう。

　そうこうしているうちに、教室での騒動も落着しつつあった。ガラスの破は片へんが飛び散ったわけでもないため、一応席を全体的に廊ろう下か側に寄せて授業が再開されようとしている。

　ちなみに銃声とともにガラスにヒビが入ったため、それが原因ではないかという声がちらほらと聞こえてきていた。気の毒ではあるが、もしかしたら葛原教諭は今後スターターピストルの使用を禁止されてしまうやもしれなかった。







　そんな騒動からさらに一〇分後。

「はい、じゃあ皆みなさん、授業を再開しますよ。ええと……」

　タマちゃんがそう言いながら、黒板の上の方を見やった。どうやら先ほど板書した箇か所しよを指し示したいらしい。

　タマちゃん教諭は、その愛らしいニックネームが示すように、とても小こ柄がらな先生である。黒板の高い位置に板書をするときは椅子を用いねばならないし、再度その箇所を指し示す際は、また椅子をその位置に移動させていた。

　生徒たちはそんなタマちゃんの姿を微笑ほほえましく見守っていたのだが、当の本人は少し気にしていたらしい。

　不敵な笑みを浮かべ、教きよう卓たくの上に置かれていたポーチを探さぐる。

「ふふふ、今日は秘密兵器があるんですよぉ。じゃーん！　レーザーポインター！」

　言って、タマちゃんはペンライトのようなものを取り出した。

　そしてそれを黒板の上部に向けて構え、ボタンを押すと、その先せん端たんから赤い光が発され、黒板に書かれた文字を指し示す。

「はい、ここです。テストに出ますからよく確かく認にんして──」

「シドー!!」

　そのとき、タマちゃんの言葉を遮さえぎるように、十香の絶ぜつ叫きようが教室中に響き渡った。

　次の瞬間にはけたたましい音を立てて机が前方に蹴けり倒たおされ、その陰かげに隠かくれるように十香が身を屈かがめる。そう──まるで、タマちゃんから身を隠すかのように。

　そして十香は手を伸のばすと、士道の襟えり首くびをむんずと掴つかみ、床ゆかに引っ張ってきた。

「う、うわッ!?」

　突とつ然ぜんのことに驚き、頭をしたたかに打ち付けてしまう。

「と……十香……？」

　ぐわんぐわんと揺ゆれる意識の中、そんな声を発する。すると十香は、戦慄した様子で震ふるえる声を発してきた。

「危なかった……まさかタマちゃん先生がメカメカ団に通じているとは。残念だ……先生は信用に足る人物と思っていたのに！」

「は、はあ？　なんでそんな……」

「あのレーザーだ！　あの装備、間違いなくメカメカ団のものだ！」

　十香の言うメカメカ団とは、ＡＳＴ──対精霊部隊のことだ。確かにＡＳＴは生成魔ま力りよくをレーザー状にして攻こう撃げきを行う装備をよく用いているが……いくらなんでもポインターに殺傷能力はないだろう。まあ、目に当てるなどすれば視力に深刻な影えい響きようは出そうだが。

「えっ？　えっ？　な、なんですかぁ……？」

　タマちゃんが困こん惑わくした様子で眉を八の字に歪ゆがめる。

「今いま更さらとぼけるな！　貴様、そのレーザーナントカで何をしようとした！」

「こ、これですか？」

　タマちゃんが手にしたレーザーポインターに視線を落とす。その際、先せん端たんから発された赤い光が黒板から移動した。

「！　危ない！」

「むがっ!?」

　十香が叫び、士道の頭をギュッと抱かかえ込むようにしてくる。十香の柔やわらかくて温かい胸の感かん触しよくが顔に押しつけられ、すぐに途と方ほうもない幸福感と──酸欠状態が押し寄せてきた。慌ててバンバンと十香の腕うでをタップする。

「んー！　んー！」

「シドー……？　シドー！　どうしたのだ、シドー!!　おのれタマちゃん……ッ、一体シドーに何をした！」

「えっ、えぇぇぇッ!?　わ、私ですか!?」

「んー！　んー！」

　……結局、拘こう束そくから抜ぬけ出し、十香の誤解を解くのに、それから一〇分のときを要してしまった。







「はぁ……散々な目に遭あった」

　それからどうにか授業は再開した……のだが、十香の警けい戒かい心は一層強まってしまったようだった。自分の背後に人がいるというのも落ち着かないらしく、時折ちらちらと後方に目をやっていたりする。

「……こりゃ、重じゆう症しようだな」

　士道は力なく苦く笑しようした。これは今日中になんとかなる問題ではないかもしれない。幸いもう六時間目であるし、なんとかこの授業を凌しのいだのち、琴里に任せた方がいいだろう。

　と、そこで士道は背中をつつかれるような感触を覚え、ふっと後方に振ふり返った。

　すると後ろの席の生徒が、何やらメモ用紙を小さく折おり畳たたんだようなものを手て渡わたしてくる。

「……？」

　視線で「これはなんだ？」と問い掛かけると、これまた視線とジェスチャーで「読んで」と返してくる。士道は怪け訝げんそうに眉をひそめながら、折り畳まれたメモを広げた。

　そして、目を丸くする。

　そのメモには大見出しで『十香ちゃん歓かん迎げい会かい開かい催さい決定！』という文言が記しるされ、その下に、細かい内容等が書かれていたのである。

「歓迎会……？」

　小さな──それこそ隣となりの十香にすら聞こえないような声で、呟つぶやく。なんでも、まだ今ひとつクラスに慣れない様子の十香のために、今日の放課後、ささやかながら歓迎パーティーの準備をしてあるらしい。

『どうしたの、士道』

　右耳に琴里の声が聞こえてくる。士道は先ほどと同じくらいの小さな声で、クラスのみんなが十香の歓迎会を開こうとしているらしいことを伝えた。

『へえ、誰だれの発案か知らないけれど、気が利きいてるじゃない。士道にもそれくらいの甲か斐い性しようが欲ほしいわね』

「……一言余計だっての」

　憮ぶ然ぜんとした調子で返す。

　だが、歓迎会の提案がありがたいのは確かだった。折紙の一言がきっかけで疑ぎ心しん暗あん鬼きになっている十香ではあるが……皆がはっきりと歓迎の意思を示してくれたなら、それもきっと収まるだろう。

　だが、

「ん？」

　士道はメモの下部に記されている文言を見て、眉まゆの端はしをぴくりと動かした。

　そこには『六時間目の授業が終わると同時に、サプライズパーティー開始！　先生にも許可を取ってあるから、合図に合わせてコレを引いてね！[image: ]』と書かれている。だが、その矢印の先には何もなかった。

「なんだこりゃ」

　と、士道が首を傾かしげていると、再度背中がちょんちょんとつつかれた。

　見やると、後席の生徒が「ごめんごめん、忘れてた」というようにジェスチャーをしながら、何かを手渡してくる。

「…………」

　紙でできた円えん錐すい形けいの物体──クラッカーである。

　それを受け取った瞬間、士道は頬ほおの筋肉が痙けい攣れんするのを感じた。

　いやーな予感が、心中に広がっていく。

　が、そんな士道の思案を考こう慮りよすることもなく、スピーカーから授業の終わりを示す聞き慣れたチャイムが鳴り響ひびいた。

「あ、もう時間ですか。はい、今日の授業はここまでです」

　タマちゃんが妙みように楽しそうな含ふくみ笑いを漏もらしながら、教卓の中をゴソゴソと探さぐる。

「じゃあ、皆さん、準備はいいですかぁ？　せーのっ」

　と、タマちゃんの声と同時に、教室中の生徒が一いつ斉せいにクラッカーを取り出し、十香に向けた。

「な……ッ!?」

　十香は突然のことに顔を戦慄に染めると、ガタッと椅い子すを倒してその場に立ち上がった。

「な、なんのつもりだ……!?」

　十香の言葉にクラスメートたちはニヤニヤと笑みを浮うかべながら、クラッカーを持つ手にぐっと力を入れる。

　しかもその瞬しゆん間かん折紙が、

「──総員、攻撃開始」

　だなんて言ったものだから、十香はさらに顔を絶望に染めることとなった。




　──パンッ！　パパパパパパパパパパパパパパパパパン!!




　最初の一発を皮切りに、連続して凄すさまじい音が教室中に鳴り響く。

「う、うわぁぁぁぁぁぁぁぁッ！」

　十香は泣きそうな顔を作って身を翻ひるがえすと、アメフト選手のような見事な身のこなしでクラスメートたちの間をすり抜け、教室から出ていってしまった。

「十香!!」

　士道は慌あわててその場から駆かけ出すと、十香のあとを追った。




　　　　◇




　……そして、現在に至る。

　士道は頬に汗あせを垂らしながら、高校の屋上に立ちながら悲しげな顔を作る十香に再度声をかけた。

「十香、とにかく教室に戻もどろう。な？　みんな待ってるぞ」

「迎げい撃げきの準備をしてか……!?」

「いや、だからそれは誤解で……」

「シドーも見ただろう。あの悪逆かつ無む慈じ悲ひな集中砲ほう火かを！　あやつら……私を油断させておいて、一気に攻撃をしかけてきたのだ！　直前まで私が殺気に気づかなかった。よほどの精せい鋭えい部隊に違ちがいない……！」

　十香が両手を戦慄わななかせながら言う。……まあ、もとよりないものは気づきようがないだろう。

「と、とにかく、あやつらが来る前に逃にげねばならん！　シドーも一いつ緒しよに来るのだ。精せい霊れいと関かかわりを持ったとあれば、あやつらに何をされるか──」

　と、そんな十香の声を遮さえぎるように、下方から地鳴りのような音が響いてきた。

　すぐに、十香が破は壊かいした扉とびらを通り、クラスメートたちが屋上に飛び出してくる。

　そして彼らは十香と士道を取り囲むように展開すると、十香に視線を送りながら、口々に声を発してくる。

「あ、こんなところにいた。ようやく見つけたわよ」

「手間かけさせやがって。もう逃がさないからな」

「さぁ、パーティーの始まりだぜぇ」

　言って、クラスメートたちがニヤリとサディスティックな笑えみを浮かべた（気がした）。

「く……」

　十香がぎりと奥歯を噛かみ、忌いま々いましげにうめく。

　別に彼らが言っていること自体は普ふ通つうなのだが、十香のフィルターを通して見たとき、その台詞せりふにどんな意味が付ふ与よされているのかは想像に難かたくなかった。

「な、なぜ……執しつ拗ように私を狙ねらう！」

「なぜって……そんなわかりきったことを聞かれてもなあ」

「うん、私たちは、ただ十香ちゃんと仲良くしたいなあと思ってるだけよ」

「そうそう。一緒に楽しもうぜ……？」

　言って、クラスメートたちが手をわきわき蠢うごめかしながらじりじりと距きよ離りを詰つめてくる。まるでゾンビの一団が生存者に迫せまるかのような様子だった。……正直、十香でなくてもちょっぴり怖こわかった。

「く、来るな……っ！」

　十香は恐きよう怖ふに染まった声を発しながら後ずさった。だが場所は屋上。すぐにがしゃんという音がして、十香の退路がフェンスに阻はばまれてしまう。

「!!　あ、あ、あ……」

　十香が、今にも泣き出してしまいそうな顔を作る。

　だが、クラスメートたちの進行は止まらない！

「！　十香、落ち着──」

「う、あ、ああああああああああああああああああああああああ──ッ!!」

　士道の声を掻かき消すように、十香が凄まじい絶ぜつ叫きようを上げた。

　それと同時、ビーッ！　ビーッ！　というけたたましい音が、士道の鼓こ膜まくを痛いくらいに叩たたく。士道は思わず顔をしかめた。

「な、なんだぁ……？」

　士道が声を発すると同時、右耳に装着したインカムから琴里の声が響いてきた。

『──士道！　まずいわ！』

「え……っ!?」

　瞬間──

　ゴゴゴ……ッ、と鈍にぶい音を立てながら、校舎全体が揺ゆれ始めた。

　下方から窓ガラスが次々に割れる音が響き、学校を構成する建材がミシミシと悲鳴を上げ始める。屋上に次々と亀き裂れつが走り、耐たい震しん性に優すぐれた最新工法で建てられたはずの校舎を細かく分割していった。

「わわ……、じ、地震!?」

「でかいぞ！　みんな気を付け……！」

　さすがに周囲のクラスメートたちもあたふたし始める。

　だが、士道には他ほかの生徒たちと同じように驚おどろいている余よ裕ゆうはなかった。ただ真まっ直すぐ、頭を押さえながら叫さけびを上げた十香の方に視線を送る。

　恐おそらく──これは地震などではない。十香の仕し業わざである。

　だが十香の様子を見る限り、力を制せい御ぎよできているとはお世せ辞じにも言えない状態であることが容易に知れた。

「し、シドー……！」

　凄まじい震動に、自身も立っていられなくなってしまったのだろう、その場に膝ひざを突つきながら、十香が不安そうな顔で士道の名を呼んでくる。

　それとまったく同時に、琴里の怒ど鳴なり声が右耳の鼓膜を痛いほどに叩いてきた。

『士道！　急いで十香の精神状態を落ち着けなさい！　このままじゃ校舎が崩ほう落らくするわよ！』

「ど、どうすりゃいいんだよ……！」

『決まってるでしょ！　優やさしく抱だきしめてあげるの！　愛の言葉を囁ささやくとなおよし！』

「そ……そんなこと──」

『いいから早く！』

「ああッ、もう！」

　他に思い当たる方法もない。士道は揺れる校舎の上をどうにか進み、十香に向かって手を伸のばした。

「十香、大だい丈じよう夫ぶだ、俺が──」

　だが、その瞬間。

　ピシ、という音が辺りに響くと同時、十香と士道を隔へだてるように校舎に這はっていた亀裂が一気に大きくなり──

「な……！」

　屋上の一部が、滑すべるように崩落を始めた。

　無論、その上に膝を突いていた十香はひとたまりもない。支えを失った彼女の小さな身体からだは、屋上の床ゆか面めんとともに下方へと滑り落ちていった。

「う、うぁぁぁっ！」

「十香!!」

　咄とつ嗟さに地面を蹴けって手を伸ばす。すんでのところで、士道は十香の手をとることに成功した。

「シドー！」

「だ、大丈夫か、十香……！」

　歯を食いしばり、うめくように言う。十香の足先の遥はるか下で、崩落した屋上の一部が地面に激げき突とつし、凄まじい音と土つち煙けむりを上げた。士道の反応が一瞬遅おそければ、十香もまたあの瓦が礫れきの仲間入りを果たしていただろう。

　だが、士道に息を吐つく余裕などはなかった。あくまで最悪の事態をいっとき回かい避ひしただけに過ぎない。十香の身体は士道の腕うで一本に支えられただけの状態で宙ぶらりんになっており、いつ落ちてしまっても不思議はなかった。

　どうにか校舎を襲おそう震動は収まり始めていたのだが、不安定な体勢のまま咄嗟に手を伸ばしたため、身体に力が入らない。このままでは、十香を引き上げるどころか士道までもが一緒に地面に真っ逆さまに転落してしまうだろう。

　十香もそれを察したのだろう、キッと眉まゆ根ねを寄せ、士道に言葉を投げてくる。

「シドー、駄だ目めだ。このままではおまえまで落ちてしまう。手を離はなしてくれ」

「んなコト……できっかっての……！」

「私ならばこの程度の高さから落ちたところで死にはしない！」

「そういう問題じゃ……ねえッ！」

　士道が叫ぶと、十香はぐっと歯を噛みしめた。

　そうしてから、士道の手を握にぎり返していた手の力を、徐じよ々じよに緩ゆるめていく。

「！　十香、おまえ、何を……！」

「……すまん、シドー。おまえの気持ちは嬉うれしい。だが、私のせいでおまえが傷つくのは──もう、見たくないのだ」

　言って、十香が完全に手の力を抜ぬく。

「ぐ……！」

　士道はさらに手に力を込こめるが、さすがに支えきれない。十香の手が士道の手からするりと抜け落ち──

「……え？」

　次の瞬しゆん間かん、士道は呆ぼう然ぜんと目を見開いた。

　士道の肩かた口ぐちから手が二本ぬっと伸びて、十香の腕を掴つかんだのだ。

　一瞬、極限状態の士道が新たな力に目覚めでもしたのかと思ったが──違う。

　十香の手を掴んだのは、震動が止やんだあと、後方から駆けつけたクラスメートたちだった。

「はい、十香ちゃん確保！　一気に引っ張って！」

「根こん性じよう入れる！　せーのっ！」

　そんな号令とともに、後方から『オーエス！　オーエス！』と綱つな引ひきのときのようなかけ声が響ひびき、十香の身体が一気に屋上に引っ張り上げられる。

　十香が呆然とした様子で皆みんなを見回すと、ぱちぱちぱちぱち！　という拍はく手しゆと、テンションの高い歓かん声せいが巻き起こった。

「な……」

　今の今までクラスメートたちを警けい戒かいしていた十香は、士道に困こん惑わくに染まった視線を送ってきた。

「シドー……なぜ、こやつらは、私を……」

「え？　ああ、そりゃまあ、なんつーか」

　士道は頬ほおをかきながら続けた。

「……友達、だからじゃないか？」

　その言葉を聞いて──十香は、目を丸くした。




　　　　◇




　果たして、十香の歓かん迎げい会かいは行われる運びとなった。

　さすがに校舎は崩落の危険があるということで立ち入り禁止になってしまったが、幸い教室に用意されていたお菓か子しや飲み物に被ひ害がいはなかったらしい。それらを持ち出して、青空（というには若じやつ干かん日が傾かたむきかけていたが）の下でパーティーとなったのである。

　十香も、未いまだ全ぜん幅ぷくの信しん頼らいとまではいかないまでも、先ほどの一件で少しは皆に心を開いたらしい。皆に囲まれながら、慣れないながらもいろいろと話をしていた。

　そんな様子が微笑ほほえましくて、士道は小さく唇くちびるの端はしを上げると、手にしていたジュースを一口飲み込んだ。爽さわやかな林りん檎ごの甘さが、のどに染しみ渡わたっていく。

「ん……？」

　と、士道は眉を跳はね上げた。クラスメートの中に、鳶一折紙の姿が確かく認にんできたのだ。誰だれとも会話をせず一人で立っているものの、紙コップを持っているあたりパーティーには参加しているのだろう。

　そんな士道の視線に気づいたのだろうか、先ほど十香を助けた女子生徒の一人が、声をひそめて話しかけてきた。

「ねー、びっくりでしょ。みんなが十香ちゃん探しに出で払はらったあと、教室に残されてたお菓子や飲み物を保護してくれたのって鳶一さんなんだよねー」

「え？　そうなのか？」

「そうそう。十香ちゃんと仲良くなりたいならそう言えばいいのにねー。……いやまあ、恋こい敵がたきにそんなこと言えないかー」

「な、なんだよ……」

「べっつにー」

　ニヤニヤと笑いながらそんなことを言って、女子生徒が去っていく。

　士道は「……ったく」と息を吐いたあと、再度折紙に目をやった。

　もし折紙が十香と仲良くしたいと思っている、というのが本当なら……それはとても素す敵てきなことではないか、なんて思って。

　と、そんなことを考えていると、右方から十香の弾はずんだ声がかけられた。

「シドー！　皆にお菓子をいっぱいもらったぞ！」

　右手に紙コップ、左手にパンパンになったビニール袋ぶくろを持った十香が、元気よくそう言ってくる。数十分前の十香とのギャップに、士道は思わず笑ってしまった。

「ぬ、なんだシドー」

「いや……随ずい分ぶんみんなと仲良くなったみたいじゃないか」

「うむ！　皆いいやつだ！　やはり私の思い過ごしだったようだな！」

　十香は笑顔でそう言いながら、手にしていた紙コップをぐいと呷あおった。

　と、その瞬間。

「!?　かは……っ！」

　ジュースを口に含ふくんだ十香が目を見開いて、けほけほと咳せき込み始めた。

「と、十香……？　どうしたんだ？」

「ど……毒だ！　シドー、気を付けろ！」

「はあ？　そんなわけ……」

　士道は怪け訝げんそうな顔を作りながら十香のジュースに小指を浸ひたし、舌先でぺろりと舐なめてみた。

　瞬間、凄すさまじい刺し激げきが舌を襲い、士道も思わず咳き込んでしまった。慌あわてて、自分が持っていた林檎ジュースを飲み干す。

「大丈夫かシドー！」

「あ、ああ……」

「や、やはり毒だったか……」

「いや、これってどっちかっていうとタバスコとかじゃないか……？　一体誰が……」

　そこで士道はハッと目を見開き、左方に目をやった。

　そこには、目的は果たした、というようにどこか満足げな顔でうなずき、去っていく鳶一折紙の姿があった。

「…………」

　頬をぴくつかせる。だが、ことの真しん偽ぎを追つい及きゆうしている暇ひまはなさそうだった。

「おのれ、誰の仕し業わざだ……！　油断させておいて毒を盛るとは卑ひ怯きような！」

　よほど辛からかったのだろう。十香が涙なみだ目めになりながら視線を鋭するどくする。

　せっかく心を開きかけたというのに、消え去りかけた十香の不信感が、また復活しそうだった。





〔おしまい〕
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